
守•觀ソフトたア 


システム監視-管理をするための専用ソフトウエアについて説明しています。 


EXPRESS 巨 UILDER(SE) (一 126ぺージ、） . ミ付の 「EXPRESS 巨 UILDER(SE)CD-ROM」 から 

の起動方法と EXPRESSBUILDER (S 巳が提供す 
る機能じついて説明しています。 

ディスクアレイコンフィグレーション(一135ページ）...ディスクアレイを構築している場合のその構築方 

まについて粹明しています。 

オフライン保守ユーティリティ（一137ページ） . 専用の保守ユーティリティの使い方じついて説明 

しています。 

システム診断(一139ページ） . 専用の診断ユーティリティの使い方について説明 

しています。 

DianaScope (一 142ページ） . ネ、ソトワークやシリアルポートを使って装置をリ 

モートで保守することができるアプリケーション 
「DianaScope」 について説明しています。 

BMC Online Update (一 143ページ） . 本体内に装着されているリモートマネージメント 

カード内のファームウェアをアップデートする 
ツールについて説明しています。 

ESMPRO (— 145ぺージ） . 添付の 「EXPRESSBUILDER (SE) CD-ROM」 およ 

び r バックアップ CD-ROM」 にバンドルされてい 
る Express 5800シリーズ統合管理アプリケー 
ション 「ESMPRO」 について説明しています。 

エクスプレス通報サービス（一146ページ） . 本装置に何らかの障害が発生したときに自動で保 

守サービスセンターへ通報するアプリケーシヨン 
です(別途契約が必要です）。 
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EXPRESSBUILDER(SE) 

EXPRESSBUILDERCSE : Special Edition) は、本装置を保守-管理するための統合ソフトウてアです。 


起動方法 


本体の DVD-ROM ドライブに EXPRESSBUILDER(SE) をセツトして、電源を ON じすると起 
動します。 


M-O BIOS の設定を間違えると、 CD - ROM か5起動しない場合びあります。 

屋^ EXPRESSBUILDER ( SE ) を起動できない場合は 、 BIOS SETUP ユーティリティを起動 
して似下のとおりに設定してください。 

「 Boot 」 メニューで！" CD-ROM Drive 」 を1番上に 、 「Removable Devices 」 を2番目 
に設定する。 

Windows マシンに EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM をセットすると管埋アプリケーシヨ 
I レ 、,]^ 1 ンのインストールやドキュメントの閲覽ができる「マスターコントロールメニュ ー 」が表示 
^ されます。 


起動方法には管理 PC と本体の接続の状態により、次の3つの方まがあります。 

本体にコンソールを接続しての起動 

次の手順に従つて起動してください。 


1 . 本体(こキーボードとディスプレイ装置を接続する。 
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端 □ □驢 


モニタコネクタ 


キーボードコネクタ 


2. 本体の DVD - ROM ドライブ、(こ EXPRESS 目 ULDER ( SE ) CD - ROM をセットする。 

3 . 本体の電源を OFF / ON してシステムを再起動する。 


リブート後、管理 PC の画面上にトップメニューが表示され、各種保守•管理ツールを管理 
PC から実行できるようになります。 


LAN 接続された管理 PC か5の起動 

DianaScope を使用します。詳しくは EXPRESS 巨 UILDER(SE) CD-ROM 内の 「DianaScope 
オンラインド羊ュメント」を参照してください。 
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ダイレクト接続 (COM B) された管理 PC か5の起動 

DianaScope を使用します。詳しくは EXPRESS 巨 UILDER に巳 CD-ROM 内の 「DianaScope 
オンラインド羊ユメント」を参照してください。 


保守•管理ソフトゥエア 
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—( コンソール時のメニ 



本体にコンソールを接続した状態で起動すると始めに表示されるメニューです。 
トップメニューはじ(下のメニューで構成されています。 


抛! 


ッール 

EXPRESSBUILDER ( SE ) に収められている各種ユーティリ 
ティを個別に起動し、オペレータによるセツトアップを巧い 
まず。 


則 


ヘルプ 

EXPRESSBUILDER ( SE ) について説明しま 
す。セットアップを実行する前に一通り目 
を通しておくことをお勧めします。 


EXPRESSBUILDER 




たットアッブ終了後、たットアッブ情報を 
バックアジブすることをお勤めします。 

バックアッブ情報がおいときは、修理復旧時に 
お客様の誕固有の情報や設定を涵日できな< 
むります。 

バックアッブは、空きフロッピーディスクを 
1巧準備して、ツールでオフライン保守 
ユーテイリテイの「システム情報の管理」から 
「追避」を選巧してください。 

ツールメニューは、 EXPRESSBUILDER に 
収められてし、るを種ユーティリティを伯別 
で起動し、オベレー女が手動でたットアッブ 
を行います。 


終了 


EXPRESSBUILDER ( SE ) の終了 
画面が表示されます。 


ツールメニュ ー 

ツールメニューは、 EXPRESS 巨 UILDER(SE) に収められているを種ユーティリティを個別 
で起動し、オペレータが手動でセットアップを行います。 

また、システム診断やサポートディスクの作成、保守用パーティションの設をを行う場合 
も、ツールメニューを使用します。次にツールメニューにある項目について説明します。 


ツールメニュ ー 



RAID 情報のセーブ / U ストア 
オフライン保守ユーテイリテイ 
システム診断 


サポートディスクの作成 
保守用/トテイシヨンの設定 
各種 BIOS / FW のアツプデート 
リモートマネジメントカードの初期設定 
システムマネージメント機能 
ヘルプ 

トップメニューに戻る 


RAID ] ン阳-ラ：検出 
デ’イスクアレイホ‘'-ド：なし 
卜"。巧-'/メント r - ド：あり 
システム]ンフイグレ-シヨン：なし 


128 
















• ディスクアレイコンフィグレーション 


ディスクアレイ (RAID) コント□ーラに接続されている八ードディスクドライブに応じて 
自動的に論理ドライブ(□ジカルドライブ)を作成するユーティリティです。 

RAID コント□ーラに八ードディスクドライブを接続して RAID の新規設をや再設定を行 
う場合に使用します。 

本ユーティリティで RAID の設定を行う場合、ディスクアレイコント□ーラに接続する 
八ードディスクドライブの容量はすべて同じで、かつ READ 丫(使用可能な)状態である必 
要があります。 

手順については、135ページの r ディスクアレイコンフィグレーション」を参照してくだ 
さい。 

一 このメニューは RAID を構築したときにのみ表示されます。 

ピエック I 


♦ RAID 情報のセーブ/リストア 

ディスクアレイシステムのコンフィグレーション情報をフ□、ソピーディスクに保を（セー 
ブ)、または、フ□、ソピーディスクから復元（リストア)することができます。 

- RAID 情報のセーブ 

ディスクアレイコント□-ラのコンフィグレーション情報をフ□、ソピーディスクに 
保存します。フォーマット済みのフ□、ソピーディスクを用意してください。 RAID の 
設定や変更を行った時は、必ず本機能を使用してコンフィグレーション情報をセー 
ブしてください。 

- RAID 情報のリストア 

フ□、ソピーディスクに保存されたコンフィグレーション情報をディスクアレイコン 
卜□ーラ上に復元します。 「RAID 情報のセーブ」で作成したフ□、ソピーディスクを用 
意してください。コンフィグレーション情報が万一破壊された場合や、誤ってコン 
フィグレーション情報を変更してしまった場合は、本機能を使用してコンフィグレー 
シ ョ ン情報をリストアしてください。 

^ この機能は保守用です。保守]:>(かの目的で操作しないで<ださい。誤った操作を巧うと 
データを損失するおそれがあります。 


• オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティは、予防保守、障害解析を行うためのユーティリティで 
す。 ESMPRO が起動できないような障害が起きた場合は、オフライン保守ユーティリ 
ティを使って障害原因の磕認ができます。 

• システム診断 

本体上でを種テストを実行し、本体の機能および本体と拡張ボードなどとの接続をお査 
します。 

本機能は、ダイレクト接続に OMB) からの実行はできますが、 LAN 接続での実行はでき 
ません。また、ネットワークへの影響を防止するためにも本体に接続しているネット 
ワークケーブルはすべて取り外しておいてください。 
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サポートディスクの作成 


サポートディスクの作成では、 EXPRESSBUILDER(SE) 内のユーティリティをフ□、ソ 
ピーディスクから起動するための起動用サポートディスクを作成します。なお、画面に 
表示されたタイトルをフ□、ソピーディスクのラベルへ書き込んでおくと、後々の管理が 
容易です。 

サポートディスクを作成するためのフ□、ソピーディスクはお客様で用意してください。 
- ROM-DOS 起動ディスク 


ROM-DOS システムの起動用サポートディスクを作成します。 


-オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。 

-システム マネージ メント機能 

BMC (Baseboard Management Controller) による通報機能や管理 PC からのリモー 
卜制御機能を使用するための設定を行うプ □グラムの起動用サポー トディスクを 
作成します。 


保守用ノ くーテ ィションの設定 

ここでは、保守用パーティションに対するメンテナンスをすることができます。保守用 
パーティションが作成されていないときは r 保守用パーティションの作成」と 「FDISK の 
起動」 W 外の項目は表示されません。 

I M -0 r 保守用パーティションの設赴の各項目を実行している剧ホ、本体をリセットしたり、 
電源を OFF にしたりしないでください。 

-保守用パーティションの作成 

保守用として内蔵八ードディスク上に領域を磕保し、続けてを種ユーティリティの 
インスI-ールを行います。すでに保守用パーティションが磕保されている場合は、 
を種ユーティリティのインスI—ルのみを行います。 

一名'種ユーティリティのインストール 

各種ユーティリティ（システム診断/システムマネージメント機能/オフライン保守 
ユーティリティ）を、 CD-ROM から保守用パーティションへインストールします。イ 
ンスI-ールされたユーティリティは、オフライン保守ユーティリティを八ードディ 
スクから起動した場合に、使用することができます。 

-各種ユーティリティの更新 

各種ユーティリティ（システム彰断/オフライン保守ユーティリティ）を、フ□、ソピー 
ディスクから保守用パーティションへコピーします。各種ユーティリティがフ□、ソ 
ピーディスクでリリースされたときに実行してください。それじ(外では、本項目は 
使用しないで<ださい。 

- FD に K の起動 

ROM-DOS システムの FDISK コマンドを起動します。パーティションの作成/削除 
などができます。 




• 各種 BIOS / FW のアップデート 

インターネットの 「NEC 8番街」で配布される r 名'種目 IOS / FW のアップデートモジュール」 
を使用して、本装置の BIOS やファームウェア ( FW ) をアップデートすることができます。 
「各種 BIOS / FW のアップデートモジュール」じついては、次のホームページじ詳しい説明が 
あります。 

『NEC 8番街』： http :// nec 8. com / 

各種 BIOS / FW のアップデートを行う手順は配布される「各種 BIOS / FW のアップデートモ 
ジュール」に含まれる rREADME . TXT 」 に記載されています。記載内容を磕認した上で、 
記載内容に従ってアップデートしてください。 rREADME . TXT 」 は Windows のメモ帳な 
どで読むことができます。 

I — "〇 BIOS / FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしないでくださ 
しアップデート作業び途中で中斷されるとシステムび起動できなくなりまず。 


• リモートマネージメントカードの初期設定 

リモートマネージメントカードへの本体装置固有情報の設定を行います。本設定を行う 
ことで、リモートマネージメントカードじよる八ードウエア障害の監視や障害通報、お 
よび LAN 経由/ WAN 経由でのリモート制御(本体装置のリセット、電源 ON / OFF 、 システ 
ムイベント□グ ( SEL ) の磕認など)が可能となります。 

• システムマネージメント機能 

通報機能、リモート制御機能を使用するための設定を行います。 

• ヘルプ 

EXPRESSBUILDER ( SE ) のを種機能に関する説明を表示します。 

• 終了 

EXPRESSBUILDER ( SE ) を終了 します。 


保守•管理ソフトゥエア 
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—( コン ソール レス時のメニ 


EXPRESSBUILDER ( SE ) は、本装置に羊ーボードなどのコンソールが接続されていなくて 
もを種セットアップを管理用コンピュータ（管理 PC ) から遠隔操作することができる「コン 
ソールレス」機能を持っています。 

n-O • 本装置切がのコンピュータおよび EXPRESSBUILDER(SE) び添付されていた本装置 
ly がの Express 已 800 シリーズに使用しないでください。故障の原因となります。 

• コンソールレス時の使用は、本体にキーボードび接続されていないことび条件です。本 
体にキーボードび接続されていると、 EXPRESSBUILDER(SE) はコンソールがある 
と判断し、コンソールレス動作を行いません(管理 PC にメニューを表示しません)。 


起動方法 

起動方法には管理 PC と本体の接続状態により、次の2つの方まがあります。 

• LAN 接続された管理 PC から実行する 

• ダイレクト接続(シリアルポート B ) された管理 PC から実行する 

起動方法の手順については、 「 DiamScope オンラインド车ュメント」を参照してください。 

M-O • BIOS セットアップ ユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えないでくださし、。 
DVD-ROM ドライブが最初に起動するようになっていないと使用できません。 

• LAN 接続は LAN ポート 1 のみ使用可能です。 

• ダイレクト接続はシリアルポート B のみ使用可能でず。 

• コンソールレスで本装置を違隔操作ずるためには、設定情報を格納したフ□ッピーディ 
スクが必要になりまず。 

フォーマット済みのフ□ッピーディスクを用意しておいてください。 

• BIOS SETUP を通常の終了方法 m 外の手段属源 OFF やリセット)で終了するとリダイ 
レクシヨンび正常にできない場台びありまず。設定ファイルで再度設定を行ってくださ 
い。 

BIOS 設を情報はじ TF の値にセットされます。 


LAN #1: 

[Enabled] 

Serial Port A: 

[Enabled] 

Serial Port A I/O Address: 

l ； 3F8] 

Serial Port A Interrupt: 

[4] 

Serial Port B: 

[Enabled] 

Serial Port B I/O Address: 

[2F8] 

Serial Port B Interrupt: 

に ] 

BIOS Redirection Port: 

Serial Port B] 

BIOS Redirection Baud Rate: 

[19.2k] 

BIOS Redirection Flow Control: 

[CTS/RTS] 

Console Type: 

[PC ANSI] 
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ツールメニュ ー 

トップメニューでツールを選択すると]: i 下のメニューが表示されます。 


前述の「トップメニュー」を 
参照 


それぞれの機能に関する説明を 
表 W する 



卜 A メニュ T 


i ディスクアレイコンフィ グレー シヨン 


RA I D 情報のたーフ/リストア 
オフライン保守ユーティリティ 
システム診断 
サボートディスクの作成 
1呆守用バーティシヨンの設定 
皂種己 I OS / FW のアツブデート 
システムマネージメント機能 
;ルブ 

トツブ;^ニューに戻る 


EXPRESSBUILDER ( SE ) の終了 
画面を表示する 


「トップメこュー」の r ツールメニュー」にある機能と比較すると r システム診断」の内容や操 
作方法び異なりまず。詳しくは、この章の r システム診断」を参照してください。 


メニュ ー( 機能)については、前述の「トップメニュー」と同じです。前述の説明を参照してく 
ださい。 


保守•管理ソフトゥエア 
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マスターコント□—ルメニ 


Windows 95 JU 降、または Windows NT 
4.0 JU 降が動作しているコンピュータ上で 
添付の CD - ROM「EXPRESS 目 UILDER 
( SE ) CD - ROM 」 をセットすると、「マス 
ターコント□ールメニュー」が自動的に起 
動します。 


システムの状態によっては自動的に 
I ヒン。 起動しない場合があります。そのよ 
うな場合は、 CD-ROM 上の次のファ 
イルをエクスプローラ等から実行し 
てください。 

CD-ROM のドライブレター : ¥MC¥1ST.EXE 

マスターコント□-ルメニューからは、リモート管理ユーティリティである 「 EMSPRO / 
Sever Manager 」 や 「 DianaScope 」 のインス!—ルやオンラインド丰ュメントを 
参照することができます。終了する場合は、[終了]をクリックしてください。 

■: オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式ので書で提供されているものもあります。こ 

I レ、。のファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の Adobe Reader がインス 
卜ールされている必要があります。 Adobe Reader がインストールされていないときは、 
あらかじめ Adobe システムズ社のインターネットサイトより Adobe Reader をインストール 
してくださし、。 

マスターコント□ールメニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をク 
リックするか、ちクリックして現れるショートカットメニューを使用してください。また、 
一部のメニュー項目は、メニューが動作しているシステム•権限で実行できないとき、グレ 
イアウト表示され選択できません。適切なシステム-権限で実行して<ださい。 

M-O CD - ROM をドライブか5取り出す師こ、マスターコント□—ルメニューおよびメニューか 
5起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてください。 
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ディスクアレイコンフィ グレーシヨ ン 

ディスクアレイコンフィグレーションはディスクアレイコント□ーラに接続されている八ードディスクド 
ライブに応じて自動的に論理ドライブ(□ジカルドライブ)を作成するユーティリティです。 

ディスクアレイコント□ーラに八ードディスクドライブを接続して RAID の新規設を-再設定を行う場合に 
使用します。 


使用上の注意 


ディスクアレイコンフィグレーションを実行する前にお読みください。 

• RAID を構築する八ードディスクドライブは同じ容量、同じ回転数のものを使用してくだ 
さい。 

• コンフィグレーション済みのディスクアレイコント□ーラを使用する場合、新規に論理 
ドライブを作成する前に、既存のコンフィグレーション情報をクリアする必要がありま 
す。コンフィグレーション情報をクリアすると、既存のデータは失われますのでごを意 
ください。 

• 本ユーティリティで RAID の設をを行う場合、ディスクアレイコント□ーラに接続する 
八ードディスクドライブの容量はすべて同じで、かつ READY 状態である必要がありま 
す。 

• 本ユーティリティでは、指定された八ードディスクドライブ構成で割り当て可能な最大 
容量を使用し、単一の論理ドライブを作成することができます。 

• RAID の設定を行う場合は、本装置がサポートしている RAID 構成を指定してください。 
指定された八ードディスクドライブ構成で割り当て可能な最大容量を使用し、単一の論 
理ドライブを作成します。 

• RAID の新規設定、再設定を行った場合、コンフィグレーション情報をフ□、ソピーディス 
クに保存してください。手順は、129ぺージの 「 RAID 情報のセーブ/リストア」を参照し 
てください。 

• このメニューを起動する前に6章の r システム BIOS のセットアップ」を参照してに ATA 
RAID Enable 」 の設をを有効にしてください。 


保守•管理ソフトゥエア 
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ほ用方法 


t (下の手順でディスクアレイコンフィグレーションを起動し、操作します。 

1. 6章の r システム BIOS のセットアップ」を参照してに ATA RAID Enable 」 の設定を有効にする。 

2 . 「 EXPRESS 目 ULDER ( SE ) CD - ROM 」 か6システムを起動する。 

EXPRESSBUILDER ( SE ) の起動方まは、126ぺージの 「 EXPRESS 目 ULDER ( SE ) 」を参照してく 
ださい。 

管理 PC の画面にトップメニューが表示されます。 

3. 「ツールメニュー」と表示する。 

4. ツールメニューかディスクアレイコンフィグレーション」を選択する。 

ユーティリティが起動し、ディスクアレイコント□ーラ(こ接続された八ードディスクドライブの 
状態と論理ドライブの状態をチて、ソクします。 

5. 設定したい RAID 構成を選択し、番号を入力する。 

作成する論理ドライブのを種パラメータが表示され、確認メッセージが表示される場合がありま 
す。 

• 表示された内容で論理ドライブを作成する場合 
「1」を選択します。 

自動的に論理ドライブの作成、および初期化を開始します。 

• ユーティリティを終了する場合 

「9」を選択します。 

ユーティリティは終了します。 

W 上で、ディスクアレイコンフィグレーションは終了です。 
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オフライン巧巧ユーテイ IJ テイ 

オフライン保守ユーティリティは、本製品の予防保守、障害解析を行うためのユーティリティです。 
ESMPRO が起動できないような障害が本製品に起きた場合は、オフライン保守ユーティリティを使って障 
害原因の確認ができます。 

n-O • オフライン保守ユーティリティは通常、保守員び使用ずるプ□グラムでず。オフライン 
肩^ 保守ユーティリティを起動すると、メニューにヘルプ(機能や操作方法を示ず説明)が 

ありまずび、無理な操作をせずにオフライン保守ユーティリティの操作を熟知している 
保守サービス会社に連絡して、保守員の指示に従って操作してください。 

• オフライン保守ユーティリティび起動ずると、クライアントか5本製品にアクセスでを 
なくなります。 


オフライン巧巧ユーテイ IJ テイの起動方法 


オフライン保守ユーティリティは次の方まで起動することができます。 

• EXPRESSBUILDER ( SE ) か5の起動 

rEXPRESSBUILDER(SE) トップメニュー」から「ツール」一「オフライン保守ユーティリ 
ティ」の順に選択すると、 CD - ROM よりオフライン保守ユーティリティが起動します。 

• フ□ッピーディスクか5の起動 

rEXPRESSBUILDER(SE) トップメニュー」の「ツール」一「サポートディスクの作成」で 
作成した r オフライン保守ユーティリティ起動 FD 」 をセットして起動すると、オフライン 
保守ユーティリティが起動します。 

• 手動起動 f 4キー） 

オフライン保守ユーティリティをインス I -- ル後、 POST 画面で < F 4> キーを押すと、 
ディスクよリオフライン保守ユーティリティが起動します。 


保守•管理ソフトゥエア 


137 








オフライン巧巧ユーテイ IJ テイの機能 


オフライン保守ユーティリティを起動すると、じ(下の機能を実行できます(起動方法により、 
実行できる機能は異なります）。 

• IPMI 情報の表示 

IPMI(Intelligent Platform Management Interface ) じおけるシステムイベント□グ 
( SEL )、 センサ装置情報 ( SDR )、 保守交換部品情報 ( FRU ) の表示やバックアップをしま 
す。 

本機能により、本製品で起こった障害やを種イベントを調査し、交換部品を特をするこ 
とができます。 

• BIOS セットアップ情報の表示 

BIOS の現在の設定値をテ车ストファイルへ化力します。 

• システム情報の表示 

プ□セ、ソサ ( CPU ) や BIOS などに関する情報を表示したり、テキストファイルへ化力した 
りします。 

参システム情報の管理 

お客様の装置固有の情報や設をのバックアップ(退避)をします。バックアップをしてお 
かないと、ボードの修理やな換の際に装置固有の情報や設定を復旧できなくなります。 

Pl; システム情報のバックアップの方まについては、49ぺージで説明しています。なお、リ 

[ETFI ストア(復旧）は操作を熟知した保ず員に W は行わないでください。 


• 各種ユーティリティの起動 

「 EXPRESSBULDER ( SE ) CD - ROM 」 から保守用パーティションにインストールされた 
下のユーティリティを起動することができます。 

- システム マネージ メント機能 

— システム診断ユーティリティ 
-保守用パーティションの更新 

• 箇体識別 

本装置のランプ、ブザーなどで、本装置を識別できるようにします。ラックに複数台の 
装置が設置された局面で装置を識別するときなどに便利です。 
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システム診断 

システム診断は装置に対してを種テストを行います。 

EXPRESSBUILDER ( SE ) の「ツール」メニューから「システム診断」を実行して彭断してくださし、 


システム診断の内容 


システム彭断には、次の項目があります。 

• メモリのチェック 

• CPU キャッシュメモリのチェック 

• システムとして使用されている八ードディスクドライブのチェック 

n-O システム診断を行う時は、^^、ず本体に接続しているネットワークケーブルをがしてくださ 
し接続したままシステム診断を行うと、ネットワークに影響をおよぼずおそれがありま 
す。 

■: ハードディスクドライブのチェックでは、ディスクへの書き込みは行いません。 

\Tyr\ 


システム診断の起動と終了 


システム診断には、本体に直接接続されたコンソール(车ーボード)を使用する方法と、本体 
前面の COM 目ポートとダイレクト接続された管理 PC のコンソールを使用する方法（コンソー 
ルレス）があります。それぞれの起動方法は次の通りです。 

— "〇 EXPRESSBUILDER ( SE ) のコンソールレスでの起動方法には、ダイレクト接続に OM 
B ) と LAN 接続の2つの方法びありますび、システム診断はダイレクト接続に OM B ) でし 
か利用することびでをません。 

1. シャットダウン処理を巧った後、本体の電源を OFF にし、電源コードをコンセントか 6 抜く。 

2. 本体に接続しているネットワークケーブルをすべて取り外す。 

3. 電源コードをコンセント(こ接続し、本体の電源を ON (こする。 
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4. rEXPRESSBUILDER(SE) CD-ROM」 か 6 システムを起動する。 


本体のコンソールを使用して起動する場合と、コンソールレスで起動する場合で手順が異なりま 
す。本章の rEXPRESSBUILDER ( SE )」 を参照して正しく起動してください。 

EXPRESS 目 ULDER ( SE ) か6起動すると画面(こ]: i 下のメニューが表示されます。 


EXPRESSBUILDER 

画 

■wsai 

だットアッブ終了豁セットアッブ情報を 
バックアジブずることをお勤めします。 

パシクアジブ巧報が無いときは、修理復旧時に 
わ杳樣の装 gg 有の情報や設定を巧 1 日できなく 
なります， 

B 

MBISiM 

バックアッブは、巧きフ□ッビーディスクを 

1 巧準捕して、、ソールでオフラインがず 
ユーティリティの「システム情巧の普巧」から 
「退避」を選巧してください。 

m 

ツールメニュ'—は、 EXPRESSB 川 LDER に 
収められてし、る名種ユーティリティを個另リ 
で起動し、オペレータが手動でたジトアッブ 
を行います。 



トップメニュー（□一カルコンソール時） トップメニュー（コンソールレス時) 


5. [ツール]を選択する。 

巨.[ツール]一[システム彭断]の順に選択する。 

システム彭断を開始します。約3分で彭断は終了します。 

診断を終了するとディスプレイ装置の画面が次のような表示に変わります。 



試験タイトル： 彭断ツールのを称およびバージョン情報を表示します。 

試験ウィンドウタイトル:彭断状態を表示します。試験終了時には Test End と表示します。 
試験結果： 彭断開始-終了 -経過時間および終了時の状態を表示します。 

ガイドライン： ウィンドウを操作するキーの説明を表示します。 

試験簡易ウィンドウ： 

を押すと試験の詳細を表示します。 


システム彭断でエラーをお化した場合は試験簡易ウィンドウの該当する試験結果がホ<反転表示 
し、ち側の結果に 「Abnormal End 」 を表示します。 

エラーをお化した試験にカーソルを移動し < Enter > キーを押し、試験詳細表示に出力されたエラー 
メッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 



















7 . 画面最下段の「ガイドライン」に従い < Esc > キーを押す。 


下のエンドユーザーメニューを表示します。 


TeDoLi (TEst & Diagnosis On Linux ) VerOOl.OO ( BuildO 20901.1 . Im ) 
Enduser Menu - 



Please choose a function by the arrow key and push Enter key . 


<Test Result 〉: 
<Device Us わ： 
<Log lnfo >: 


< Option >: 

< Reboot >: 


前述の彭断終了時の画面を表示します。 

接続されているデバイスー覧情報を表示します。 

試験□グを表示します。試験□グをフ□、ソピーディスクへ保をするこ 
とができます。フ□、ソピーディスクへ記録する場合は、フォーマット済 
みのフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセツトし、 
< Save > を選択してください。 

□グの出力先を変更します。 

システムを再起動します。 


8. 上記エンドユーザーメニューで <Reboo わを選択する。 

再起動し、システムが 「 EXPRESS 目 UILDER ( SE ) CD - ROM 」 か6起動します。 

9. EXPRESSBUILDER ( SE ) を弟冬了し、 DVD-ROM ドライブ、か 6「 EXPRESS 目 UILDER ( SE ) CD - 
ROM 」 を取り化す。 

10. 本体の電源を OFF (こし、電源コードをコンセントか6抜く。 

11. 手順2で取りかしたネットワークケーブルを接続し直す。 

12 . 電源コードをコンセントに接続する。 


W 上でシステム診断は終了です。 
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DianaScope 

口 amScope は Express 5800シリーズをリモート管理するためのソフトウエアです。 DianaScope の機能 
やインストール方法についての詳細はオンラインド车ュメントを参照してください。 


ファイルの漏実(り表示 W も 巧 (CA がかツ—ル m AJ レブ (H) 

\ W ^ 

。固泣1なお束固わお: A り巧いディァ d i 覃 r ^团 

j 

アドレス⑩ 1 雀) http：// 192.168 .14.1 51お日8日/ dianasc 叩 e/pages/commons/top.jsp 

J 如を か リンクの 

へ! Empowered by Innovation 





© ヴルーブー K 
田 @ Berries 


グルーブーち > Benies > Blucberry 

サーバブロバテイ！リモート制柳I U モートコンV—ル1 U モーバッチI IPMI- 苗が1 




為き! lii かし PC-Ar!SI」 SHIFT-JIS | EUC-JP | UTF-8 I [ biqs | 


Phoem)fillO$ Setw Utility 



[11:43:29] 

[07/09/2004] 

Item Specific Help 

System Date: 

<Tab>, <Shift-Tab>, or 
<Enter> selects field. 


Legacy Floppy A: 
Legacy Floppy B: 

[1.44/1.25 MB 3.5"] 
[Disabled] 

Hard 扣 sk Pre-Delay: 

> Primary IDE Master 

> Primary IDE Slave 

[扣 sabl ed] 

[CD-ROM] 

[None] 


> Processor Settings 

Language: 

[English (US)] 





Setup Defaults 
Save and Exit 




rPrepare To Boot 

I Power On Cnt Aim 

198時間 0 分 


^ 本製品(こおいて DianaScope を使用するためじはオプションのサーバライセンス ( UL 1198- 

云巧] 001または UL 1198-011) が必要です。本製品(こは]: rp のサーバライセンスが添付されてい 
ます。 

- UL 1198-001 SystemGlobe DianaScope Additional Server Licensed ) 
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BMC Online Update 


BMC Online Update は、インターネットで配布される rBMC(Base board Management Controller ) 
ファームウェア」を使用して、本体内に装着されているリモートマネージメントカード内の目 MC ファーム 
ウェアを更新するソフトウエアです。 




このソフトウエアは 2M 目じ(上の空き容量を/必要とします。 

管理 PC か6リモート操作する場合は、 「DianaScope」 を使用します。設定や通信方まじ 
ついては DianaScope のオンラインドキユメントを参照してください。 


インス I ル 


1. root ユーザーで□グイン後、 「EXPRESS 目 UILDERJCD-ROM か 6J：> (下のファイルを適当なディレ 
ク トリに コピーす る。 

「cp/mnt/cdrom/ 目 MCTOOL/OnlineUp/BmcOnlineUpdate.i386」 

2 . rpm ファイルを解凍する。 

「rpm - ivh BmcOnlineUpdate. i386」 


起動方法 


BMC ファームウエアの更新作業をしている間は装置の電源を OFF にしないでくださ 
し、。更新作業が途中で中断されるとシステムび起動できなくなります。 

更新された BMC ファームウエアは、装置の再起動後に有効になります。再起動を行う 
までは、更新前の状態で運用を継続します。 


下記の入力を行い、プ□グラムを開始させてください。 

cd / usr/BmcOnlineUpdate 
./BmcOnlineUpdate -ja 


日本語をサポートしていない場合はオプション" - ja " をつけないでください。 
./BmcOnlineUpdate 


保守•管理ソフトゥエア 
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エラー表巧一覧 


下表にエラーメッセージと対処方法を示します。 


メッセージ 

対処方法 

アップデートの必要がありません。 

現在使用している環境は、アップデートしようとした 
データより新しいか同じデータが適用されています。 

対象装置ではありません。 

データが対象装置のものではありません。対象装置の 
データで Update を実行してください。 

目 MC 情報を取得できません。 

リモートマネージメントカードが正常(こ取り付け6れ 
ているか確認してください。取りがけを確認してか 
6Update を実行してください。 

オンラインモードに移行できません。 

目 MC がビジー状態の可能性があります。数分後(こ再度 
実行してください。 

運用中のデータの退避に失敗しまし 
た。 

更新モードに移行できません。 

データの更新中(こエラーが発生しまし 
た。 

終了処理に失敗しました。 

IPMI ドライバが見つかりません。 

IPMI ドライバをインストールしてください。 

サポート対象外です。 

アップデート機能をサポートしていない目 MC です。こ 
のツールじよるアップデートはできません。 


n-O 巧処方法を実巧してち、アップデートに失敗した場合は保守サービス会社に連絡してくださ 
目重3 い。 
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ESMPRO 

ESMPRO / ServerManager . ServerAgent は、システムの安定稼動と効率的なシステム運用を 
目的とした管理ソフトウェアです。構成情報や稼動状況を管理し、システムの異常を橫化した際に 
システム管理者へ通報することにより、システム障害の予防や障害に対する迅速な対処を可能にします。 

添付の CD - ROM 「バックアップ CD - ROM 」 には、本体を管理するアプリケーション 「 ESMPRO / 
56「ソ6「八96が」が格納されています。 ESMPRO / ServerAgent と通信を行いネットワーク上の管理 PC から 
本装置を監視するアプリケーション rESMPRO / Se 「 ve 「 Manage「」&rEXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM 」 
に格納されています。 

• ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO / Se 「 ve 「 Mamge 「の動作環境やインストール方ま、アンインストール方まおよ 
び運用時のを意事項については 「 EXPRESS 目 UILDER ( SE ) CD - ROM 」 にある 「 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/|311396「インストレーシヨンガイド」を参照してください。 

• ESMPRO/ServerAgent 

ESMPRO / ServerAgent は本装置に自動でインス I -- ルされる監視アプリケーションで 
す。 ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent に関する詳細な説明は本体に添イ寸の^バ、ソクア、ソプ 
CD - ROM 」 内にあるオンラインマニュアル （ PDF ファイル）を参照してください。 

添がのバ、ソクアツプ CD - ROM :/ nec / Unux / esnnp 「 o . sa/doc 

ESMPRO/ServerAgent は化荷時の八ードディスクにインストール済みです。また、 
再インス I -ールの時も自動的にインス I -ールされます。 


保守•管理ソフトゥエア 
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エクスプレス通報ヴービス 

エクスプレス通報サービスは、システムに発生する障害情報(予防保守情報含む）を保守センターに自動通 
報するソフトウェアです。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察おしたり、障害発生時に迅速に保守を 
行ったりすることができます。 

エクスプレス通報サービスは化荷時の八ードディスクドライブじインス!-ール済みです。また、再インス 
I -ールの時ち自動的にインス I -ールされます。 

エクスプレス通報サービスを利用するためじは、別途契約が必要となります。詳しくは、お買い求めの 
販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 
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飘燃ョン 


本装置がサポートしている内蔵タイプのオプションデバイスの増設方まやシステムが提供するを種機能の 
設を方法について説明します。 


内蔵オプションの取り付け(一148ページ） . 

システム目 IOS のセ、ソトアップ ( SETUP ) 卜169ぺージ) 

リセ、ソトとクリア（一194ページ） . 

割り込みラインと I/O ポートアドレスト197ぺージ) 

RAID のコンフィグレーション（一199ページ） . 

RAID の保守と管理(一210ページ） . 


内蔵オプションの取りがけ-取り外し方法を説明 
しています。 

専用のユーティリティを使った BIOS の設を方法 
について説明しています。 

リセ、ソトする方法と内部メモリ （ CMOS ) のクリア 
方法について説明します。 

I/O ポートアドレスや割り込み設定について説明 
しています。 

本装置内蔵の八ードディスクドライブをディスク 
アレイドライブとして運用するための方まについ 
て説明します。 

ディスクアレイを構築しているシステムの管理と 
保守をするアプリケーシヨンの使用方まについて 
説明します。 
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内蔵オプションの取 D 付け 


本体に取りがけられるオプションの取り付け方法およびを意事項について記載しています。 

n-O • オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますび、この場合の本体およ 
び部品の破損または運用した結果の影響についてはその責任を負いかねますのでご了承 
ください。本装置について詳しく、専門的な知識を持った保守サービス会社の保守員に 
取り付け/取りがしを行わせるようお勧めします。 

• オプションおよびケーブルは辭社び指定する部品を使用してください。指定似がの部品 
を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障-破損についての修理は有料となりま 
す。 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするために次のを意事項を必ず守ってくだ 
さい。 





A® 

装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死 
こする、または重傷を負うおそれびあります。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷や 
けびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ 
拟降の説明をご覧ください。 

• 落下ま意 

• 装置を引き出したが態にしない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 

AA 

A0 
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静電気が策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け-取り外しの際は静 
電気じよる製品の故障に十分を意してください。 

•リストストラップ(アームバンドや静電気防止手袋など)の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 
また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

-静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

-カーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行って<ださい。 

• 作業台の使用 

静電気防止マ、ソトの上に本体を置き、その上で作業を行って<ださい。 

• 着巧 

-ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

-静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

-取り付け前に貴金属脂輪や腕輪、時計など)を外してください。 

• 部品の取り扱い 

-取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
-を部品の緣の部分を持ち、端子や実装部品に触れないで<ださい。 

-部品を保管•運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取 0 かしの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 

n-O • トップカバーを取りがして準備びできた後、本体を持つときに PCI ライザーを持たない 
信重身 でください。 



• 電源コードを本体か5取りがした後、約己秒ほど待ってか5作業を続けてください。電 
源コードを取り外してか53〜4砂ほどの間、マザーボード上の部品やリモートマネー 
ジメントカード ( RMC ) は動作を続けている場台びあります。 RMC の動作び完全に停止 
してか5作業を続けてください。 


卓上に設置している場合 

本体を卓上に設置している場合の手順について説明します。 


1. システムのシャットダウン処理をするか POWER スイッチを押して本体の電源を OFF(POWER ラ 
ンプ消な）じする。 



POWER スイ、ソチ 


2. 本体(こ接続しているすべてのケーブルおよび電源コードを取りかす。 
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3. 背面のネジをゆるめる。 


ネジ 



4. トップ カバーを 取りかす。 

くぼみの部分(こ指をかけてスライドさせ 
てか6持ち上げて < ださい。 


背面 



前面 
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トップカバーを 取り付けるときは、 トップカバーに ある フックと 本体の フレーム にある穴を 
あわせてていねいに本体に置いた後、前面へ向けてスライドさせてください。 



トップカバーの取り付け後、背面のネジで本体に固定します。 

■- ネジが締めづらいときはトップカバーを本体に軽く押し付けながら締めてくださし、。 


























ラックに設置している場合 


本体をラックに設置している場合の手順について説明します。ラックからの取りかしは1人 
でちできますが、なるベ<複数をで行うことをお勧めします。 



A ミ主意 


AQ 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷や 
けびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがありまず。詳しくは、 iii ページ 
似降の説明をご覧ください。 

• 落下ま意 

• 装置を引き出したが態にしない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 


1. フ□ントベセルを取りがけている場合はフ□ントベセルを取りかすに章参照)。 

2. 2章を参照して本体をラックか6取り外し、じょうぶで平6な机の上(こ置く。 


iwO^m 

I 本体を引き出したまま放置しないでください。必ずラックか5取りがしてください。 

3. 背面のネジをゆるめる （ 151ページの手順3参照）。 

4. トップ カバーを 取り外す。 

くぼみの部分(こ指をかけてスライドさせてか6持ち上げてください （151 ページの手順4参照)。 
トップカバーを取りがけるときは、前ページを参照して取り付けてください。 
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取り付け/取 0 かしの手順 


次の手順に従つて部品の取りがけ/取り外しをします。 


八ードディスクドライブ 

本体には、最大2台の八ードディスクドライブを搭載することができます。 


ディスクベイ2 
2台目の八ードディスク 
ドライブ用 


デイスクベイ1 
1台目の八ードディスク 
ドライブ用 


本体前面 



本体背面 


上面図 


標準装備の八ードディスクドライブはシリアル ATA を採用した 80 G 目の容量を持っていま 


す。 

n-O • 體社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。サードパー 
ティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 J \- ドディスクドライブだけでな 
く本体び故障するおそれびあります。お買い求めの際は「N81己 0-204(80GB • 
7200 rpm . SATA2)」 を指定してください。 

• 他のインターフエースを持つ八ードディスクドライブを搭載ずることはできません。 

• 単体ドライブとして2台の八ードディスクドライブを搭載して使用ずることはできませ 
ん。標準装備の A— ドディスクドライブに A— ドディスクドライブを追力日ずる場合は、2 
台の A— ドディスクドライブでディスクアレイを構築して運用しまず (RAim)。RAID を 
構築ずるためには BIOS の rSATA RAID Enable」 のパラメータを 「Disabled」 か5 
「Enabled」 に変更してください。 


また、標準装備の八ードディスクドライブの初期化などを行うため、増設の前に大切な 
データのバックアツプを必ず行つてください。 
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取り付け 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取り付けます。 

■: ここではディスクベイ1への取り付け手順を図で示していますがディスクベイ2への取り付 

けも同様の手順で行います。 


1. 八ードディスクドライブ内の大切なデータのバックアップをとる。 

バックアップについては 4 章を参照してください。 

2. 1日0ページを参照して準備をする。 

3. ディスクベイに八ードディスクドライブを搭載している場合は、八ードディスクドライブ(こ接続 
しているケーブルをすべて取りかす。 


4. ディスクベイを固定しているネジ2本を 
外す。 



己.ディスクベイを取り外す。 

八ードディスクドライブが取り付け6れ 
ているディスクベイを取り外すときは落 
とさないように十分にミ主意してくださ 
い。 
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I チェック I 

A - ドディスクドライブとディスクベイの向きじついて図を参照して確認してください。また 
八ードディスクドライブとディスクベイにあるネジ穴が合っていることも確認してください。 




ネジは本装置に添付のネジを使用してください。 

このネジは特殊ネジです。八ードディスクドライブを増設ずる際、このネジび必要となります 
ので、使用していないネジは大切に保管してください。 
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8. ティスクベイをしっかりと持ち、本体の 
フ、ソクに個）をディスクベイの穴に通し 
て置き、前面へスライドさせる。 



9. 手順 3 で外したネジでディスクベイを固 
定する。 



I チェック I 

ディスクベイの取りがけの際に電源ケーブルなどを挟んでいないことを確認してください。 


10. 電源ケーブルとインターフェースケーブ 
ルを接続する。 



W-OI 


電源ケーブルのコネクタにケーブルキャップび取り付け 5 れている場合は、取りがしてくださ 
い。また、取りがしたケーブルキャップは大切に保管しておいてください。 
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マザーボード 

• 電源ケーブルはインタフェースケーブルの下を通るようにケーブリングしてください。 

11. 手順2と逆の手順で本体を組み立てる。 

12 . 目 IOS セットアップユーティリティを起動して、目 IOS か6八ードディスクドライブが正しく認識 
されていることを確認する （ 172ページ参照）。 

13. <2台の八ードディスクドライブを RAID ドライブとして運用する場合> 

「システム目 IOS のセットアップ」を参照して SATA RAID の設定を有効にし、手順14に進む。 

< RAID を構築している八ードディスクドライブのうちのどち6かを交換した場合> 

「 RAID の〕ンフィグレーシヨン」を参照してディスクアレイの再構築（リビルド）を行う（この場合 
は U 上で手順は完了です）。 

14. 199ページの 「 RAID のコンフィグレーシヨン」を参照して RAID 1のディスクアレイドライブを作成 
する。 

1 己.システムの再セットアップをする。 

詳し < は3章を参照して < ださい。 

1 巨.バックアップをとっていたデータをリストアする。 

バックアップをとっていた場合はリストアしてください。詳しくは4章を参照してください。 




I チェック I 

• 接続するコネクタを確認してください。マザーボード上の rSATAI 」 コネクタ(こ接続した 
ケーブルはディスクベイ1(こ取り付けた八ードディスクへ、に ATA 2」 コネクタに接続した 
ケーブルはディスクベイ2(こ取り付けた八ードディスクドライブへ接続します。 



□ 


1_ □国旧 


田田 田田 
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取り外し 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取り外します。 


—含 • ハードディスクドライブ内のデータについて 

取りがした八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ(例えば顧客情報や 
企業の経理情報など)び第兰者へ漏洩ずることのないようにお客様の責任において確実 
に処分してください。 

Windows の口’ミ箱を空にする」操作やオペレーティングシステムの口才ーマッりコ 
マンドでは見た目は消去されたよラに見えまずび、実際のデータは八ードディスクドラ 
イブに書き込まれたままの状態にあります。完全に消去されていないデータは、特殊な 
ソフトウエアにより復元され、予期せめ用途に転用されるおそれびありまず。 

このようなトラブルを回避ずるために市販の消去用ソフトウエア(有償)またはサービス 
(有償)を利用し、確実にデータを処分ずることを強くお勧めしまず。データの消去につ 
いての詳細は、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 

• 電源ケーブルを取りがすときは、次の注意を守ってください。 

-ケーブルをねじ5ない。 

-ケーブル部分を持って引っ張5ない。 

-コネクタ部分を持ってまっすぐに引き巧く。 

• ディスクベイ2に取り付けていた八ードディスクドライブを取り外したまま使用ずる場 
合は、接続していた電源ケーブルのコネクタにケーブルキャップをつけてください。 
ケーブルキャップは出荷時に電源ケーブルに取り付け5れていたものです(または付属 
品として添付されている場台もありまず)。 


1. 150ページを参照して準備をする。 

2. へー ドディスクドライブ(こ接続しているケーブルをすべて取りかす。 

3. 「取り付け」の手順4〜7を参照してディスクベイを取り外す。 

4. 「取り付け」の手順8〜9を参照して八ードディスクドライブを取り外す。 

已.八ードディスクドライブをを換する場合は、八ードディスクドライブをディスクベイに取り付け 


巨. 「取り付け」の手順8〜10を参照してディスクベイを取りがけ、ケーブルを接続する。 

7. 手順2と逆の手順で本体を組み立てる。 

8 . ディスクアレイを構築している場合はリビルドなどの必要な作業を行う。 

詳しくは218ページを参照してください。 
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DIMM 

DIMMCDual Inline Memory Module ) は、本体のマザーボード上の DIMM ソケツトじ取り付 
けます。 

マザーボード上には DIMM を取り付けるソケツトが4個あります。 

メモリは最大 4 G 目まで増設できます。 



• DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分などに触れて身体の 
静電気を逃びしてか 5 DIMM を取り扱ってください。また、ボードの端子部分や部品を 
素手で触ったり、 DIMM を直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関ずる説 
明は149ページで詳しく説明していまず。 


• 轉社で指定していない DIMM を使用しないでください。ヴードパーテイの DIMM などを 
取り付けると、 DIMM だけでなく本体び故障するおそれびあります。また、これ5の製 
品び原因となった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 


また、本装置ではメモリの Dual Channel メモリモードをサポートしています。 

Dual Channel メモリモードで動作させるとメモリのデータ転送速度が2倍となります。 
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DIMM の増設順序 

DIMM は 、 Dual Channel メモリモードを使用する場合と使用しない場合で増設順序や増設単 
位が異なります。 

♦ Dual Channel メモリモードを使用しない場合 

増設単位および増設順唐に制限はありません。 

• Dual Channel メモリモードを使用する場合 

次の条件を守ってください。 

- 2枚単位で取りがけてください。 

-取り付ける2枚のメモリは同じ容量で同じ仕様のものを使ってください。 

-取りがけるス□、ソトはス□ット1と3、または2と4を一組としてくださしバ使用する 
組に順唐はありません)。 

次に搭載例を示します。 


搭載例 

Dual Channel 
メモ U モード 

スロット！ 

ス□ット2 

ス□ット 3 

ス□ット 4 

例1 

動作する 

512 MB 
DIMM (標準） 

(未搭載） 

512 MB 

DIMM 

(未搭載） 

例2 

動作する 

512 MB 
DIMM (標準） 

1 GB 

DIMM 

512 MB 

DIMM 

1 GB 

DIMM 

例3 

動作しない 

512 MB 
DIMM (標準） 

1 GB 

DIMM 

512 MB 

DIMM 

(未搭載） 

例4 

動作しない 

512 MB 
DIMM (標準） 

1 GB 

DIMM 

(未搭載） 

1 GB 

DIMM 


取り付け 

次の手順に従って DIMM を取りがけます。 

1. 1日0ページを参照して準備をする。 

2. 取り付ける DIMM ソケットの両端じある 
レバーを左ちじ広げ、 DIMM をソケット 
(こまっすぐ押し 3 A む。 


キース□、ソト 

丰一 

DIMM の向きに注意してください。 DIMM の端子側(こは誤挿入を防止するための切り欠きがあり 
ます。 

DIMM が DIMM ソケット(こ差し込まれるとレバーが自動的(こ閉じます。 
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3. 手順 1 で取り外した部品を取り付ける。 


I チェック I 

エアダクトを取り付ける際に次の点を確認してください。 

• マザーボード上のコネクタやピン、電子部品(こぶつかっていないこと。 

• 電源ユニット側にある電源ケーブルがエアダクトの上に配置されていないこと。 

4. DianaScope を使って管理 PC か6、本装置の目10 S セットアップユーティリティを起動して 
「Advanced」 メニューの 「Memory Configuration」 で増設した DIMM が目10 S か6認識されている 
こと（画面(こ表示されていること）を確認する （ 180ページ参照)。 

「DianaScope」 (こついては EXPRESS 目 UILDER(SE) CD-ROM 内のオンラインドキュメントを参照 
してください。 

己. 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 (こする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは179ページをご覧ください。 

目.目 I0S セットアップユーティリティの設定を保存して終了する。 

7. DianaScope を終了する。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 

^ • 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエラーメッセージを 

確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認してください。 

• DIMM は最低1枚搭載されていないと装置は動作しません。 


1 . 1日0ページを参照して準備をする。 

2. 取り外す DIMM のソケットの両側じある 
レバーを左ちにひろげる。 

□ックが解除され DIMM を取り外せま 
す。 



3. 手順1で取りかした部品を取り付ける。 

4. DianaScope を使って管理 PC か6、本装置の BIOS セットアップユーティリティを起動して 
「Advanced」 メニューの 「Memory Configuration」 で増設した DIMM が目10 S か6認識されている 
こと（画面に表示されていること）を確認する （ 180ページ参照）。 

「DianaScope」 (こついては EXPRESS 目 ULDER(SE) CD-ROM 内のオンラインドキュメントを参照 
してください。 

己. 「Advanced」 メニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 にする。 

A- ドウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは179ページをご覧ください。 

巨.故障した DIMM をを換した場合は、 「Advanced」 メニューの 「Memory Configuration」 で、 
「Memory Retest」 を 「Yes」 にして再起動する。 

エラー情報をクリアするためです。詳しくは180ページをご覧ください。 

7. BIOS セットアップユーティリティの設定を保存して終了する。 

8 . DianaScope を終了する。 
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PCI ボード 


本体のマザーボード上にはライザーカードが搭載されています。ライザーカードじは 、 PCI 
ボードを取りがけることのできるス□、ソトが1個と PCI - X ボードを取り付けることのできる 
ス□、ソトが1個あります。 

n-O PCI ボードやライザーカードは大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分な 
どに触れて身体の静電気を逃びしてか5ボードを取り扱ってください。また、 PCI ボードお 
よびライザーカードの端子部分やボードに実装されている部品の信号ピンに触れたり 、 PCI 
ボードおよびライザカードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関ずる説明 
は149ぺージで詳しく説明しています。 


ライザーカード 






ス□ット（バス A) 





PCIe#l 

PCI-X#2 


型名 

口 |5 □□お 

PCI ス□ツト性能 

x8 レーン 

巨 4bit/ 巨巨 MHz 

備考 

ス□ツトサイズ 

Low Profile 

Full Height 



PCI ボードタイプ 

x8 ソケット 

3.3V 




搭載可能なボードタイプ 

MD2 

シヨー ト 


N 8104 -103 

1000 BASE-T 接続ボード 
(64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 

いずれか 1 枚のみ 

N 8104 -1 に 

1000 BASE-SX 接続ボード 
(64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 


〇搭載可能 

* 各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照ください。 

* 同ーバス内に異なるカードを実装した場合は低い方の周波数で動作します。 

* 製品名のカツコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

* 本体 PCI ス□、ソトよりも PCI 力ードのほうが動作性能が高い場合は、本体 PCI ス□、ソト性能で動作します。 

















取り付け 

次の手順に従って PCI ボードス□、ソトにボードを取り付けます。 

II ^ PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部の形状と PCI ボードス □、ソ トのコネクタ形 
ェック I 状が合っていることを確認してください。 

I n-O 本装置に取り付けることのできる PCI ボードはシヨートタイプのみです。□ングタイプ(フ 
nra ルレングス）は取り付けることびできません。 


1 . 1日0ページを参照して準備をする。 

2 . ライザーカードの両端を持ってまっすぐ 
持ち上げて本体か6取りクトす。 





設ス □、ソ トカバーを取り外す。 



ド I 


I 取りがした増設ス□ットカバーは、大切に保管しておいてください。 
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4. ライザーカードに PCI ボードを取り付け 
る。 


ライザーカードのス□、ソト部分と PCI 
ボードの端子部分を合わせて、確実に差 
しジ^みます。 



w-Oi^ 

• ライザーカードや PCI ボードの端子部分およびボードに実装されている電子部品の信号ピン 
には触れないでください。ミちれや油び付いた状態で取り付けると誤動作の原因となりまず。 

• うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがしてか5取り付け直して 
ください。ボードに過度の力を加えると PCI ボードやライザーカードを破損ずるおそれびあ 
りますのでま意してください。 


IチェックI 

PCI ボードのブラケツトの端が、ライザーカードのフレーム穴に差し} A まれていることを確認し 
てください。 

己. PCI ボードを手順3で外したネジで固定する。 











目.ライザーカードをマザーボードのス□、ソ 
卜に接続する。 

ライザーカードの端す部分とマザーボー 
ド上のス□、ソト部分を合わせて、確実に 
差しジ^みます。 





差し} A む際にライザーカードのフレームじある、屋体フレーム(こ引っかけるためのツメが正し 
く勘合していることを確認してください。また、差し込んだ後、図のようじライザーカードの 
フレームを指で押し、ライザーカードの端子部分が完全に見えな<なるまで押し込んで<ださ 
い。 


7. 取りかした部品を取りがける。 

8 . 本体の電源を ON にして POST の画面でエラーメ、ソセージが表示されていないことを確認する。 
POST のエラーメッセージの詳細については236ページを参照してください。 

9. DianaScope を使って本装置の BIOS セットアップユーティリティを起動して、 「Advanced」 メ 
ニューの 「Reset Configuration Data」 を 「Yes」 にする。 

八ードウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは179ページをご覧ください。また、必要 
に応じて搭載したボードが持つオプション ROM の展開をするかどうかを確認してください。 

DianaScope (こつい口ま EXPRESS 目 ULDER(SE) CD-ROM 内のオンラインドキュメントを参照し 
てください。 
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取り外し 


ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 

ボードをしっかりと持って取り外してください。また、取り外しの際に本体が動かないよう 
別の人に本体を押さえてもらいながら取り外しを行ってください。 

n-O PCU □ットに搭載したオプションの LAN ボードに接続したケーブルを巧くときは、コネ 
クタのツメび手では押しにくくなっているため、マイナスドライバなどを使用してツメを巧 
して巧いてください。その際に、マイナスドライバなどび LAN ポートやその他のポートを 
破損しないよう十分に注意してください。 

ボードを取り外したまま運用する場合は、ライザーカードに取りがけられていた増設ス□、ソ 
トカバーを必ず取り付けてください。増設ス □、ソ トカバーはネジで固定してください。 

I n-O ボードの取りがしや交換.取り付けス□ットの変更をした場台は、 DianaScope を使って 
本装置の BIOS セットアップユーティリティを起動して、 「 Advanced 」 メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にして、八ードウエアの構成情報を更新してください。 







システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方まじついて説明します。 

導入時やオプションの増設/取り外し時にはここで説明する内容をよく理解して、正しく設をしてくださ 
い。 



SETUP はハードウェアの基本設ををするためのユーティリティツールです。このユーティ 
リティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティ 
リテイなどがな< てち実行できます。 


SETUP で設定される内容は、化荷時に最も標準で最適な状態に設をしていますのでほとん 
どの場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合な 
ど必要に応じて使用してください。 

n-O • SETUP の操作は、システム管理者(アドミニストレータ）び行ってください。 

• SETUP では、パスワードを設定ずることびできまず。パスワードには、 
rSupervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルびあります。 「 Supervisor 」 レベルのパスワー 
ドで SETUP にアクセスした場合、すべての項目の変更びできます。 「 Supervisor 」 の 
パスワードび設定されている場合、 「 User 」 レベルのパスワードでは、設定内容を変更 
できる項目び限5れまず。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス I ルする前にパスワードを設定しないでく 
ださい。 

• SETUP ユーティリティは、最新のバージヨンびインストールされています。このため 
設定画面び本書で説明している内容と異なる場合びあります。設定項目については、才 
ンラインヘルプを参照ずるか、保守サービス会社に問い台わせてください。 
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起動と操作には 「 DianaScope 」 をインストールしたコンピュータ僧理 PC ) が必要です。詳し 
くは EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM 内のオンラインドキュメントを参照してください。 
本体の電源を ON じすると管理 PC のディスプレイ装置の画面に POST (Power On Se げ - Test ) 
の実行内容が表示されます。 「 NEC 」 □ゴが表示された場合は、 < Esc > 羊一を押してくださ 
い。 

しばら<すると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press <F2 > to enter SETUP or Press <F12> to boot from Network 


ここでく F 2> 羊一を押すと、 SETUP が起動して Main メニユー画面を表示します。 

前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が 
表示されます。パスワードを入力してください。 


Enter password：[ ] 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFF にしてください。 

パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 「 Superoisor 」 で 
1^^ は、 SETUP でのすベての設をの状態を確認したり、それらを変更したりすることができま 
' -^ す。 「 User 」 では、確認できる設をや、変更できる設をに制限があります。 
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キーと画面の説明 


管理 PC の羊ーボード上の次の车一を使って SETUP を操作します（羊一の機能については、 
画面下じも表示されています）。 

ゾ現在表示しているメニューを示す 

サブメニューが 
あることを示す 


キーの 機能説明 パラメータ （選択すると文字が反転する） 

□ カーソル丰一 （ t 、 い 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選択さ 
れています。 

□ カーソル キー（^、一） 

Main や Advanced 、 Security 、 Server 、 Boot 、 Exit などのメニューを選択します。 

□ <一>车 一/く 十 >キー 

選択している項目の値(パラメータ）を変更します。サブメニュー頒目の前に「►」がつい 
ているもの）を選択している場合、この羊一は無効です。 

□ く Enter 〉 羊一 

選択したパラメータのまをを行うときに押します。 

□ < Esc > 车一 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると忙 xit 」 メニューに進みます。 
n <F レ丰一 

SETUP の操作でわからないことがあったときはこの羊一を押してください。 SETUP の 
操作についてのヘルプ画面が表示されます。 < Esc > 车一を押すと、元の画面に戻りま 
す。 

□ < F 9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します她荷時のパラ 
メータと異なる場合があります）。 

n <ド 1 〇>车一 

設をしたパラメータを保存して SETUP を終了します。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Seti 
Server 



’ ► System Management 


Item SpeciTic Help 


Additional setup menu to 
view server managment 

► Console Redirection 

► Event Log Configuration 

Assert NMI on SERR : 

[EnabLed] 

features- 

Post Error Pause : 

[EnabLed] 


AC-LINK : 

[Last State] 


r Power On Delay Time : 

: 03 


BMC IRQ : 

[11] 


FRB-2 Policy : 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitor : 

: Disabled ： 


Boot monitor Policy : 

[Retry 3 Times] 


ThermaL Sensor : 

[EnabLed] 


Platform Event FiLtering 

: CEnabLed ] 、 



オンライン 

ヘルプ 

ウインドウ 


FI 

Esc 


Help 

Exit 


Select Item 
Select Menu 


Chan み ^ Values 
Select 、 Sub-Menu 


F9 

F10 


Setup Defaults 
Save and Exit 
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設定例 


次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときじ必要となる機能の設定 
例を示します。 


日付-時間の設定 


日付や時間の設定は、オペレーティングシステム上でもできます。 

rMain 」 一 ！" System Time 」 （時刻の設定:） 
rMain 」 一 ！" System Date 」 （日がの設定） 



「 ESMPRO / ServerMana 呂目りを使ってネットワーク経由で本体の電源を制御する 

rAdvancedJ-^rAdvanced Chipset Control 」 一 「Wake On LAN / PME 」 一 「 Enabled 」 
r Server 」 一 r AC - LINK 」 一 r StayOffJ 


八ードディスクドライブ関連 


A - ドディスクドライブの状態を確認する 

rMain 」 一 「Primary IDE Master/Primary IDE Slave 」 一表示を磕認する 

シリアル ATA 八ードディスクドライブで RAID を組む 

「 Advanced 」 一「1/0 Device Configuration 」 一 「SATA Controller Mode Option 」 一 
rEnhanced 」 H~SATA RAID Enable 」 一 「 Enabled 」 一再 起動後、 RAID の〕ン フィグレーシヨ 
ンをする （183 ページ参照） 

I n-O 「Load Setup 0百す日リ11:」やじ1\/103クリアを行った場合は^：、ず、に nabled 」 に設定を戻して 
ください。初期値 (「 Disabled 」) のまま起動するとハードディスクドライブのデータび壊れ 
る場合びあります。 


UPS 関連 


UPS と電源連動させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 


[" Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 「Power On 」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 


「 Server 」 一 r AC - LINK 」 一 r StayOffJ 
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起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

rBoot 」-> 起動順唐を設定する 

POST の実行内容を表示する 

「 Advanced 」 一 「 Boot-time Diagnostic Screen 」 イ Enabled 」 

「 NEC □ゴ」の表示中にく ESC > 羊一を押しても表示させることができます。 

コンソール端末か！5制御する 

「 ServerJ^rConsole Redirection 」 一それぞれの設定をする 


メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration 」 一表示を磕認する 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のように対 
応しています。 



メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration 」 一 「Memory Retest 」 イ Yes 」 一 
< Enter >+ 一-^再起動するとクリアされる 

メモリ （ DIMM ) の詳細テストを実行する 

rAdvanced 」 一 「Memory Configuration 」 一 「Extended RAM Step 」 一「 1 MB 」 一再起動する 
と詳細テストを実行する 
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CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

rMain 」 一 「Advanced Processor Options 」 一 「 Processor 1 CPUID 」 一表示を確認する 

CPU のエラー情報をクリァする 

「 Main 」 一 「Processor Settings 」 一 「Processor Retest 」 一 「 Yes 」 一再起動するとクリアされ 
る 


キーボー ド関連 


Numlock を設定する 

「 AdvancedJ^rNumLock J-^r Off (起動時に無効 ) /On (起動時に有効)」 


イベント□グ関連 


イベント□グをクリアする 

「 Server 」 一 「Event Log Configuration 」 一 「Clear All Event Logs 」 一<£がげ>キ—— ^ 再起動 
するとクリアされる 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

[" Security 」 一 ！" Set Supervisor Password 」 ーパスワードを入力する 

「 Security 」 一 ！" Set User Password 」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード （ Supervisor ） 、ユーザーパスワード （ User ） の順に設定します。 


外付け周辺機器関連 


外付け周辺機器に巧する設定をする 

rAdvanced 」 一 n /0 Device Configuration 」 一それぞれの機器じ対して設定をする 


内蔵機器関連 


オプションの PCI ボード上の ROM の展開を有効にする。 

「 Advanced 」 一 「PCI Configuration 」 一 「PCI Slot n Option ROM(n :ス□、ソト番号)」一 
「 Enabled 」 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵機器の取り付け/取り外しの後） 

「 Advanced 」 一 「Reset Configuration Data 」 一 「 Yes 」 
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設定内容のセーブ関連 


n-O 本体標準装備の HostRAID を使用してシリアル ATA 八ードディスクドライブをディスクア 
レイで使用している場台は必ず、 「 Advanced 」 メニュ—►「1/0 Device Configuration 」 
-►rSATA Controller Mode Option 」-* TEnhanced」-*TSATA RAID Enable 」 を 
「 Enabled 」 に設定してください。初期値 (「 Disabled 」) のまま起動するとハードディスクド 
ライブのデータび壊れる場合びありまず。 

BIOS の設定内容を保存して終了する 

「 Exit 」 一 「Exit Saving Changes 」 

変更した BIOS の設定を破棄して終了 

「 Exit 」 一 「Exit Discarding Changes 」 

BIOS の設定をデフォルトの設定に戻す 

「 Exit 」 イ Load Setup Defaults 」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「 Exit 」 イ Discard Changes 」 

現在の設定内容を保存する 

「 Exit 」 一 「Save Changes 」 
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パラメー タと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュ ー 

• Advanc 目 d メニュ ー 

• Security メニュ _ 

• Server メニュー 
参 Boot メニュ ー 

参 Exit メニュ ー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定がで 
きます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、化荷時の設をを 
説明をします。 


Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「」がついている 
メニューは、選択して <Ente「> 羊一を押すとサブメニューが表示されます。 


Advan 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 



System Time : 

皿 18:58] 

Item Specific Help 


System Date : 

[05/23/2005] 


Legacy Diskette A : 

： 1-44/1-25 MB 3 ン 2 II] 

<Tab>, く Shift - Tab>, or 

<Enter> selects field- 

Legacy Diskette B : 

: Disabled ： 


Hard Disk Pre-DeLay : 

: Disabled ： 


► Primary IDE Master 

[250GB SATA1 ： 


^ Primary IDE Slave 

[None] 


► IDE Secondary/Master 

[CD-ROM] 


► IDE Secondary/SLave ParaLLeLATA 

[None] 


► Serial ATA Channel 0 Master 

[None] 


► Serial ATA Channel 1 Master 

[None] 


► Advanced Processor Options 



Language : 

[English (US)] 



F1 Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--► Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設をできる項目とその機能を示します。 
項目については次ページの表を参照してください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

bystem Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

曰がの設定をします。 

Legacy Diskette A 

Disabled 

フ□、ソピーディスクドライブ（標準装 


360 Kb 51/4" 

1.2 MB 51/4" 

720 Kb 31/2" 

[ 1.44/ 1.2 己 M 目 31/2"] 
2.88 MB 31/2" 

倩）の設定をします。 

Legacy Diskette B 

[Disabled] 

本装置には2台目のフ□、ソピーディスクド 


360 Kb 己 1/4 

ライブはありません。化荷時の設定のま 


1.2 MB 51/4 

720 Kb 31/2 

1.44/1.25MB 31/2 

2.88 MB 31/2 

まにしておいてください。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

POST 中(こ初めて内蔵の DE 八ードディス 


3 Seconds 

クドライブ(こアクセスする際(こ八ードデ 


6 Seconds 

ィスクドライブの準備のための待ち時間 


9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

を設定します。 

Primary IDE Master 

— 

それぞれのチャネルじ接続されているデ 

Primary IDE Slave 


バイスのタイプを表示します。 

IDE Secondary/Master 


シリアル ATA に八ードディスクドライブ 

IDE Secondary/Slave 


を1台のみ接続した場合、デバイスの情報 

Serial AT A Channel 0 


は Primary IDE のエリアに表示されます。 

Master 


一部設定を変更できる項目があります 

Serial AT A Channel 1 


が、化荷時の設定のまま(こしておいて< 

Master 


ださい。 

Advanced Processor 

— 

サブメニューを表示します。次ページを 

Options 


参照して < ださい。 

Language 

[English(US)] 

Francais 

Deutsch 

Espanol 

Italiano 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]: 出荷時の設定 


n-O BIOS のパラメータで時刻や日付の設定び正しく設定されているか必ず確認してください。 
次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認-調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証ずる環境条件(温度：1〇で〜3日で.湿度： 20〇/〇〜800/〇)か5がれた 
条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精度を要求する 
ようなシステムに組み込む場台は、タイムサーバ ( NTP サーバ)などを利用して運用するこ 
とをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みび生じる場合は、お買いホめ 
の販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 


システムの拡張と n ンフイグレ—シヨン 


177 

















Advanced Processor Options 


Main メニユーで 「Advanced Processor Options」 を選択すると、下の画面が表示されま 
す。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup UtiLity 




項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[No] 

Yes 

プ □ セ、ソサの エラー 情報をクリアし、次 
回起動時にすべてのプ □ セ、ソサ(こ対して 
テストを巧います。このオプションは次 
回起動時 ( こ自動的 ( こ 「 No 」 に切り替わり 
ます。 

CPU Speed 

nnn GHz 

プ□セッサの動作周波数を表示します 
( 表示のみ）。 

Processor 1 CPUID 

数値 (OFxx) 

Disabled 

数値の場合はプ □ セッサの D を示しま 
す。 「 Disabled 」 はプ □ セ、ソサの故障を 
示します（表示のみ）。 

Processor 1 L2 Cache 

nnn KB 

プ □ セ、ソサの二次キャッシュサイズを表 
示しまで（表示のみ J 。 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[Enabled] 

1 つの物理 CPU を 2 つの論理 CPU としてみ 
せて動作させる機能です。 Enabled (こ設定 
すると 1 つの CPU が 2 つじ見えます。 

ま： Hyper-threading Technology は、 
Hyper-threading Technology ( こ対化、 
した CPU を搭載した場合のみ表示さ 
れます 。 Windows Server 2003 タト 
の OS を使用する場合は、 [Disabled] 

に設定してください。 

No Execute Mode Mem 
Protection 

Enabled 

[Disabled] 

[^Disabled] 設定時 、 XD future flag を '' 0 "( こ 
設定します。本メニューは 、 Pentium 4 
Processor EO Stepping]:^ ( 降のプ□セツ 
サ実装時に表示されます。 
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Advanced 

力ーソルを rAdvancecU の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前じ「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表 
示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 


Item Specific Help 


► Memory Configuration 

► PCI Configuration 

► I/O Device Configuration 

► Advanced Chipset Control 

Boot-time Diagnostic Screen : [DisabLed] 

Reset Configuration Data : [No] 

NumLock : [On] 

Memory/Processor Error : [Boot] 

Multiprocessor Specification : [1-4] 


Additional setup 
menus to configure 
Memory devices. 


FI Help 
Esc Exit 


t i 


Select Item 
Select Menu 


-/ + Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic Screen 

[Disabled] 

Enabled 

起動時の自己彭断 （ POST ) の実行画面 
を表示させるか、表示させないかを設定 
します。 「 Disabled 」 に設定すると、 

POST の間、 「 NEC 」 □ゴが表示されま 
す。（ここで <Es にキーを押すと POST の 
実行画面に切り替わります。） 

Reset Configuration Data 

[No] 

Yes 

Configuration Data(POST で記憶してい 
るシステム情報）をクリアするときは 
「 Yes 」 （こ設定します。システムの起動後 
( ここのパラメータは 「 No 」 に切り替わり 
ます。 

NumLock 

[On] 

Off 

システム起動時に Numlock の有効/無効を 
設定します。 

Memory/Processor Error 

[Boot] 

Halt 

POST 中にメモリや CPU のエラーを横化 
したときに POST を中断するかどうかを 
設定します。 

Multiprocessor 

[1.4] 

マルチプ□セツサ仕様で対応するバージ 

Specification 

1.1 

ヨンを選択します。 


]: 化荷時の設定 
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Memory Configuration 


Advanced メニユーで 「Memory Configuration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されま 
す。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

Advanced 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Installed memory 

— 

本体内蔵の基本メモリ容量を表示します 
( 表示のみ）。 

Available to OS 

— 

0S で使用可能なメモリの総容量を表示し 
ます（表示のみ）。 

Used by devices 


本体内蔵の基本メモリ容量においてをデ 
バイスにより使用されているメモリの総 
容量を表示します（表示のみ）。 

DIMM Group #1-#4 Status 

実装容量 ( 例： 512MB) 

Not Installed 

Disabled 

DIMM の状態を表示します（表示のみ）。 
「実装容量 ( 例： 512MB) 」 は DIMM が取 
り付け 6 れていて、正常であることを、 
「Not Ins ね lied 」 は DIMM が取り付け 6 れ 
ていていないことを示します。 

「 Disabled 」 は DIMM が故障しているこ 
とを示しまで。 

Memory Retest 

[No] 

Yes 

メモリ （ DIMM ) の詳細テストを実巧するか 
どうかを設定します。 

Extended RAM Step 

1MB 

[Disabled] 

拡張メモリに対するテストを実巧するか 
どうか、および実行する際のブ□、ソクサ 
イズを設定します。 
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PCI Configuration 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示 
されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

Advanced 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Embedded NIC (Gbit #1) 

PCI Slot 1Option ROM : [EnabLed] 

PCI Slot 2 Option ROM : [EnabLed] 

Additional setup menus 
to configure embedded 

VGA controLLer- 


FI Help t I Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1Option POM 

PCI Slot 2 Option POM 

[Enabled] 

Disabled 

PCI ス □ 、ソト(こ接続されているデバイス 
( ボード）（こ搭載されている目 IOS の有 
効/無効を設定するサブメニューを表示し 
ます。オプション ROM 目 IOS を搭載し 
た LAN コント□ーラボードを使用してい 
て、このボードか 6 ネットワークブート 
をしないときは 「 Disabled 」 （こしてくだ 
さい。オプション ROM の展開を無効にす 
ること ( こより、メモリの消費を防ぎ、起 
動時間を短縮させることができます。 


[]: 化荷時の設定 


Embedded N に 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Onboard LAN Control 

Disabled 

オンボード上の LAN コント □ ーラの有効 / 


[Enabled] 

無効を設定します。 

LAN1 Option ROM Scan/ 

Disabled 

オンボード上の LAN コント □ ーラの BIOS 

LAN2 Option ROM Scan 

[Enabled] 

の展開の有効/無効を設定するサブメニュ 
一を表示します。 
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I/O Device Configuration 


Advanced メニューで n/O Device Configuration」 を選択すると、下の画面が表示されま 
す。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup UtiLity 

Advanced 


I/O Device Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port A : 



Configure serial Port A 

Base I/O address 

[3F8] 


using options : 

Interrupt : 

[IRQ 4] 


: Disabled ： 

Serial Port B : 

CEnabLed] 


No configuration 

Base I/O address 

[2F8] 



Interrupt : 

[IRQ 3] 


[EnabLed] 




User configuration 

ParaLLeL port : 

CEnabLed] 



Mode : 

CBi-directionaL] 


[Auto] 

Base I/O address 

: [378] 


BIOS or OS chooses 

Interrupt : 

[IRQ 7] 


configuration 

PS/2 Mouse 

: Enabled ： | 

(OS ControLLed) 


▼ 

Displayed when 



controLLed by OS 


FI Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--> Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 

I n-O 害 IJ り込みやべース I/O アドレスび他と重複しないようにま意してください。設定した値び他 
のリソースで使用されている場合は黄色の r* 」 び表示されます。黄色の「*」び表示されて 
し、る項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

シリアルポート A を使用するかどうかを指 


[Enabled] 

定します。 

Base I/O Adress 

[3F8] 

シリアルポート A (こ割り当てる I/O アドレ 


2F8 

スを指定します。 


3E8 



2E8 


InteiTU 内 

IRQ 3 

シリアルポート A に割り当てる割り込みを 


[IRQ 4] 

指定します。 

Serial Port B 

Disabled 

シリアルポート目を使用するかどうかを指 


[Enabled] 

定します。 

Base I/O Adress 

3F8 

シリアルポート目に割り当てる I/O アドレ 


に F8] 

スを指定します。 


3E8 



2E8 


Interrupt 

[IRQ 3] 

シリアルポート目に割り当てる割り込みを 


IRQ 4 

指定します。 

Parallel Port 

Disabled 

パラレルポートを使用するかどうかを指 


( グレイアウト） 

定します。本装置では機能しません。 

PS/2 Mouse 

Disabled 

[Enabled] 

PS/2 マウスの有効 / 無効を設定します。 

USB Controller 

Disabled 

[Enabled] 

USB 機器の有効 / 無効を設定します。 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[Enabled] 

USB 2.0 機器の有効 / 無効を設定します。 

























項目 

パラメータ 

説明 

Legacy USB Support 

Disabled 

[Enabled] 

US 目を正まじサポートしていない OS で 
も US 目キーボードが使用できるようじす 
るかどうかを設定します。 

Parallel ATA 

Disabled 

[Enabled] 

パラレル AT A の有効 / 無効を設定します。 

Serial ATA 

Disabled 

[Enabled] 

シリアル ATA の有効 / 無効を設定します。 

Native Mode Operation 

[Auto] 

Serial ATA 

ATA のための Native Mode を選択しま 
す。 

ま意：特定の 0S は Native Mode をサポー 
卜しておりません。 

SATA Controller Mode 

Option 

[Compatible] 

Enhanced 

Compatible mode : 

SATA および PATA ドライブは自動お化さ 
れ 、 legacy mode として認識されます。 
Enhanced mode : 

SATA および PATA ドライブは自動お化さ 
れ 、 native DE mode として認識されま 
す。 

SATA AHCI Enabled* 

[Disabled] 

Enabled 

本装置は AHCI 機能をサポートしておりま 
せん。設定を 「 Disabled 」 か 6 変更しな 
いでください。 

SATA RAID Enabled* 

[Disabled] 

Enabled 

オンボード上の SATA インタフェースを 
使った八ードディスクドライブの RAID 
( ディスクアレイ）の有効/無効を設定し 
ます。 

注意：異なる設定で SATA 八ードディス 
クドライブか 6 起動するとデ~夕 
が壊れるおそれがあります。 

ディスクアレイを利用は Bootable 
の設定を巧って < ださい。 


SATA Controller Mode Option を 「 Enhanced 」 にすることで表示されます。 

[]： 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control 

Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control」 を選択すると、 W 下の画面が表示され 
ます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択してく£が6「>车一を押すとサブメ 
ニューが表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 

Advanced 


Advanced 

Chipset Control 

Item Specific Help 

Enable MuLtimedia Timer 

tUBD 

EnabLed/DisabLed 

MuLtimedia Timer 

Wake On LAN/PME 

CEnabLed] 

Support 1 

Wake On Ring 

[DisabLed] 


Wake On RTC Alarm 

[DisabLed] 



FI Help t I Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--> Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Enable Multimedia Timer 

[No] 

マルチメディアに対応するためのタイマ 


Yes 

一の有効 / 無効を設定します。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

ネットワークを介したリモートパワーオ 


[Enabled] 

ン機能の有効 / 無効を設定します。 

Wake On Ring 

[Disabled] 

シリアルポートを介したリモートパワー 


Enabled 

オン機能の有効 / 無効を設定します。 

Wake On RTC Alarm 

[Disabled] 

リアルタイムク□ックを利用したスケジ 


Enabled 

ユーリングパワーオン機能の有効/無効を 
設定します。 
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Security 

力ーソルをに ecurity」 の位置に移動させると、 Security メニユーが表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 
Security 


User Password Is : Clear 

Supervisor Password Is : Clear 


Set User Password [Enter] 

Set Supervisor Password 


rHiTBH] 

: Disabled ： 


Password on boot : [Disabled] 

Fixed disk boot sector : CNormaL] 


Item Specific Help 


Supervisor Password 
controls access to the 
setup utiLity- 


FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


—/ + Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかで <Ente「> キーを押す 
とパスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設をを行います。 


「User Password 」 は 、 「Supervisor Password 」 を設定していないと設定できませ 
ん。 

OS のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

パスワードを忘れてしまった場合は、「リセットとクリア」を参照して消去してくださ 
し、。 


を項目については次ページの表を参照してください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

User Password Is 

Clear/Set 

パスワードの設定状態を示します。 

Supervisor Password Is 

Clear/Set 

パスワードの設定状態を示します。 

Set User Password * 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとユーザーのパスワー 
ド入力画面じなります。このパスワード 
では SETUP メニューへのアクセスが制限 
されます。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパーバイザのパ 
スワード入力画面じなります。このパス 
ワードですベての SETUP メニューにアク 
セスできます。この設定は、 SETUP を起 
動したときのパスワードの入力で 
「 Supervisor 」 で□グオンしたときのみ 
設定できます。 

Password on boot * 

[ Disabled ] 

起動時にパスワードの入力を巧う/行わな 


Enabled 

いの設定をします。先にスーパーバイザ 
のパスワードを設定する必要がありま 
す。もし、スーパーバイザのパスワード 
が設定されていて、このオプションが無 
効の場合は目 IOS はユーザーが起動してい 
ると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

八ードディスクドライブのブートセクタ 


Write Protect 

への書き} A みを許可するか禁止するかど 
うかを設定します。 


* に et Supervisor Password 」 でパスワードを登録したときに指定できます。 
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Server 

カーソルを 「Server」 の位置じ移動させると、 Server メニューが表示されます。 

Server メニューで設をできる項目とその機能を示します。項目の前に「►」がついているメ 
ニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 

Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup UtiLity 


Advan, 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup menu to 
view server managment 

► Console Redirection 

► Event Log Configuration 

Assert NMI on SERR : 

[Enabled] 

features- 

Post Error Pause : 

[EnabLed] 


AC-LINK : 

[Last State] 


Power On Delay Time : 

: 0 ： 


BMC IRQ : 

[11] 


FRB-2 Policy : 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitor : 

[Disabled] 


Boot monitor Policy : 

[Retry 3 Times] 


Thermal Sensor : 

[EnabLed] 


PLatform Event FiLtering : 

: CEnabLed] 



FI Help t I Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--> Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


を項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中に エラー が発生した際 
(こ、 POST の終わりで POST をいったん停 
止するかどうか設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が 
再度供給されたときのシステムの電源の 
状態を設定します（下記参照）。 

Power On Delay Time 

[0] - 255 

DC 電源を ON にするディレイ時間を0秒か 
6255秒の間で設定します。 AC - LINK で 
[Last StateJ または 「Power On 」 （こ設 
定している場合に有効となります。 

BMC IRQ 

Disabled 

[11] 

目 MC 割りんなの IRQ を設定します。 

FRB -2 Policy 

Disable FRB 2 Timer 
[Retry 3 Times ] 

FR 目レベル2のタイマ(こ関する設定をしま 
す。 

Boot Monitor 

[ Disabled ] 

5 Minutes か 6 

60 Minutes の 5 分単位 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウト 
までの時間を設定します。この機能を使 
用する場合は、 ESMPRO/ServerAgent 
をインストールしてください。 
ESMPRO / ServerAgent をインストール 
していない OS か6起動する場合には、こ 
の機能を無効にしてください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitor Policy 

[Retry 3 Times ] 

Retry Service Boot 
Always Reset 

起動監視時にタイムアウトが発生した場 
合の処理を設定します。 

[Retry 3 Times ] に設定すると、タイムア 
ウトの発生後にシステムをリセット 
し、 OS 起動を3回まで試行します。 

[Retry Service Boot ] に設定すると、タイ 
ムアウト発生後(こシステムをリセット 
し、 OS 起動を3回まで試行します。その 
後、サービスパーティション*か6起動 
を3回試み、3◎とも失敗した場合は起動 
を停止します。 

[Always Reset ] (こ設定すると、タイムア 
ウト発生後に OS 起動を常に試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[ Enabled ] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定し 
ます。有効にすると、温度の異常をお出 
した場合に POST の終わりでいったん停 
止します。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[ Enabled ] 

リモートマネージメントカード （ RMC ) 

の通報機能が設定されている場合は、意 
□末を持ちません。 


[]: 化荷時の設定 


「AC-LINK」 の設定と本体の AC 電源が OFR こなってから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （DC 電源も0けのとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 OFP 

Off 

Off 

On 


POWER スイッチを4秒]: i 上押し続ける操作です。強制的(こ電源を OFF (こします。 


■I ： UPS に接続しているは 「 PowerOn 」 に設をします。また、本体の電源を OFF にした後、再び 

ON にするときは、10秒に Lb 経過してから ON になるようにスケジューリングを設をしてく 
' - ' ださい。 




















System Management 

Server メニユーで 「System Management」 を選択し、く Enter〉 羊一を押すと、下の画面が 
表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 
Server 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Version : 0N11 

856-125272-003 

Board Part Number : 123456789012 

Board Serial Number : [N 8100 -1053] 

System Part Number : 123456789 A 

System Serial Number : 856-125272-001 

Chassis Part Number : 856-123456-789 

Chassis Serial Number : 856-123456-789 

BMC Device ID : 0001 

BMC Device Revision : 0001 

BMC Firmware Revision : 0001 

SDR Revision : 00.02 

PIA Revision : 

GBIA Module Version : 

ALL items on this menu 

cannot be modified in 

user mode. If any 
items require changes. 
Please consult your 
system Supervisor. 


FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--> Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 

— 

目10 S のバージョンを表示します（表示の 
み）。 

Board Part Number 

— 

マザーボードの部品番号を表示します 
(表示のみ）。 

Board Serial Number 

— 

マザーボードのシリアル番号を表示しま 
す（表示のみ）。 

System Part Number 

— 

本体のコードを表示します（表示の 
み）。 

System Serial Number 

— 

本体のシリアル番号を表示します（表示 
のみ）。 

Chassis Part Number 

— 

シャーシの部品番号を表示します（表示 
のみ）。 

Chassis Serial Number 

— 

シャーシのシリアル番号を表示します 
(表示のみ）。 

BMC Device ID 


BMC(Baseboard Management 

Controller ) のデバイス ID を表示します 
(表示のみ）。 

BMC Device Revision 


BMC(Baseboard Management 

Controller ) デバイスのレビジョンを表示 
します（表示のみ）。 

BMC Firmware Revision 


BMC(Baseboard Management 

Controller ) ファームウエアのレビジョン 
を表示します（表示のみ）。 

SDR Revision 

— 

SDR(Sensor Data Record ) のレビジョン 
を表示します（表示のみ）。 

PIA Revision 

— 

PIA(Platform Information Area ) のレビジ 
ョンを表示します（表示のみ）。 

GBIA Module Version 

— 

GBIA Module のバージョンを表示します 
(表示のみ）。 


システムの拡張と n ンフイグレ—シヨン 


189 


























Console Redirection 


Server メニューで 「Console Redirection」 を選択し、 <Ente「> 羊一を押すと、下の画面が 
表示されます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 
Server 


Console Redirection 

Item Specific Help 

BIOS Redirection Port : 

ACPI Redirection Port : [DisabLed] 

Baud Rate : [19-2K] 

Terminal Type : [PC ANSI] 

FLOW Control : [CTS/RTS] 

Remote Console Reset : CDisabLed] 

Selects the Serial port 
to use for Console 

Redirection- 

"DisabLed" compLeteLy 
disables Console 

Redirection- 


FI Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

コンソール端末が接続されているシリア 
ルポートを設定します。 

ACPI Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

OS 動作中に使用するコンソール端末が接 
続されているシリアルポートを設定しま 
す。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 k ] 

38.4 k 

57.6 k 

115.2 k 

コンソール端ホとの通信速度（ボーレー 
卜）を設定します。 

Terminal Type 

[PC ANSI ] 

VT 100+ 

VT - UTF 8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

[ CTS / RTS ] 

CTS / RTS+CD 

フ□一制御の方法を設定します。 

Remote Console Reset 

[ Disabled ] 

Enabled 

コンソール端ホか6リセ、ソトコマンドの 
有効/無効を設定します。 


]: 化荷時の設定 



















EventLo 甚 Configuration 


Server メニューで 「Event Log Configuration」 を選択し、く Ente「> 羊一を押すと、 U 下の画 
面が表示されます。 

■: このメニューはオプションのリモートマネージメントカードを装着している場合にのみ表 

示-操作することができます。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup UtiLity 
Server 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Clear ALL Event Logs : 

The system event Log 

will be cleared if 

selecting "Yes" - 


FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--* Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Clear all Event Log 

Enter 

< Enter > キーを押すと確認画面が表示さ 
れ、 「 Yes 」 を選ぶと保をされている 
エラー □グを初期化します。 
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Boot 


力ーソルを 「Boot」 の位置に移動させると、起動順位を設をする巨 oot メニユーが表示されま 
す。 


Phoenix cME FirstBIOS Pro Setup Utility 


Boot Dnonty order: 


Item Specific Help 

1 

IDE CD: FX48++W-(SM) 



2 

Legacy Floppy Drives 


Keys used to view or 

3 

IDE 0: Maxtor 6Y120M0-(S1) 


configure devices: 

4 

IDE 2: 


Up and Down arrows 

5 

IDE 3: 


select a device- 

6 

IDE 5: 


<+> and く — > moves 

7 

IDE SCSI: 


the device up or down. 

8 

IDE BEV: IBA GE SLot 0500 v1228 


く f> and <r> specifies 

Excluded from boot order: 


the device fixed or 


IDE 1: 


removabLe- 


IDE 4: 


<x> exclude or include 


USB FDC: 


the device to boot - 


USB KEY: 


く 1- 4> Loads default 


USB HDD: 1 

boot sequence- 


USB CDROM: 



USB ZIP: ▼ 



FI Help t I Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^-->■ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


システムは起動時にこのメニューで設定した順番に機器をサーチし、起動ソフトウエアを見 
つけるとそのソフトウエアで起動します。 


< t >キー/<1 >キー、<十>羊一/く一>丰一で起動デバイスの優先順位を変更できます。 

名'機器の位置へ< t >キー/く1 >车一で移動させ、<十>キー/ <— >车一で優先順位を変更でき 
ます。 

I n-O EXPRESSBUILDER ( SE ) やバックアップ CD - ROM を起動ずる場をは、上図に示す順番 
に設定してください。 














Exit 

カーソルを 「Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューのをオプションについてじ(下に説明します。 

• Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終わらせる時に、この項目を 
選択します。 Exit Saving Changes を選択すると、磕認の画面が表示されます。ここで、 
「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、シス 
テムは自動的にシステムを再起動します。 

• Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ内に保をしないで SETUP を終わらせたい時にこの項 
目を選択します。ここで、「N0」を選択すると、変更した内容を保存しないで SETUP を終 
わらせ、システムは自動的にシステムを再起動します。 「Yes」 を選択すると変更した内 
容を CMOS メモリ内に保ちして SETUP を終了し、システムは自動的にシステムを再起動 
します。 

• Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します。 Load 
Setup Defaults を選択すると、磕認の画面が表示されます。ここで、 「Yes」 を選択する 
と、デフォルト値に戻ります。「N0」を選択すると Exit メニューの画面に戻ります。 



このオプションを実行すると、 「 Advanced 」 メニューの 「SATA RAID Enabled 」 び 
「 Disabled 」 に設定されます。 SATA 内蔵 A — ドディスクドライブをディスクアレイで使用して 
いる場合は、 SETUP を終了する前にに nabled 」 に変更し、設定内容を保存してください。設 
定を変更せずに再起動すると八ードディスクドライブのデータを壊すおそれびありまず。 

• Discard Changes 

今まで変更した内容を破棄し、 SETUP を起動するじ(前の設をに戻します。 

• Save Changes 

今まで変更した内容を保存し、 SETUP を続けます。 
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■ J セットとク IJ ア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設をした内容を化荷時の設をに戻すときに参照してください。 


■ J セツ 


0S が起動する前に動作しなくなったときは、く Ct「l> 羊一とく八1ゎ车一を押しながら、 
<〇6|616>车一を押してください。リセ、ソトを実行します。 

I n-O リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをずべてクリアしてしまいます。 

八ングアップしたとさ ly 外でリセットをラとさは、本装置びなにち処理していないことを 
確認してください。 


強制電源 OFF 


OS からシャツトダウンできなくなったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を OFF にで 
きなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイ、ソチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFF になります。 
履源を再び ON じするときは、電源 OFF から約10秒ほど待ってから電源を ON にしてくださ 
い。） 

I n-O リモートパワーオン機能を使用している場台は、一度、電源を ON にし直して、 0 S を起動 
させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 
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マザーボード 


次にクリアする方法を示します。 


CMOS メモリ•パスワードのクリア 


CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合は本体内部のコンフィグレーシヨン 
ジャンパスイ、ソチを操作して巧います。 

n-O • CMOS メモリの内容をクリアずると BIOS セットアップユーティリティの設定内容びす 
ベてデフォルトの設定に戻ります。 

• その他のジャンパの設定は変更しないでください。装置の故障や誤動作の原因となりま 
ず。 

• CMOS メモリの内容をクリアずると 、 BIOS SETUP ユーティリティの 「 Advanced 」 
メニューの rSATA RAID Enabled 」 び 「 Disabled 」 に設定されます。 SATA 内蔵八一 
ドディスクドライブをディスクアレイで使用している場台は、 CMOS メモリのクリア 
後 、 BIOS SETUP ユーティリティを起動して、上記設定を rEnabled 」 に変更し、設定 
内容を保存してください。設定を変更せずに起動ずると八ードディスクドライブのデー 
夕を壊すおそれびあります。 





AA 

A® 
( g ) 戀 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人び死 
こする、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 m ページ ly 降の説明を 
ご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


W0 


1□图图 


置 01111 置0田園 


-。■。三 

困田 


ア 

U 

ク 
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A ミ主意 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷や 
けびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ 
降の説明をご覧ください。 


A 座 

A0 


• 中途半端に取り付けない 
• カバーをがしたまま取り付けない 
• 落下ま意 

• 装置を引を出した状態にしない 
• 指を挟まない 
• 高温ま意 

• ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引を出さない 
• 複数台のデバイスをラックか5引を出した状態にしない 


n-O 本体内部の部品は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分などに触れて身 
体の静電気を逃がしてか5取り扱ってください。内部の部品や部品の端子部分を素手で触5 
ないでください。静電気に関する説明は149ぺージで詳しく説明していまず。 


1. 150ページを参照して準備をする。 

2 . ジャンパスイッチの設定を r 保持」かクリア」に変更する。 



• 本体のジャンパピン 2-3 に付いているクリップを使用してください。 

• クリップをなくさないようま意してください。 

3. 3秒ほど待ってジャンパスイッチの設定を元(こ戻す。 

4. 本体を元どおりに組み立てて POWER スイ、ソチを押す。 

己. POST 中(こ < F 2> キーを押して BIOS セットアップユーティリティを起動して設定し直す。 

SATA 内蔵八ードディスクドライブをディスクアレイで使用している場合は 、 BIOS SETUP 
ユー ティリテイの 「 Advanced 」 メニ ューの n /0 Device Configuration 」 一に ATA Controller 
Mode Option 」 を 「 Enhanced 」 にして表示される !" SATA RAID Enabled 」 が 「 Enabled 」 になって 
いることを必ず確認してください。 「 Disabled 」 のまま起動すると八ードディスクドライブの 
データを壊すおそれがあります。 



















割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインや I / O ポートアドレスは、化荷時に次のようじ割り当てられています。オプションを増設す 
るときなどに参考にしてください。 

• 割り込みライン 

出)荷時では、次のように割り当てられています。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

8 

リアルタイムク□ック 

1 

キーボード 

9 

PCI 

2 

カスケード接続 

10 

PCI 

3 

COM 目シリアルポート 

11 

PCI/BMCIRQ 

4 

COM A シリアルポート 

12 

マウス 

5 

PCI 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

6 

フ□、ソピーディスク 

14 

プライマリ DE 

7 

PCI 

15 

セカンダリ IDE 


• P 旧 Q と PCI デバイスの関係 

化荷時では 、 Auto Detect に設定:されています。 PCI ス□ットに IRQ を他のデバイスと共 
有できないボードを取り付けた場合は下表の設定例のように設定を変更して<ださい。 


メニュー項目 

割り込み 

旧 Q 設定例 

PCI IRQ 1 

LAN 1 

IRQ 7 

PCI IRQ 2 

LAN 2 

IRQ 7 

PCI IRQ 3 

- 

Auto Select 

PCI IRQ 4 

USB Port 1/2 

IRQ 5 

PCI IRQ 5 

PCI ス□、ソト #1 

IRQ 10 

PCI IRQ 6 

- 

Auto Select 

PCI IRQ 7 

- 

Auto Select 

PCI IRQ 8 

USB Port 3 

IRQ 己 
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• I/O ポートアドレス 


アドレス *1 

使用チップ* 吕 

00- CF 7 

DMA 1 コント□-ラ 

20-21 

割り込みコント□ーラ1 

40-43, 50-53 

タイマ1 

60 

キーボー ド/マウス 

64 

キーボー ド/マウス 

70-71 

リアルタイムク□、ソク、ノンマスカブルインターラプト 

80-8 F 

DMA 1、 DMA 2 

A 0- A 1 

割り込みコント□ーラ2 

C 0 -DF 

DMA コント□-ラ2 

F 0 -FE 

コプ□セッサエラー 

170-177 

( IDE セカンダリバス） 

1 F 0-1 F 7 

( IDE プライマリバス） 

2 F 8-2 FF 

シリアルポート2 

370-377 

(フ □、ソ ピーディスクコント□-ラ 2)、 DE コント□-ラ2 

1 CE -1 CF ，2 E 8-2 EI =， 
3 BF -3 DF 

VGA 

3 F 0-3 F 7 

フ□、ソピーディスクコント□-ラ1、 DE コント□-ラ1 

3 F 8-3 FF 

シリアルポート1 


*1 16進数で表記しています。 

*2 PCI デバイスの I / O ポートアドレスは PCI デバイスの種類や数によって任意に設定されます。 






















RAID のコンフイクレーシヨン 


ここでは本装置内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用するための方まにつ 
いて説明します。 


ヴポートする RAID にごいて 


本装置内蔵のマザーボードにある RAID コント□ーラを使用してディスクアレイ （ RAID 1) を 
構築することができます。コント□ーラとしては RAIDO の制御も提供していますが、本製品 
として RAIDO はサポートしていません。また、保証の対象外となることがあります。必ず 
RAID 1 で構築してください。 

構築に必要となる機器はシリアル ATA ( SATA ) 八ードディスクドライブに台)のみです。 

参 RAIDO (ストライピング）[本装置では使用できません] 

2台の八ードディスクドライブに対してデータを分散して記録する方まです。この方法を 
「ストライピング」と呼びます。 2つの八ー ドディスクドライブへ処理を分散させることに 
より八ードディスクドライブ単体で使用しているときに比べディスクアクセス性能を向 
上させることができます。 


• データを2台の八ードディスクドライブに分散して記録しているためアレイを構成している 
jy - ドディスクドライブが1台でも故障するとデータの復旧はできません。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブの整数倍となります。 


RAID 1(ミラーリング） 

2台の八ードディスクドライブに対して同じデータを記録する方まです。この方法を「ミ 
ラーリング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台の八ードディスクドライブ 
に記録するため、使用中に片方の八ードディスクドライブが故障してももう片方の正常 
な八ードディスクドライブを使用してシステムダウンすることなく継続して運用するこ 
とができます。 


lEl 


• データを2台の八ードディスクドライブへ同時にリード/ライトしているため、単体ディス 
クに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブ1台と同じとなりまず。 


八ードディスクドライブの巧り付け 


本体に2台の SATA 八ードディスクドライブを取りがけてください。取り付け手順について 
は、155ページを参照してください。 

I n-O 取り付ける2台の八ードディスクドライブは同じ容量で同じ回転速度のものを使用してくだ 
Emm さい。 
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BIOS ユーテイリテイをほ用した RAID のち効化 


RAID ドライブとして構築するためには、巨 IOS セットアップユーティリティを使用して、マ 
ザーボードの SATA コネクタに接続されている八ードディスクドライブを RAID ドライブとし 
て使用するための設をが必要となります。 

出荷時の設をでは、単ーハードディスクドライブとして使用するように設をされています。 
1^^ 本製品では、2台のハードディスクドライブをそれぞれ単体のドライブとして運用すること 
' - ' はできません。 

次の手順で BIOS セットアップユーティリティの設定を変更します。 

1 . 目10 S セットアップユーティリティを起動する。 

詳しくは、170ページを参照してください。 

2 . 「 Advanced 」 メニューの n /0 Device Configuration 」 一 ["SATA Controllr Mode Option 」 を 
「 Enhanced 」 (こして表示される ["SATA RAID Enabled 」 の設定を 「 Enabled 」 に変更する。 



PhoenixBIOS Setup UtiLity 

Advanced 




Item Specific Help 

► Memory Configuration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Configuraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices- 

Boot-time Diagnostic Screen : 

: Disabled ： 


Reset Configuration Data : 

[No] 


NumLock : 

[0 け ] 


Memory/Processor Error : 

[Boot] 


Multiprocessor speciTication : 

： 1.4 ： j 





FI Help t i Select Item - / + Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--> Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


3 . 「 Exit 」 メニューか SrExit Saving Changes 」 を選択して、設定内容を保ちし、目 I 0 S セットアップ 
ユーティリティを終了する。 

上で完了です。設定を変更後、本装置を起動するたびに POST の画面に RAID ドライブの設 
定:および変更をするためのユーティリティ 「Array Configuration Utility ( ACU )」 の起動を促 
すメ 、ソ セージが 表示されます。 


Press <Ctrl><A> for Adaptec RAID Configuration Utility 


必要に応じてユーティリティを起動して、設定してください。詳しくはこの後の説明を参照 
してください。 
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Array Configuration Utility(ACU) を使つた RAID の構築 


ここでは、本装置を起動した後 、 POST (自己診断テスト）中に起動する 「Array 
Configuration Utility ( ACU )」 を使用した RAID の構築手順じついて説明します。 

ACU の起動方法 

次の手順に従って ACU を起動します。 

龜イグ 起動の前に 「 BIOS ユーティリティを使用した RAID の有効化」で説明している BIOS の設定変 
更を完了していることを確認してください。 

1. DianaScope をインストールした管理 PC のセットアップをする。 

本装置と通信できるセットアップが必要です。詳しくは EXPRESSBULDER ( SE ) CD - ROM 内の 
オンラインドキュメントを参照してください。 

2. 管理 PC のディスプレイ装置の画面に次のメッセージが表示された6、 < Ctrl > キーと < A > キーを押 
す。 

Press <Ctr 丄 ><A> for Adaptec RAID Conriguration Utility 

•L 回 

画面にメッセージが表示されるまでに時間がかかる場合は、本装置の電源 ON 後、 3 〜 5 秒くらぃ 
経ってから <Ctrl> キーと <A> キーを押してみてください。 

しば6くするとメインメニューが表示されます。 



RAID の構築や変更-削除をずる RAID ドライブの□—レベルフォーマットや 

ベリファイをずる 
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RAID の構築 


次の手順に従って RAID を構築します。 


n-O • しりたん RAID を構築してしまったドライブの属性(手順目降に示す設定内容)を変更 
は変更できません。フオーマットしてやり直してください。 

• RAID を構築ずる前に RAID ドライブを構成する八ードディスクドライブの物理フオー 
マットをしてください。物理フオーマットについては 「Disk U 川 ities の使用」 （209 
ページ)を参照してください。 

• RAID を構築後、 RAID ドライブを起動ドライブとして使用するために 「 Bootable の設 
定」を参照し、必ず Bootable の設定を行つてください。 


1. ACU を起動する。 

2. キーボードの力ーソルキーで Options メニューか 6 「Array Configuration Utility 」 を選び、 
< Enter > キーを押す。 



3. メインメニユーか 6 rCreate Array 」 を選択し、 < Enter > キーを押す。 


anage Arrays 
reate Array 
dd/De Lete Hot spa re 
onfigure Drives 


4. RAID を構築する 2 台の八ードディスクドライブをリストか 6 選び、 < lnser わキーを押す。 

< lnser わキーを押すと、ち側のに elected Drives 」 リスト(こ追加されます。削除したい場合は、左 
側のリストか6八ードディスクドライブを選択し、 < Delete > キーを押すと削除され、ち側のリス 
卜か6消えます。 
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•L 画 

• 本装置は、最大2台のハードディスクドライブをマザーボードの SATA コネクタに接続する 
ことができます。 RAID を構築するために必要なハードディスクドライブは2台必上です。し 
たがって、リストに表示されている2台のハードディスクドライブを選巧してください。 

• リストに表示されているハードディスクドライブ名がグレイに表示されているものは、使用 
できるディスク領域がないものか、イニシャライズされていないハードディスクドライブで 
あることを示します。 < Esc > キーを数回押してこのメニューをいったん終了して、この後の 
説明にある「ハードディスクドライブのイニシャライズ (208 ぺータ」を参照してくださし、。 

己. <Enter> キーを押す。 

RAID の詳細設定を巧う 「Array Pmpe け ies」 画面が表示されます。 

目. カーソルキーで RAID レベルを選択し、 <Enter> キーを 押す。 

本装置では RAID1 (ミラーリング）を選択してください。 



Array Type : RAID O(Stripe) 

RAID 1(Mirror) 
Array Label : - 

Array Size : 223.500 GB 

Stripe Size : 64KB 

Create RAID via : 


C Done 3 



7. 作成する RAID ドライブのボリュームラベルをを人力し、 <Enter> キーを押す。 


Array Properties 

Array Type : RAID 1 (Mirror) 

Array Labe し : sysraicM 

Array Size : 111.750 GB 

Stripe Size : N / A 

Create RAID via : 


[ Done ] 



8 . 「Create RAID via」 で RAID ドライブの作成方法を選択し、 <Enter> キーを押す。 


: Array Properties 

Array Type : RAID 1 (Mi rror) 

Array LabeL : svsraidi 

Array Size : 111 .750 GB 

Stripe Size : N/A 

Create RAID via : BUiLd 

Clear 

[D QuicK Init 


システムの拡張と n ンフイグレ—シヨン 


203 























「Create RAID via」 では、 RAD レベル (Array Type) との組み合わせでさまざまな RAID ドライブ 
の作成方法を指定することができます。詳細を下表に示します。 


RAID レベル 

G 广巨 at 白 

RAID via の 
選択肢 

作成方法 

RAID1 

Build 

データが保をされている既をのドライブの内容を新規ドライ 
ブにコピーし、 RAID1 ドライブホ作ぶ.しま寸。本装置では 
fRi lilH I ホサポー K してい ま廿ん。 

RAID1 

Clear 

すべての内容をクリアして、新規で RAID1 ドライブを作成し 
ます。 

RAID1 

Quick I nit 

新規で RAID 1ドライブを即座に作成します。 


I 「 Build 」 オプションは本装置ではサポートしていません。 


• 既存の RAID ドライブに新規ドライブを追加する場合は、あ6かじめ新規ドライブ内のデー 
夕のバックアップをとっておいてください。 

• ACU を使って RAID1 ドライブの作成中、その処理を中断すると、 ACU を使って処理を再開 
させることはできません。 

• Quick hit で RAID 1ドライブを作成すると、その後の整合性チェックに onsis お ncy Check) 
で不整合を通知される場合がありますが、八ードディスクドライブの故障や RAID ドライブ 
の構築を失敗したわけではありません。ソフトウエアの指示に従って整合を取り直してくだ 
さし、 


9. 「Source Drive」 を選択して、 <En1:er> キーを押す。 


- Select Source Drive - 

00 Maxtor 6Y120M0 111.7GB 

01 Maxtor 6Y120M0 111.7GB 


10. すべての設定を完了した6、 「Done」 を選択して、 <Enter> キーを押す。 
RAID の作成処理が始まります。完了までしば6くお待ちください。 

























Bootable の設定 

1. ACU を起動する。 

詳し<は、 「 ACU の起動方法に01ページ)」を参照して<ださい。 

2. キーボードの力ーソルキーで Options メニューか 6 「Array Configuration Utility 」 を選び、 
< Enter > キーを押す。 



3. メインメニューか 6 rManage Array 」 を選択し、 < Enter >+— を押す。 



4. 「List of Arrays 」 に作成されている Array が表示されるので、<ひ「1>キーと < B > キーを押し、確認 
メッセ—ジが表示されたら 「 Y 」 を選択する。 

「 Mark 目 ootable 」 が設定されます。 

己. 「 Mark 目 ootable 」 が設定されたことを確認後 、 Array Configuration Utility を終了し、本体装置 
を再起動する。 

「Mark Bootable 」 が設定されたことは 「List of Array 」 にて表示されている Array の先頭(こ「*」が表 
示されることで確認できます。 

再起動後、設定が有効になります。 
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ディスクアレイの管理 

オプションメニューから rArray Configuration Utility 」 を選択して表示されるメインメニュ ー 
で 、 「Manage Arrays 」 を選択すると、 RAID ドライブの設を(属性)情報の磕認や RAID ドライ 
ブ(アレイ）の削除をすることができます。 



—[Manage Arrays 」 を選択後に表示される 「List of Arrays 」 画面にて Mark Bootable の 
設定を行ってください。 

Mark Bootable の設定はく Ctrl 〉 キーとく B > キーを同時に押し、その後表示される確認 
メッセージにて 「 Y 」 を選択します 。 Mark Bootable び設定されると、選択した Array の先 
頭に「*」び表示されます。 


• アレイ情報の確認 


Main Menu で 「Manage Arrays 」 を選択し、 < Ente 「> 羊一を押すとアレイを構築している 
RAID ドライブの一覧が表示されます。 


RAID ドライブを選択し、<日が6「>车一を押してください。選択した RAID ドライブに関す 
るプ□パティダイア□グボックスが表示されます。このプ□パティダイア□グボックス 
には RAID ドライブを構成している物理八ードディスクドライブの情報も含まれます。 



< Esc > 丰一を押すと1つ前の画面じ戻ります。 
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• アレイの削除 


アレイを削除ずる前に RAID ドライブ内の大切なデータをバックアップしてください。削除を実 
巧するとすベてのデータを消失します。また、消失したデータを復帰（リストア）させることは 
でをません。 

メインメニューで 「Manage Arrays 」 を選択し、く Ente 「> 羊一を押すとアレイを構築して 
いる RAID ドライブの一覧が表示されます。 W 降の削除手順をじ(下に示します。 

1. 削除する RAID ドライブを選択し、 < Delete > キーを押す。 

2. プ□パティダイア□グボックスで、 「 Delete 」 を選択し、 < Enter > キーを押す。 



削除についての警告メッセージが表示されます。 

•L 画 

表示メッセージの内容や数は RAID レベルによって異なります。 

3. 「 Yes 」 を選択する。 

アレイやパーティシヨンが削除されます。「 N 0」を選択すると1つ前の画面に戻ります。 

4. < Es にキーを押して1つ前の画面(こ戻る。 
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J \- ドディスクドライブのイニシャライズ 

RAID ドライブを作成するためじは八ードディスクドライブがイニシャライズされていなけ 
ればなりません(イニシャライズされていない八ードディスクドライブは、 RAID ドライブを 
構築するドライブの選択画面でリストに表示されないか、グレーアウトされて表示されま 

す)。 

n-O • イニシャライズを実行すると八ードディスクドライブ上のパーティシ ヨン テーブルを上 
書きし、データを書き込めない状態にしまず。 

• アレイとして使用していた八ードディスクドライブをイニシャライズずると、再び元の 
アレイに戻ずことはできません。 

• 起動ドライブとして使用している RAIDO ドライブを構成ずる八ードディスクドライブ 
をイニシャライズずるとシステムび起動できなくなります。 


次の手順で八ードディスクドライブをイニシャライズします。 


1. ACU を起動する。 

詳し<は、 「 ACU の起動方法に01ページ)」を参照して<ださい。 

2. キーボードの力ーソルキーで Options メニューか 6 「Array Configuration Utility 」 を選び、 
< Enter > キーを押す。 



3. メインメニューか Srinitialize Drives 」 を選択し、 < Enter > キーを押す。 


|| Ma 

anage 

in Menu - 

Arrays 

reate 

Array 

dd/De Lete 

Hot spa re 

n i t i a 

L i z e 

Drives 


4. カーソルキーを使ってリストか6イニシャライズをする八ードディスクドライブを選び、 
< lnse け > キーを押す。 

己. もう一方の八ードディスクドライブを手順4と同様の手順で選択する。 

目. < Enter > キーを押す。 

7. 警告メッセージの内容を読み、イニシャライズする八ードディスクドライブを正しく選択してい 
ることを確認し、 < Y > キーを押してイニシャライズを続ける。 
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Disk Utilities の使用 

ACU を起動後に表示されるオプションメニューにある 「Disk Utilities 」 は、八ードディスクド 
ライブの□ーレベルフォーマツトやベリファイをする場合に使用するメニューです。 

1. ACU を起動する。 

詳しくは、 「 ACU の起動方法に01ページ)」を参照してください。 

2. キーボードの力ーソルキーで Options メニューか SrDisk Utilities 」 を選び、 < Enter > キーを押す。 




3. 目的の八ードディスクドライブを選択し、 < Enter > キーを押す。 



4. 実行したいメニューを選択し、 < Enter > キーを押す。 



— Format D に k 

直ちに対象としている八ードディスクドライブを□ーレベルでフォーマットします（ゼ□埋め 
、 A か)。 購入時の SATA 八ードディスクドライブは工場出荷時に□ーレベルでフォーマット済 
みですが、 RAID を構成する八ードディスクドライブは、 RAID を構築する前にこのオプション 
を使ってフォーマツトをしてください。 


IHi 


I W-OI 

I □—レベル フォー マットは 八ー ドディスクドライブ内のずべてのデータを消去しまず。 フォー 
I マットを実行ずる前に八ードディスクドライブ内にある大切なデータのバックアップをとつ 
I て< ださい。 

— Verify Disk Media 

八ードディスクドライブ内のメディア不良をお化します。 
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：(Adaptec Storage Manager - Browser Edition) 


Adaptec Storage Manager ™ Browser Edition ( JU 降、 「 ASMBE 」 と呼ぶ)は、本体標準装備の HostRAID 
( SATA ) を利用した RAID ドライブの保守-管理をするための Web ベースのアプリケーションであり、ブラ 
ウザでのグラフィカルな画面による操作ができます。 

I M-O Linux 上で ASMBE を使用する場合には、 ASMBE に同個されているブラウザ (Mozilla 
1 .2 b ) を使用してください。 

ASMBE は Raid 構成時、本装置に自動的にインストールされます。 


ASM 目 E をインストールすると、じ(下の機能が使用できるようになります。 

• 冗長性アレイが縮退 ( Degraded ) 状態になった場合のリビルド(復旧)機能 
参アレイの整合性をチェックするための Verify 機能 

ネットワーク上の管理コンピュータから ASM 目 E にアクセスするには前記のブラウザが必要です。また、 
コンピュータの闇は TCP / IP を経由した通信ができるよう設をしていなければなりません。この TCP / IP を 
経由する通信では、 SHTTP または SSL をセ羊ュリティとデータ転送の暗号化のために使用しています。 



ASMBE の起動方まや表示される画面操作方法などについて説明します。 

ASMBE の起動 

ASMBE の起動 (ASMBE への□グオン）には、本装置にコンソールを直接接続して行う「□ — 
カル」と管理〕ンピュータからネットワークを介して接続する「リモーりの2つの方法があり 
よ^ 〇 

I n-O • 複数の Web ブラウザか5同時に制御しないでください。 

• ASMBE は操作する時 ly 州ホ、閉じておいてください。 

■: 使用している 0 S 、 およびブラウザ、カラースキームにより、説明中の画像が実際の画面と 

1^^ 異なる場合があります。 


どちらの方法においても、初めての起動ではセ羊ュリティのために r 証明書」を作成します。 
r 始めて□グオンする場合」をあらかじめ参照してセキュリティの設定をしてください。 
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始めて□グオンする場合 


初めて ASM 目 E を起動すると、セキュリ 
ティの警告が表示されます。 

じ(下の手順を行ってセ丰ュリティに関する 
設をを行ってください。 

1 .「Examine Ce けげ icate ..」 をクリックす 
る。 

「Certificate Viewer 」 が開き証明書が表示 
されます。 


IP 


Unable to verify the identity of 127.0.0.1 as a trusted site. 

> Possible reasons for this error； 

— Your browser does not recognize the Certificate Authority that issued the site's certificate. 
- The site's certificate is incomplete due to a server misconfiguration. 

- You are connected to a site pretending to be 127.0.0.1, possibly to obtain your 
confidential information. 

Please notify the site's webmaster about this problem. 


I Examine Certificate... I 

广 Accept this certificate 


the 

p@rmanenti^^ 


► accept tnis certiticaie temporarily for this session 
、 Do not accept this certificate and do not connect to this Web site 


] Cancel I りぉ口」 


2. 内容を確認した後、 [ Close ] をクリックす 

る。 

セキュリティの警告画面(こ戻ります。 


General I Details | 


IP 


Could noi verify 化 is cerUTicate for unknown reasons. 


Issued To 

Common Name (CN) 127.0.0.1 

Organization (0) Adaptec, Inc. 

Organizational Unit (OU) ASM-BE Group 
Serial Number 77:3 目: A3:B3 

Issued By 

Common Name (CN) 127.0.0.1 

Organization (0) Adaptec, Inc. 

Organizational Unit (OU) ASM-BE Group 
Validity 
Issued On 
Expires On 
Fingerprints 
SHA1 Fingerprint 
MD5 Fingerprint 


03/17/03 
03/14/13 


F9:67:4B:C5:C2:33:E2:C7:45:6B:FB:46:49:43:AC:93;8F:75;3A:DD 
63:30:18:56:7F:DC:32;A3:F7:EC:DC:07:7B:48;00:8D 


夕 


3. 証明書を受け入れる場合(こは [Accept 
this certificate permanently ] をチェック 
して [ OK ] をクリックする。 

一時的(こ受け入れる場合(こは [Accept 
this certificate temporarily for this 
session ] をチ： l 、ソクして [ OK ] をクリ、ソク 
します。一時的に受け人れる場合じは、 
次回□グオン時にもセキュリティの警告 
が表示されます。 


Examine Certificate... 

广 Accept this certificate permanently 

巧 Accept this certificate temporarily for this session 

r Do not accept this certificate and do not connect to this Web site 


[ 


W 上でセキユリテイに関する設をは終了です。 
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□一カルか 5 起動する 


1. 「メインメニュー」一 r プ□グラム」一「シス 
テム」を選択し、 「Adaptec Storage 
Manager - Browser Edition 」 をク U 、ソク 
する。 

□グオン画面が表示されます。 

• L 画 


ここからスタート 
A プログラム ► アプリケーシヨン 

/ユーティリティー 
>開発ツール 
ダーム 


巧 おちに入り 
4アプレ¬ 
で 実巧… 

，パネル 


> 4ごダラフィック 

イスグリーンのロッグ '会マルチがパ 
• がパト - 乂 デスグトップ設ま 


が夕3 ‘が教- 


lenticalion 
ゴプリンタ設定 
3サービス設を 
ユーザ情報 
ディスグ管理 
パスワード颇 
^ Red Hat Network 
\J Update Agent Configuration 
Q Update Agent 

インターネット接続ウィザード 
Network Device Control 
逊ネットワーク設定 

• Adaptec Storage Manager - Browser Edition 


上記のメ ニューに 「Adaptec Storage Manager - Browser Edition 」 が存をしない場合は Mozilla 
Web ブラウザよりに TF の URL を指をしてください。 


h け ps ://( IP アドレス）:35 13 /Adaptec 

例 ） Red Hat Enterprise Linux 3 AS EM 64 T の場合 、 Mozilla Web ブラウザは必下のパスから起 
動できます。 


「メインメニュー」一「インターネット」一 「 Mozilla Web ブラウザ」 


2. をフイールド(こ入力して、 [ Login ] をク 
リ、ソクする。 

[ Hostname ] フイールドには、管理する 
システムのホストちまたは IP アドレスを 
入力します。 


[ Username ] フィールドと 「 Password 」 
フィールドには管理するシステムの 
root 、 もしくは wheel グループ(こ所属す 
るユーザー名とそのパスワードを人力し 
ます。 

• L 回 

wheel グループにユーザを登録すること 
で root が外のユーザーで ASMBE を操作 
することができます。 


System Login 


Hostname |l 曰 calh 曰 st 


Ussrnams 


Password 


f Login ) 


I 

II 昼 I 蟹イシトラネット 

A 





























ij モートか 5 起動する 

ASMBE を Mozilla 上で使用する場合の準備 

「ヒント I Mozilla の設定:で JavaScript および Cookies が無効になっている場合、 ASMBE が正常に動作 

しないことがあります。じ(下の設をで JavaScript および Cookies を有効にしてから ASMBE 

を使用してください。 

1 . Mozilla の 「 Edit 」 の 「 Preferences ..」 をクリックし 、「 Privacy & Security 」-* TCookies 」 ダ 
イアログボックスを表示する。 

2. 「 Disable cookies 」 がチェックされている場合 、「 Enable cookies for the originating web 
site only 」 もしくは !" Enable all cookiesJ にチ:！：ックして Cookies を有効にする。 

3. 「 Advanced 」 一 「Scripts & Plugins 」 ダイアログボックスを表示する。 

4. 「 Navigator 」 にチェックを入れ、 [ OK ] をクリックし、 JavaScript を有効にする。 

5. 「 Allowscriptsto :」 のじ(下の項目にチェックを入れ、 [ OK ] をクリックし、スクリプトを 
許可する。 

— Open unrequested windows 
— Move or resize existing windows 
— Raise or lower windows 
— Hide the status bar 
— Change status bar text 
— Change images 
— Create or change cookies 
— Read cookies 

プロキシサーバを使用している場合は下記のようにプロキシサーバはバイパスしてくださ 

い。 

1 . Mozilla の 「 Edit 」 の 「 Preferences ..」 をクリックし、 「 AdvancedJ -^ TProxies 」 ダイアログ 
ボックスを表示する。 

2. 「 Direct connection to the Internet 」 がチェックされている場合は [ OK ] をクリックして終 
了する。 

3. 「 Manual proxy configuration 」 がチェックされている場合は 「No Proxy for :」 の欄に制御 
する ZCR / HostRAID の IP アドレスを入力し、 [ OK ] をクリックする。 

1 . Web ブラウザを起動する。 

2. ブラウザのアドレス(こ制御する ZCR / HostRAID の IP アドレスを入力し、 < Enter > キーを押す。 

IP アドレスが r 1 0. 1 0. 1 0. 10」の場合は、 「 https ://10.10.10.1 0:351 3/ Adaptec 」 と入力してくだ 

さし、 

リモートシステムとのセッションが開設できたとき、 ASM 目 E の□グオン画面が表示されます。 

• L 画 

インターネットへのアクセスにプロキシサーバを使用している場合はプロキシサーバをバイパ 
スしてくださし、。設を方法は前述の「ヒント」を参照してください。 
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BROWSER EDITION 


3. をフイールドに入力して、 [ Login ] をク 
リ、ソクする。 

[ Hostname ] フイールドには、管理する 
システムのホストちまたは IP アドレスを 
入力します。 


[ Username ] フィールドと 「 Password 」 
フィールドには管理するシステムの 
root 、 もしくは wheel グループ(こ所属す 
る ユーザーを とそのパスワ ー ドを人力し 
ます。 



Hostname [HostRAID-l| 
Username I 
Password | 

{ Login 》 


_ I ^ 

厂面壓イントラネット ^ 


操作画面 

ASMBE の表示例を tTR こ示します(起動時にはじ(下のような画面を表示します)。 



ヘッダフレーム 
コント□ーラ情報行 


デバイスタブ 


ASM 目 E ウィンドウにはヘッダフレーム、コント□ーラ情報行、デバイスタブがあります。 

• ヘッダフレーム 

じ(下のボタンや操作中のシステムをを表示します。 

- [ Logout ] をクリックするとセッションは終了し、□グオン画面に戻ります。 

- [ Rescan ] はシステムのコンフィグレーションを再度読み a むために使用します。ア 
レイの作成後などは自動的に再ス羊ャンを実施しますが、システムと ASMBE の表示 
じ不整合があった場合はこの [ Rescan ] を行ってください。 

— [ Events ]、[ Option ]、[ Help ]、[ Properties ]. [ Tasks ] をクリックすると、新たに 
ウィンドウを開いて、を種設定変更、操作、詳細情報の表示を行うことができます。 
「イベント」、「ユーザインタフェースオプション」、「ヘルプ」、「プ□パティの表示と 
変更」、「タスクの作成と表示」でそれぞれの説明を行っています。 

• コント□ーラ情報行 

ヘッダフレームの直後にコント□ーラのモデル番号を表示します。左端に [E]] ボタンが 
ある場合、このボタンをクリックするとこのコント□ーラの情報の表示を最小化するこ 
とができます。 





































♦ デバイスタブ 

コント□—ラ情報に続いて 、 「Physical Devices 」 タブと 「Logical Devices 」 タブを表示し 
ます 。 「Physical Devices 」 タブじは、コント□-ラに接続されたデバイスの情報を表示 
します 。 「Logical Devices 」 タブには、作成済みのアレイの情報を表示します。 

コント□-ラ情報行をクリックしてコント□-ラを選択すると、 [ Properties ]、[ Tasks ] がブ 
ルーからアンバーに変わります。このボタンをクリックすると新たにウィンドウが開いてコ 
ント□ーラのオプシヨン仕様や詳細情報を表示することができます。 

マウスカーソルをデバイスアイコンやボタン上に合わせると、ヒントをポップアップ表示し 
ます。ボタンのヒントはそのボタンの機能を表示します。一方、デバイスのヒントはが力□的 
な情報を表示します。 

n-O • システムのが態と ASMBE の表示に不整台び起こる場合びありまず。その場合は 
[ Rescan ] をクリックして ASMBE の表示を最新の状態にしてください。 

• システム起動時に、 ASMBE の GUI 画面でアレイのアイコンや八ードディスクのアイコ 
ンび Optimal であることを確認してください。アイコンび Optima 似がの場合は八ード 
ディスクドライブの交換び必要な可能性びあります。ただし、アラート通報び行われな 
い場合びあるため、保守員に連絡して八ードディスクドライブの交換を行ってくださ 
い。 

• De 呂 raded 状態のアレイの修復を行った後は ASMBE の GUI 画面でアレイのアイコンび 
optimal の状態になっていることを確認してください。通報されない場合びあります。 


物理デバイス 

「Physical Devices 」 タブには ZCR / HostRAID に接続された八ードディスクドライブなどの 
デバイスに関連する情報を表示します。デバイスはチャネルごと、番号順に表示します。 
橫化したデバイス、コント□ーラのチャネル数、最大転送能力をチャネルごとに表示しま 
す。 

チャネルまたはデバイスアイコンを選択すると、 [ Properties ] や [ Tasks ] がアンバーじ変化し 
ます。この状態で、これらのボタンをクリックすると、新たにウインドウが開いてデバイス 
やチャネルのオプション仕様や詳細情報を表示することができます。 


ホットスペア 

[亡远をクリックして、ホットスペアを設定することができます。ホットスペアは冗長ア 
レイの八ードディスクドライブが故障したときじこのアレイを保護するために使います。す 
なわち、冗長アレイの八ードディスクドライブが故障した場合、アレイを保護するために、 
ホ、ソトスペアにリビルドを行って、故障八ードディスクドライブの代替をします。 
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表示 

「Physical Devices 」 タブには次の3つのビュー選択ボタンがあります。選択したビュー選択 
ボタンの色は他の2つのボタンよりも明るい青色になります。 

[回]テ车スト記述による表示(デフォルトの表示です） 

[巨]]フルサイズの容量表示 

[巨]]ホ目対サイズの容量表示 

表示が要約されている場合、どのビューの表示も同様です。ボタンをクリックして表示モー 
ドを変更した場合、黄色の矢印がデバイス行の左端で点滅して、詳細表示への変更を促しま 
す。 


「テキスト記述による表示」で詳細表示を行うと、デバイスごとに W 下の情報を表示します。 
• デバイスの容量 
• デバイスの製造元やモデル番号 
• SCSI ID 


r フルサイズの容量表示」やけ目対サイズの容量表示」で詳細表示を行うと、それぞれのデバイ 
スの情報をバーで表示することができます。点線で囲まれた青い影の部分はアレイとして 
使っていない部分です。 



〔フルサイズの容量表示] 〔相対サイズの容量表示] 

r フルサイズの容量表示」は容量に関わらずデバイスごとに同じ長さのバーを表示し、「相対 
サイズの容量表示」は、容量をデバイスの容量に比例した長さのバーを表示します。どちら 
の場合も、アレイに使用している部分は、バーをグレイのセグメントで示しています。グレ 
イのセグメントを選択すると 、 「Logical Devices 」 タブにおいて、このセグメントがメンバ 
になっているアレイが強調表示になります。また、バーに小さな暗いグレイ表示の部分があ 
れば、そこは、予約された領域です。 
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デバイス表示の変更 

ASMBE を起動した直後の 「Physical Devices 」 タブの情報は「テ丰スト記述による表示」でデ 
バイスの情報を要約した表示です。この表示で、マウスをデパイスアイコン上に重ねるか、 
またはデバイスアイコン表示列の左端の [!>] をクリックすると、要約されて表示されていな 
い情報を表示することができます （[ W をクリックすると、下図のような詳細表示になりま 
す)。 



[(^>]アイコンは八ードディスクドライブアイコンです。十シンボルが八ードディスクドラ 
イブアイコンに表示されていれば、この八ードディスクドライブはホ、ソトスペアの八ード 
ディスクドライブです。これ]: i 外のアイコンは他のデバイスを示しています。 


論理デバイス 

「Logical Devices 」 タブに肋 Crea お]と [ Delete ] があります。 

に reate ] や [ Delete ] をクリックすると、アレイの作成やアレイの削除のためのそれぞれの 
ウィザードを起動することができます。詳細は r アレイの作成」や r アレイの削除」で説明しま 
す。 

「Logical Devices 」 タブにはこのコント□-ラに作成したアレイのアイコンを表示していま 
す。 

アレイアイコンの表示方法には要約表示と詳細表示の2種類があります。要約表示の場合 
は、それぞれのアレイの RAID レベルとホ、ソトスペアじよる保護の有無を表示することがで 
きます。 

詳細表示の場合は、アレイのアイコンとその容量、を前、 RAID レベルを縱じ並べて表示し 
ます。 


システムの拡張と n ンフイグレ—シヨン 


217 


























要約表示、詳細表示のどちらの場合ちアレイのアイコンをクリックして選択すると、じ(下の 
項目がアンバーで強調表示じなります。 


•「Physical Devices 」 タブに表示しているアレイを構成する八ードディスクドライブやセ 
グメント 

• ヘッダフレームの [ Properties ] と [ Tasks ] (このボタンをクリ、ソクすると、新たにウィンド 
ウを開いて、そのアレイのオプション仕様や詳細情報を表示することができます） 



アレイの作成 


本装置に対して ASM 目 E を使ったアレイの作成はできません。 


リビルドの実施 

リビルドは、電源を OFF にして新しい八ードディスクドライブに巧換した後、システムおよ 
び ASM 巨 E を起動してホ、ソトスペアを作成することで、自動復旧させることです。 

八ードディスクドライブを交換する場合は、システムの電源を OFF にした状態で交換してく 
ださい （154 ページ参照)。また、巧換する八ードディスクドライブは ASMBE 画面じて接続 
されている Port 番号を磕認してから実施することをお勤めします。 

■: 容量の小さぃアレイにがしてリビルドを実施しても Rebuild の表示が現れなぃ場合がありま 
1 ^^ す。この場合、リビルドの終了確認は [ Events ] をクリックして表示されるイベントログにて 
' - ' 確認してください。 


W 下の手順でホ、ソトスペアを作成し、リビルドを実施します。 


1. [Physical Devices ] タブの[と进を 

クリ、ソク する。 

2. [Physical Devices ] タブじあるホ、ソトス 
ペアに設定するデバイスアイコンを選択 
する。 

3. [ Finish ] をクリックする。 


/ Physical Devices V 


View! T] S r 己 I 


1 + Spared 


Manage Spares : 

Step 1 of 1: Select physical drives 

Click one or more physical drive icons below to create hot- 

spare drives. Click existing hot-spares to delete them. 


(Cancel i i Finish j 


(Advanced り 


り撫 a Channel 0: 320 MB/s (5 devices found) 

> ななな沒命 


结ページびま示されました 





















































ホットスペアの作成と削除 

ホ、ソトスペアの作成と削除の手順について説明します。 


ホットスペアの作成 

本装置でホットスペアを作成するのは、リビルドをする場合のみです。それじ(外の目的で 
ホ、ソトスペアドライブを作成することはできません。リビルドのためにホ、ソトスペアを実行 
する場合は、前ページの「リビルドの実施」を参照してください。 

rO ホットスペアを作成する場合、 m 下の八ードディスクドライブは使用しないでください。ア 
レイび縮退状態の時にホットスペアを作成してもリビルドを開始しない場合びありまず。 


ずでにアレイで使用している八ードディスクドライブ 
パーテイシヨンび作成済みのノ ドディスクドライブ 


ホットスペアの削除 

じ(下の手順でホ、ソトスペアを削除します。 


1. [Physical Devices ] タブの[と进 sie ]] をクリ、ソクする。 

2. [Physical Devices ] タブにあるホ、ソトスペアを削除するデバイスアイコンを選択する。 

3. [ Finish ] をクリックする。 

削除が完了すると、デバイスアイコンに表示していた r 十」が消えます。 


アレイの削除 

JU 下の手順でアレイを削除することができます。 

I n-O os のパーティシヨンが作成されているアレイを削除することはできません。また、本装置 
ではひとつのアレイのみび存在する設定のため削除はできません。 


[Logical Devices ] タブの [ Delete ] をク 
リ、ソク する。 


/ Logical Devices 


iji Create (X Delete ] 


Top level logical devices (1) 


8 


自々イントネツト 
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2. [Logical Devices ] タブの削除するアレイ 
を選択する。 

3. [ Finish ] をクリックする。 


/ Physical Devices \ 



楚1ペ-ジがまちされました 


4. 確認ダイア □ グボ、ソクスで [0 K ] をクリツ 
クする。 



イベント 

正 vents ] をクリ 、ソク するとサポートしているコント□ーラすベてのイベントメ、 ソ セージを表 
示することができます。 

[Event View ] タブでは JU 下の情報をイベントごとに表示します。 

• イベントが発生した時間 
• イベントの重要度 
• イベントメッセージ 

デフォル KAII ) の場合はすべてのイベントに 「 itical および Warning 、 Informational ) を表示し 
ますが、ド□ップダウンリストで 「 Critical 」 または 「 Warning 」 を選択すると、それぞれのレべ 
ルのイベントだけ表示することができます。 

イベント□グをクリアするためにはウインドウの下側にあるに lear Log ] をクリ、ソクします。 
イベント□グを保をするためにはに ave Log ] をクリ、ソクします。保存された□グファイル 
は Web ブラウザで閲覧できます。 

[Event Notification ] タブでは、イベント通知に関するさまざまな設をを行います。 

• System Log 

システム□グに追力□するレベルを設定します。デフォルトは All events です。 

• Popup Alerts 

ポップアップで警告するレベルを設定します。デフォルトは None です。 

• Sound On 

ポップアップ警告の際、警告音を鳴らす場合はチェックボックスをチェックします。デ 
フオルトはチェックされていません。 
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♦ E-mail Alerts 

E - mail 通報はサポートしていません。システムイベント□グのメッセージ通報について 
は、 ESMPRO / ServerAgent のアラートマネージャを使用してください。 

[Event Notification ] タブの System Lo 呂と Popup Alerts の設定は変更しないでくだ 
さい。 


ASMBE のイベントログに、毎日 AM 2:00 台に下記のメッセージが登録されることがありま 
す。 

Informational [ IOM 0032] Test all spares started 
Informational [ IOM 0005] No spares available to test 
運用に影響はありませんので、これらのメッセージは無視してください。 


ユーザーインタフエースオプション 

[ Options ] をクリックすると、 ASM 巨 E のユーザインタフエースを変更することができます。 
変更はド□、ソプダウンリストから選択することで有効になります。 

W 下の項目を変更できます 

• Background Update Frequency 

ASMBE の表示の更新闇隔を変更します。デフォルトは30秒で、他に15秒、1分、5分が 
選択巧能です。 

• Highlight on Mouseover 

ASM 目 E 画面のアレイまたはデバイス、チヤネル、コント□ーラのアイコンにマウスカー 
ソルを位置させると、このアイコンをアンバー色の枠で囲って表示することができま 
す。 

Yes : 有効(デフォルト） 

No : 無効 

• Popup Tool Tips 

マウスカーソルを移動させ、デバイスまたはボタンの上にカーソルを位置づけたとき 
に、ポップアップで情報を表示することができます。ボタンの場合は、そのボタンが持 
つ機能に関する情報を表示します。デバイスの場合は、追力□情報を表示します。 

Delayed : 短時間の遅延の後に情報を表示します(デフォルト） 

Off : 機能を無効にする 

Immediate : ただちにポ v プアップを表示する 


ヘルプ 

[ Help ] をクリックすると 「This Application 」 のタブを持つウィンドウが開きます。 

「This Application 」 タブでは、アプリケーシヨンのパージョンやを前についての情報を表示 
します。 



■L 

[EvF] 
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プ□パティの表示と変更 

ASMBE の画面上でデバイスなどの詳細情報を [ properties ] をクリ、ソクして表示することがで 
きます。コント□-ラやチヤネル、デバイス、アレイのアイコンを選択し、 [ Properties ] を 
クリックすると、それぞれの詳細情報を表示します。 

[ Properties ] がアンバー表示のときにこのボタンをクリックすると、新たなウィンドウが開 
いて、選択した項目についての詳細情報やオプションを表示することができます。 
[ Properties ] が青色表示のときにこのボタンをクリ、ソクすると、接続しているシステムのホ 
ストをを表示することができます。 

変更可能フイールドを選択したときは、 [ Apply ] やに ancel ] が表示されプ□パティを変更す 
ることができます。 


コント□ーラプ□パテイ 

コント□—ラを選択し、 [ Properties ] をクリックすると 、 fController Info 」 や 「 Details 」 の夕 
ブから構成されるウィンドウを表示します。 

• Controller Info タブ 

選択したコント□-ラの]: i 下の情報を表示します ( ZCR / HostRAID によって表示される 
項目は違います）。 

Model : 

serial number ： 

Host bus : 

Memory Size : 

Cache Size : 

# channels : 

# Ports : 

• Details タブ 

このコント□ーラのコンポーネントの W 下の情報を表示します。 

Kernel Version : コント□—ラが動作するためのソフトウエアのバージヨン 

Hardware Version : コント□ーラ八ードウ エアの バージ ヨン 

Processor : プ□セ、ソサのタイプ 


コント□ーラのモデル番号 

コント□ーラを識別するユニークな番号 

コント□ーラが接続されているバスの番号と形式 

メモリのサイズ 

车ヤッシュのサイズ 

コント□-ラのチヤネル ( SCSI または ATA ) 数 
コント□ーラのポート数 


チヤネルプ□パテイ 


チヤネルを選択し、 [ Properties ] をクリ、ソクすると W 下の情報を rChannel Info 」 タブに表示 
します。 


Channel Type : SCSI または ATA などのチヤネル種別 

Max Data Rate : このチヤネルの最大転送能力 （320 MB / s など) 
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物理デバイスプ□パティ 

デバイスを選択し、 [ properties ] をクリックした場合は 、 「Drive Info 」 および 「 Capacity 」、 
rS.M.A.R.T 」 タブ付きのウィンドウで下の情報を表示します。 

• Drive Info タブ 

Status 

Type : 

Product : 

Vendor : 

Revision : 

Data Rate : 

SCSI ID 、 LUN : 

• Capacity タブ 

A — ドディスクドライブの場合に 「 Capacity 」 タブを表示します。八ードディスクドライ 
ブの総容量や 「 Reserved 」、「 Used 」、「 Available 」 などの状態を表示します。容量は512 
バイトブ□ックの数 (10 進数と16進数の両方で表雨と羊□バイト、メガバイト、ギガパ 
イトのいずれかの容量を表示します。 

「 De ね iled 」 を選択すると、八ードディスクドライブのすべてのセグメント情報を表示し 
ます。この表示は、 U 下の情報をそれぞれのセグメントごとに表示します。 

-セグメント番号 
-開始と終了のブ□ック 
-セグメントサイズとタイプ 

タイプはセグメントの使われ方を示します。最初と最後のセグメントはいつも予約済み 
です。ハードディスクドライブの先頭にはコント□ーラの RAID シグネチヤを格納してい 
ます。八ードディスクドライブの終了は100メガバイト単位に丸められた容量です。 

セグメントがアレイのコンポーネントの場合、そのアレイレベルを示します。セグメン 
卜がアレイの使用領域でも予約領域でもない場合は、 「 Available 」 と表示しています。 

詳細な表示は10進数でセグメントの開始と終了ブ□ック番号を表示しますが、ド□ップ 
ダウンリストの選択によって16進数または容量のどちらかの番号表示に変更することが 
できます。 

• S.M.A.R.T タブ 

SMART 障害断を通報をサポートしている八ードディスクドライブについては、このタブ 
で W 下を表示します。 

Enable : このデバイスで SMART 報告が有効/無効を示す。 

Predictive Failure Occurred : このデバイスで障害報告が行われたか否かを示す。 


デバイスの状態を表示する。状態は、 Optimal (正常)、 Failed (故 
障)、 SMART 、 Warning (警告)で表示 
Disk Drive 、 CD - ROM 、 Scanner 、 Printer などのようなデバイ 
スのクラスを表示 

製造元じよってデバイスじ与えられた製品を 

このデバイスの製造元 

このデバイスのバージョン番号 

このデバイスがサポートしている最大転送スピード 

SCSI チヤネルの場合 SCSI D とデバイスの LUN 


システムの拡張と n ンフイグレ—シヨン 
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論理デバイスプ□パテイ 


論理デバイスアイコンを選択して、 [ properties ] をクリックすると 、 「Logical Device Info 」 
タブがきのウインドウを表示します。 


• [Logical Device Info 」 タブ 

「Logical Device Info 」 タブじは JU 下の情報を表示します。 


Status 


Name : 

Type : 
Capacity : 
Stripe Size : 
Hot Spare : 

Logical Drive #: 


アレイの状態を表示する。状態は Optima I (正常）または 
Degraded (縮退)、 Offline (オフライン）、 Failed 诚簡で表示し 
ます。 

アレイのを前を表示します。このフィールドは変更巧能です。 
選択したアレイのボリュームタイプまたは RAID レベル。 
アレイの容量。カッコ内にブ□ック数を表示します。 

選択したアレイのストライプサイズ。 

選択したアレイにホ、ソトスペアが割り当てられているかを示し 
永4 〇 

選択したアレイにコント□ーラによって割り当てられた番号。 
この番号は、コント□ーラによってのみ使われます。 


タスクの作成と表示 


[ Tasks ] をクリ、ソクすると 「Task Viewer 」 と 「New Task 」 の2つのタブを持つウィンドウを表 
W します。 


•「Task Viewer 」 タブ 

システムや選択したコント□ーラ、チヤネル、アレイ、八ードディスクドライブに対す 
る現在動作中のタスクやスケジュールされたタスクの詳細を表示します。 

•「New Task 」 タブ 

アレイの新しいタスクを作成することができます。タスクをすぐじ実行するか、スケ 
ジュールした時闇に実行するかを選択できます。作成可能なタスクは 「 Verify」、「Verify 
with Fix 」、 rClearJRebuild 」 です。それぞれのタスクに対する機能は W 下とおりです。 
ZCR や HostRAID の違いによって表示されないタスクもあります。 


Verify : 

Verify with Fix : 
Gl 63「： 

Rebuild : 


データの 整合性の テス トを行います。不整合が見つかってち、 
修復しません。 

データの 整合性の テス トを行います。不整合が見つかった場 
合、修復します。 

アレイ上のすべてのデータをクリアします。クリアを実施する 
と、クリア前のデータに回復することはできません。 

I n-O Clear の実行中にシステムをシャツトダウンしないでくだ 
圍さぃ。 

手動でリビルドを実施します。 


224 




タスクの作成はアレイについてのみ巧能です。チヤネル、コント□ーラ、システムにつ 
いてタスクを選択すると、関連するすべてのタスクが表示されます。 

ただし、ここでスケジュールされたタスクは、一度実行されるとタスクから消去されま 
す。冗長性のあるアレイには、定期的に週に1回程度、 Verify を行うことを推奨します。 
Verify を定期的に行うには、専用の Verify スケジューリングツールを使用します。詳しく 
は、 「Verify のスケジュールの設定」の説明を参照してください。 


Verify のスケジュール設定 

Verify スケジューリングツール (HrVerify) は、 0S の cron 機能を利用して動作します。 

，こ Verify スケジューリングツール ( HrVerify ) は、ダウンロードしたファイルを使ってくださし、。 

FEn 

1. HrVerify コマンドの適用 

① UnuxHrVerify.zip を任意のディレクトリに〕ピーする。 

② #unzip UnuxHrVerify.zip で、解凍する。 

③ HrVerify コマンドが解凍されるので、 /usr/bin 配下(こコピーする。 

通常のコマンド起動で、使用可能です。 

2. Verify スケジュールの設定 

コマンドのスケジュールは、 crontab の設定をしてスケジューリングをします。 

[crontab 設定] 

#c「on ね b-e を、ターミナルから入力します。 

コマンド入力後、エディタが表示されるのでじ(下のようにスクリプトを編集します。 
(じ(前に、登録した場合は前に登録されたイメージが化力されます） 

スクリプトの記述： 

SHELL 二/ bin/bash 

path 二/ sbin:/bin:/us「/sbin:/us「/bin 

MAILTO 二 root 

HOME 二/ 

[分]愤副旧][月]帽日] / usr/bin/HrVerify all [修復属性] 

上記の記述後、":"を押して" wq" で登録を終了してください。 

[パラメータ設を] 

[分][時副[日][月]帽日]は、数きで人力します。 

■- 指をしない項目は、を入れることでスケジューリングされません。 


システムの拡張と n ンフイグレ—シヨン 
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[曜日]は、じ(下の数字で設定します。 

"0" 二日曜日，"1"=月曜日，"2"=义曜日，"3"=水曜日，"4"=木曜日，"5"=金喔日，"6"=±曜日 

[修復属性]は、下の"- Fix " または"- NoFix " を入力します。 

- Fix : Verify with Fix を指定。データの不整合をお化した場合、修復を試 

みるモード。（推奨値） 

- NoFix : Verify with No Fix を指定。データの不整合をお化しても修復しな 
いモード。 

(例 1) 毎日02:00に Verify を " Verify with Fix " のモードで自動実行する。 

0 2 * * * / usr / bin/HrVerify all -Fix 

(例 2) 毎週水曜日の14:00に Verify を " Verify with No Fix " のモードで自動 

実行する。 

0 14**3 / usr / bin/HrVerify all -NoFix 

，: • [修復属性]に何も指をしなければ、デフォルトで"- Fix " が設をされます。 

I ヒント I • この[修復属性]の各オプションはそれぞれ、前述した ASMBE の「 NewTask 」 
タブから設をできる " Verify with Fix " および" Verify " と同一の処理を行いま 
す。 

• この Verify スケジューリングツールによる Verify with Fix および Verify with 
No Fix 処理結果のログは、 ASMBE ログファイルを参照してください。 


[設定されているパラメータの表示] 

# c 「 ontab - l を、ターミナルから入力します。 

[設をされているパラメータの削除] 

# c 「 ontab -「 を、ターミナルから入力します。 

3. スケジュールの起動方法 

上記、コマンドスケジュールの登録が終了した時点で cron を起動します。 

[ cron の起動] 

#/ etc / rc . d / init . d/crond start を、夕ーミナルから入力し起動します。 

[ cron の停止] 

#/ etc /「 c . d / init . d / c「ond stop を、夕ーミナルから入力し停止します。 

[ cron の再起動] 

#/ etc /「 c . d / init . d / c「ond restart を、夕ーミナルから入力し再起動します。 

[ cron の状態磕認] 

#/ etc /「 c . d / init . d / c「ond status を、夕ーミナルから入力し磕認します。 

システム負荷の低いタイミングを見計らって接続されるすべてのアレイをが象にを期的に 
I ヒン。 Verify を行うことを強く推奨します。 Verify を行うことにより、アクセス頻度の低いファイ 

' - ' ルや未使用領域の後発不良を早期に発見することができます。故障などによるハードディス 

ク交換時のリビルドで、残りのハードディスクで後発不良が発見された場合、システムは復 
旧できないため、 Verify による早期発見は、予防保ずとして非常に効果があります。を期的 
に実施することで、システムの安をした運用を保つ効果があり、週に1回は実施していただ 
くことを強く推奨します。 
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通報監視について 


RAID に関するイベント通報を ESMPRO / Ale け Manager 、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「を 
使って監視を行うことができます ( Windows のみ使用可能)。 

ESMPRO / ServerManageKVX 卜ール後、 W 下の手順で設定を行ってください。 

1. rASMALRTJ . EXE 」 を起動する。 

rASMALRTJ.EXE」 は本装置に添がのバ、ソクアツプ CD-ROM の r ¥ nec ¥ UnLix ¥ ASMBE ¥ HostRAID 」 
じあ U ます。 


2 . [はい]をクリックする。 

[いいえ]をクリックすると、設定をせず 
に終了します。 


硬 


A lert 通卽レジストリ IS ちします。 

よろしいですか？ 

のまい肪遗ぶと、 Alert 通報レジストリの設定を巧います。 
『いいえお遇ぶヒ巧らせすじが了します。 


[[■ …'… cm?)i| ぃぃが N) 」 


3 . [ OK ] をクリックする。 

4 . システムを再起動する。 


Alert 通報レジストリ記ち 


xj 


Ale け ii 卽レジストリ記定がが了しました。 

設定をち細こするため、システムを再起旣して下さい。 


...ごに.. 


システムの拡張と n ンフイグレ—シヨン 
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アラート通報メッセージと処置 


ASMBE をインス I -ールした直後は下記のメッセージを通報対象として設ちします。この設 
をを変更する場合は、 ESMPRO / ServerAgent の通報設定で定義し直してください。 

下表の EventID は10進数です。マネージャの列の「〇」巧は£51\/^1^0/56「ソ6「1\/|311396「への 
通知を示しています。 「 Alive 」 の列の「〇」巧はエクスプレス通報サービスへの通知を示してい 
ます。メッセージの％1などは埋め込み文字です。 


Event 

ID 

メッセージ 

処置 

マネー 

ジャ 

ALIVE 

8204 

Member is down on array "961" 
〔bus 二 962， ch =963, id 二 964] 

物理デバイスに障害がないか廳忍してくださし、適切な対処後、 
再度、リビルドを実施してください。 

〇 

〇 

8205 

Member is missing on array "961" 

物理デノ \'イスやケースレに障害がないか確認してください。 

〇 

〇 

8206 

Array "%1" is off - line ; member 
failed 

物理デバイスやケースレに障害がないか確認してください。 

〇 

〇 

8207 

Array % r is off-line 

物理デバイスやケ ー：/ ルに障害がないか礁忍してください。 

〇 

〇 

8210 

Reconstruct started on array 
% 1,1 

なし 

〇 

X 

8211 

Reconstruct completed on 
array % r 

なし 

〇 

X 

82に 

Reconstruct aborted on array 
"%1" due to I/O error 

物理デバイスやケースレに障害がないか確認してください。適切 
な対処後、再度、リビルドを実施してください。 

〇 

〇 

8215 

Verify aborted on array "961" 
due to I/O error , no 
miscompares 

物理デバイスやケースレに障害がないか確認してください。適切 
な対処後、再度、リビルドを実施してください。 

〇 

〇 

8217 

Initialize aborted on array ''961" 
due to I/O error 

物理デノ \イスやケースレに障害がないか確認してください。 

〇 

〇 

8225 

Scheduled Verify deleted on 
array "961" 

対象のアレイが RAD 1または10か確認してください。物理デ'バイ 
スがフェイル状態かを廳忍してください。 SCSI エラーが報告され 
ていないか確認してください。アレイの状態を確認してくださ 
し、 

〇 

〇 

8227 

Array "%1" is critical 

物理デバイスに障害がないか磕忍してくださし、適切な対処後、 
再度、リビルドを実施してください。 

〇 

〇 

8237 

Reconstruct failed to start on 
array "96 r due to I/O error 

物理デバイスの接続状況や物理デバイス、ケーブルに障害がない 
か確認してください。障害を取り除いてからリビルドを実施して 
<ださぃ。 

〇 

〇 

8240 

Array "%!" is now fail-tolerant 

なし 

〇 

X 

8245 

Update of array drives failed 
after Initialize 

物理デバイスに障害がないか磕忍してくださし、適切な対処後、 
再度、 irtialize を実施してください。 

〇 

〇 

8248 

Scheduled Reconstruct failed to 
start on ana /'% r 

物理デバイスやケ ー：/ ルに障害がないか艦忍してください。障害 
を取り除いてからリビルドを実施してください。他のリビルドが 
動作している場合はその完了を待ってください。 

〇 

〇 

8249 

Scheduled Verify failed to start 
on array % r 

物理デン、'イスやケースレに障害がないか磕忍してください。障害 
を取り除いてか6リビルドを実施してください。 

〇 

〇 

82煎 

Reconstruct is scheduled for 
array % r 

なし 

〇 

X 

8270 

Verify task failed to start on 
array % r 

物理デバイスやケースレに障害がないか磕忍してください。障害 
を取り除いてからリビルドを実施してください。 

〇 

〇 
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Event 

ID 

メッセージ 

処置 

マネー 

ジャ 

ALIVE 

8281 

Dedicated spare 〔 bus 二％2， 
ch =%3, id 二％ 4] not functional 
on array % r 

物理デバイスを交換し、ホ、ソトスペアを作成してください。 

〇 

〇 

8284 

Array "961" is still critical 

□グをチェ、ソクし、 P 马題が発生している物理デバイスの有無を確 
認してください。 

〇 

〇 

8325 

Verify aborted on array "961" 
due to I/O error with %2 fixed 
miscompares 

物理デバイスやケースレに障害がないか確認してください。障害 
を取り除いてからリビルドを実施してください。 

〇 

〇 

8336 

Recovered errcr : SMART event 
received for array "%!" 

〔bus 二962, ch 二963, id 二 964 
lun 二 96 司 

物理デン\'イスが故障しています、該当物理デバイスを交換してく 
ださぃ。 

〇 

〇 

833マ 

Recovered errcj : SMART event 
received for device 〔 bus 二 961 ， 
ch 二％ 2， id =%3 lun 二％ 4] 

物理デン\'イスが故障しています、該当物理デバイスを交換してく 
ださぃ。 

〇 

〇 

8340 

I/O error aborted Verify array 
% r，unfixed miscompares 二 962 

物理デン、'イスに障害がないか應忍してください。適切な対処後、 
再度、リビルドを実施してください。 

〇 

〇 

8363 

Running Auto Reconstruct 

なし 

〇 

X 

8365 

Device [ bus =%1, ch =%2, id 二％3, 
lun =964] is down 

デバイスやディスク崖体をチェ、ソクし、故障の場合は交換してく 
ださぃ。 

〇 

〇 
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故胁な?と lb たとまは 


r 故障かな？」と思ったときは、修理を化頼する前にここで説明する内容じついて磕認してください。また、 
この章では、修理を依頼する際の磕認事項や NEC 、 および NEC が認定する保守サービス会社が提供するさ 
まざまなサービスについてち説明があります。 


日常の保守(一232ページ） . 

......... 装置を日常使う上で磕認しなければならない点や 

ファイルの管理、クリーニングの方法について説 
明しています。 

障害時の対処(一235ページ） . 

......... 故障かな？と思ったときに参照してください。卜 

ラブルの原因の磕認方法やその対処方法について 
説明しています。 

移動と保管(一245ページ） . 

......... 本体を移動-保管する際の手順やを意事項につい 

て説明しています。 

ユーザーサポート（一247 ページ） . 

......... 本装置に関するさまざまなサービスについて説明 

しています。サービスは NEC および NEC が認を 
した保守サービス会社から提供されるものです。 
ぜひご利用ください。 
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日常の巧守 

本装置を常にベストな状態でお使いになるために、ここで説明する磕認や保守をを期的に行ってくださ 
い。万一、異常が見られた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を依頼してください。 


アラー トの確認 


システムの運用中は、 ESMPRO で障害状況を監視してください。 

管理 PC 上の ESMPRO / Se 「 ve 「 Mamg げにアラートが通報されていないか、常にを意するよ 
うムがけてください。 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「の「統合ビユーア」、「データビユーア」、 
r アラートビユーア」でアラートが通報されていないかチェックしてください。 


ESMPRO でチェックする画面 




アラー トビ ユーア 


面 


,H を摩陌 

BIOS n- 加が-!I：ザ スト レづ，ゎィIけな t 

' 晒 S'! 麻 S 占 


7■— タヒューソノ 


ステータスランプの確認 


本体の電源を ON にした後、およびシャットダウンをして電源を OFF にする前に、本体前面 
にあるランプの表示を磕認してください。ランプの機能と表示の内容については2章をご覧 
<ださい。万一、装置の異常を示す表示が磕認された場合は、保守サービス会社に連絡して 
保守を依頼してください。 



定期的に本体に内蔵されている八ードディスク内の大切なデータをバックアップすることを 
お勧めします 。 Management Console を使ったバックアップについては4章をご覧くださ 
い。 
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ク IJ — ニング 


本装置を良い状態に保つためにを期的にクリーニングしてください。 






(S)0 

處 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死こする、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは 、 iii 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


本体のクリーニング 

本体の外観のミちれは、柔らかい乾いた布でミちれを巧き取ってください。ミちれが落ちにくいと 
きは、次のような方まできれいになります。 

1. 本体の電源が OFF ( POWER ランプ消の）になっていることを確認する。 

2. 本体の電源コードをコンセントか6抜く。 

3. 電源コードの電源プラグ部分についているほこりを乾いた布でふき取る。 

4. 中性洗剤をめるま湯または水で薄めて柔6かい巧を浸し、よく殺る。 

己. 本体のミちれた部分を手順4の布で少し強めじこすってミちれを取る。 

巨. 真水でめ6してよく殺った布でもう一度ふく。 

7. 乾いた布でふく。 

8. 乾いた布で背面じある排気□に付着しているほこりをふき取る。 

M-O • シンナ ー 、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質のいたみや変色の 
居ま3 原因になります。 

• コンセント、ケーブル、本体背面のコネクタ、本体内部は絶対に水などでめ5さないで 
<ださい。 


故障かな？と思つたときは 
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ディスクのクリーニング 


CD - ROM などのディスクじほこりがついていたり、トレーじほこりがたまっていたりすると 
データを正しく読み取れません。次の手順に従ってを期的にトレー、ディスクのクリー ニン 
グを行います。 


1 . 本体の電源が ON ( POWER ランプ点好）になっていることを確認する。 


2. DVD - ROM ドライブ前面のトレーイジェクトボタンを押す。 

トレーが DVD - ROM ドライブか6化てきます。 

3. ディスクを軽く持ちなが6トレーか6取り化す。 

I vT-oira 

I ディスクの信号面に手び触れないようを意してください。 

4. トレー上のほこりを乾いた柔6かい布でふき取る。 

DVD - ROM ドライブのレンズをク ij — ニングしないでください。レンズび傷ついて誤動作の原 
因となります。 

5. トレーを DVD - ROM ドライブに戻す。 


目.ディスクの信号面を乾いた柔6かい布でふく。 



ディスクは、中<こ、か5外側に向けてふいてください。クリー 
ナをお使いになるときは、専用のクリーナであることをお確か 
めください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベンジン、シ 
ンナーを使用ずると、ディスクの内容び読めなくなったり、そ 
のディスクをセットした結果、故障したりずるおそれびありま 
す。 




オンラインアップデートの実巧 


定期的にオンラインアップデートを行ってシステムソフトウエアを最新の状態にしてくださ 
い。一力月に一度は実行されることを推奨します。これじより、機能•性能が最良の状態に 
保たれます。 

詳細は、102ページの r オンラインアップデート」を参照してください。 
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障害時の対処 


r 故障かな？」と思ったときは、ここで説明する内容について磕跳てください。該当することがらがある 
場合は、説明に従って正しく対処してください。 


障害箇所の切り分け 


万一、障害が発生した場合は、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「を使って障害の発生箇所を磕認 
し、障害が八ードウエアによるものかソフトウエアによるものかを判断します。 

障害発生箇所や内容の磕認ができたら、故障した部品の巧換やシステム復旧などの処置を行 
います。障害が八ードウエア要因によるちのかソフトウエア要因によるちのかを判断するに 
は、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「が便利です。八ードウエアによる障害をさらに切り分けるに 
は、保守•管理ツールの r システム診断」をご利用ください。システム診断については5章を 
ご覧ください。 
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エラーメッセージ〜電源 ON 後のビープ音〜 


電源 ON 直後に始まる Power On Self-Test ( POST ) 中にエラーを橫化すると一連のビープ音 
でエラーが発生したことを通知します。エラーはビープ音のいくつかの音の組み合わせでそ 
の内容を通知します。 

たとえば、ビープ音が連続して1回、5回、2回、2回の組み合わせで鳴った（ビープコード: 
1-5-2-2)ときはプ□セ、ソサ未橫化エラーが起きたことを示します。 


次にビープコードとその意□ホを示します。エラーが起きたときは、お買い求めの販売店また 
は保守サービス会社に連絡して保守を依頼してください。 


ビープコード 

意味 

対処ち法 

3-3-( 繰り返し） 

ROM チェックサムエラー 

保守サービス会な(こ連絡してマザー 
ボードを巧換してください。 

1 -2-2-3 

ROM チェックサムエラー 

1-3-1-1 

DRAM リフレッシュテストエラー 

DIMM の取り付け状態を確認してく 
ださい。それでも直らない場合は保 
守サービス会せに連絡して DIMM ま 
たはマザーボードをを換してくださ 
い。 

1-3-1- 3 

キーボードコント□ーラテストエラー 

キーボードを接続し直してくださ 
い。それでも直らない場合は保守サ 
ービス会社に連絡してマザーボード 
をを換してください。 

1 -3-3-1 

メモリをネ矣化できない 
メモリの容量チェック中のエラー 

DIMM の取り付け状態を確認してく 
ださい。それでも直らない場合は保 
守サービス会社に連絡して DIMM 、 
またはマザーボードを巧換してくだ 
さい。 

1 -3-4-1 

DRAM アドレスエラー 

1 -3-4-3 

DRAM テスト Low Byte エラー 

1-4-1-1 

DRAM テスト High 目 yte エラー 

1-5-1-1 

CPU の起動エラー 

保守サービス会な(こ連絡してマザー 
ボードを巧換してください。 

1 -5-2-1 

CPU が搭載されていない 

保守サービス会な(こ連絡して CPU ま 
たはマザーボードをを換して<ださ 
い。 

1 -5-4-4 

電源異常 

保守サービス会な(こ連絡してマザー 
ボードを交換してください。 

2-1-2-3 

BIOS ROM コピーライトテストエラー 

2-2-3- 1 

不正割りな^みテストエラー 

1-2 

ォプション ROM 初期化エラー 

SETUP の設定を確認して < ださい。 
また、増設した PCI ボードのオプシ 
ヨン ROM の展開が表示されない場 
合は、 PCI ボードの取り付け状態を 
確認してください。 

それでも直らない場合は保守サービ 
ス会社に連絡して、増設した PCI ボ 
ード、またはマザーボードを巧換し 
てください。 


■ I ： ピープコード「1-5-4-2」の鳴動は停電や瞬断などにより AC 電源の供給が遮断され、システム 
の再起動が行われたことを通知するものです。異常ではありません。 


236 

























装置が思うように動作しない場合は修理に化す前に次のチェックリストの内容に従って 
チェックしてください。リストにある症状に当てはまる項目があるときは、その後の磕認、 
処理に従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は保守サービス会社に連絡してください。 

初期導入時 

( J ) システム起動直後に、システムび停止 

ーインス!-ール/初期導入設定用ディスクに化力された□グファイルを、テキスト 
エディタなどで磕認してください。□グファイルは、 elsetup . log ( Uriux 用）、ま 
たは loggirig . txt ( Wiridows 用）です。ほとんどの原因は、パスワードの入カミス 
で、この場合は 、 "Cannot get authentication : root " の文字列が□グファイル 
に化力されます。 

Management Console び使用できない1(初期導入時) 

ーシステムの起動には、数分かかります。念のため5分位経過してから、もう一度 
アクセスしてみてください。 

-初期導入後に、インストール/初期導入設定用ディスクに□グファイルが作成さ 
れていることを磕認してください。□グファイルがない場合、正しいインス 
トール/初期導入設を用ディスクを使用していないか、もしくはインストール/ 
初期導入設定用ディスクが壊れています。（を：インストール/初期導入設定用 
ディスクは書き a み巧の状態で使用してください。） 

ーインストール/初期導入設を用ディスクが壊れている場合は、インストール/初 
期導入設定用ディスクを再作成する必要があります。再作成の手順は、 t (下の 
とおりです。 

1. Windows マシンで MS - DOS (または、コマンドプ□ンプト)を起動する。 

2. バックアップ CD - ROM とフォーマット済みのフ□、ソピーディスクをセット 
する。似下、 CD - ROM ドライブを D 、 フ□、ソピーディスクドライブを A と 
します） 

3. " D :¥ Dosutils¥Rawrite -f D :¥ nec ¥ Win ¥ initinfo ¥ ini し fd.img -d A " を実行する。 

4. 完了。 

ーインストール/初期導入設定用ディスクの□グファイルに、 " completed ." の文字 
列が化力されていることを磕認してください。 

" Info : quitting with no change ." の文字列が止!力されている場合、初期導入設 
をでパスワードが入力されていないか、すでに使用済みのインス I '''ール/初期導 
入設を用ディスクを再度使用しています。（セキュリティ保護のため、一度使用 
したインストール/初期導入設を用ディスクからは、パスワードなどの情報は削 
除されます） 


故障かな？と思つたときは 
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一すでに使用済みのインストール/初期導入設を用ディスクを再度使用する場合 
は、初期導入の手順からやり直してください。 

一 LAN ポート1にネットワークケーブルが接続されていることを磕認してくださ 
し、 LAN ポート1が ethO 、 LAN ポート2が eth 1として OS じ認識されます。 
また、オプション LAN ボードを増設した場合、増設した LAN ボードが ethO とし 
て認識されます（内蔵の LAN ボードは eth 1と eth 2 になります）。 


運用時 

Management Console び使用できない2(初期導入完了後) 

一回線がネットワークに接続されていることを磕認してください。 

-装置に設をしたアドレスが間違っていないことを磕認してください。 

- URL ウィンドウで https :// または http :// を指をしていることを磕認してくださ 
し、 https :// または http :// をがけずにアドレスを入力すると動作しません。 

一 Microsoft Internet Explorer 5.5 SP 2 (日本語版 ）、 Microsoft Internet 
Explorer 6 (日本語版）く推奨 >、 Netscape Communicator 7.0 降（日本語 
版）を使用してください。 

Netscape のコピーがメモリ内に存在するかどうかをチェックしてください。 t 又 
前のセッションを正常に終了していない場合があります。 

セキュリティモードのレベルが1のときは、 

" h 恥:// く本装置の IP アドレスまたは FQDN > :50090"、 

レベルが2 (初期状態)のときは、 

" https :// <本装置の IP アドレスまたは FQDN >:50453" 

を指定してください。 

一 Management Console をアクセスする URL が間違っていないことを磕認してく 
ださい。特に 、 Management Console のセ羊ュリティモードを変更した場合、 
アクセスする URL が変更されますのでを意してください。 

セ车ュリティモードのレベルが1のときは、 

" https :// く本装置の IP アドレスまたは FQDN >:50090 "、 

レベルが2のときは、 

" https :// く本装置の IP アドレスまたは FQDN >:50453" 

を指定:してください。 

一 URL にドメインをの代わりに、 IP アドレスを使用してアクセスしてみてください。 

IP アドレスを使用したアクセスが成功する場合は、 DNS によるを前解まが正し 
く行われていないおそれがあります 。 Management Console の[システム]— 
[ネットワーク]設定から、 DNS 設定 ( IP アドレス）に正しい DNS サーバが設定さ 
れているかを磕認してください。 

正しい DNS サーバが設定されているときは 、 Management Console の[システ 
ム]一[名前解巧診断]から、指定されたホストをのを前解まができるかどうかの 
診断を行ってください。を前解ミ夫ができない場合は、指をしたホストをが DNS 
サーバに登録されていないおそれがあります。 
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一 w 上で問題が解みしない場合は、 W 下の手順で、本装置へのネットワーク接続 
を磕認してください。 

1. Windows マシンで MS - DOS (またはコマンドプ□ンプト)を起動する。 

2. "ping ip - add 「 ess " コマンドを実行する。 （ ip - add 「 ess は、本装置に割り当て 
た IP アドレスです。） 

3. "Reply from ..." と表示される場合、ネットワークは正常です。この場合、本 
体にあるの POWER スイッチを押すことで、システムの停止処理を実行して 
ください。しばらくするとシステムが停止します。10秒程待ってから、電源 
を再度 ON じして、システムの起動後じもう一度アクセスしてみてください。 

4. "Request timed out " と表示される場合、接続の5在認は失敗です。続けて、 
他のマシンからも ping コマンドを実行してみてください。 

一一部のマシンから ping コマンドが失敗する場合は、失敗するマシンの設をの誤 
り、または故障です。 

一すべてのマシンから ping コマンドが失敗する場合は、 HU 巨などのネットワーク 
機器の設定を磕認してください。ケーブルが外れていたり、電源が入っていな 
かったりすることがよくあります。ネットワーク機器の設定が誤っていない場 
合は、ネットワーク障害の可能性があります。 

Management Console び使用できない3 

□ 認証に失敗する (Authorization Required ) 

ーユーザ ID を磕認してください。管理者権限で Management Console を使用する 
時のユーザ ID は、 admin (すべてル文字)です。 

一初期導入設をにおいて設定したパスワードを磕認してください。パスワードの 
大文字とル文字は区別されるのでを意して<ださい。 

n 管理者パスワードを忘れてしまった 

セキュリティの観点から、管理者用パスワードを無効にするようなスーパーコ 
マンドは用意されていませんので、システムの再インス I -ールが必要です。 
再インストールについては、3章を参照してください。 

③ すべてのサービスの応答び非常に遅い 

一 Management Console の[プ□キシ]画面の睛細設赶で、[デバッグ□グ化力] 
が rOFF 」 になっていることを磕認してください。本機能は、ネットワーク障害 
等が発生した場合の解析のための機能です。 「 ON 」 になっていると、応答が遅く 
なる場合がありますので、通常時は rOFF 」 に設定してください。 

一 Management Console を使用して、ネットワーク利用状ミ兄を磕認してくださ 
し^。正常の値に対して、異常/破棄/超過のいずれかが10%を超える場合は、対 
処が必要です。 

一 Management Console の「システム」一 「 CPU / メモリ使用状況」画面で、 
Cache 巨 last のスケジューリングパラメータの値を、いちど既を値に戻してくだ 
ぎい。 

ブラウザアプリケーシヨン (Management Console ) か5設定した変更内容に更新 

されていない 

一設をを変更したら、[設定]をクリックして、変更を有効にしてください。 


故障かな？と思つたときは 
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® ウィンドウのサイズを変更したり、リ□ードしたりするとトップ画面に戻ってしまう 

一 Netscape をブラウザとして使用している場合、 Netscape の設定じよっては、 
ウィンドウのサイズを変えたり、リ□ー ドしたりするとトップ画面に戻ること 
があります。 

® OS のシステムエラーび発生した場合 

ーシステムにアクセスできず、本体のディスクアクセスが長く続く場合はシステ 
ム エラー(パニック) が発生している可能性があります。 パニック 発生時にはダ 
ンプが採取され、その後自動的にシステムが再起動されます。また、システム 
再起動時にシステム エラーの 発生が ESMPRO / ServerAgent により橫化されま 
す。 

システムエラーの障害調査には/ va 「/ c 「 ash 配下のファイルすべてと 
/ var / log / messages ファイル、および ksyms - a 〕 マンドを実行して、その結果 
をファイルに化力したものを採取する必要があります。採取の方法は、管理 PC 
(コンソール)から障害発生サーバに□グインし、障害発生サーバから FTP で情 
報を採取します。情報の採取後は/ va 「/ c 「 ash 配下のファイルはすべて削除巧能 
です。削除しない場合、システムエラー(パニック）が発生するたび、前回のダ 
ンプファイルは自動的に削除されます。 

( D スケジュールダウン□ー ド機能び正常に動作しない 

ーダウン□ー ドされた結果を r プ□パティ」で参照した際に設をエラーが表示され 
た場合は、不正な設定がされた可能性があります。設定を見直すか、一度すベ 
て削除してから設をし直してください。それでもエラーが表示される場合は、 
保守サービス会社に連絡してください。 

一時間になってもスケジュールが実行されない場合、同一時刻に複数のスケ 
ジュールが重なりすぎて、別のスケジュールが終わるのを待っている場合があ 
ります。特に大きなページなどをダウン□ー ドする場合にはあまり時間を重ね 
ない方が良いでしょう。また、あまりに実行時闇を重ねすぎるとプ□车シ機能 
に影響を与えて処理が遅くなってしまうことも考えられます。 

ーダウン□-ドされた結果を「プ□パティ」で参照した斷こ r ぺージが見つかりませ 
んでした。」とエラーが化る場合があります。これは本当にページが存在しない 
場合 t (外に、ページ中の1画像が無かった場合などにも表示されることがありま 
す。 

( D 本体の電源び自動的に OFF になった 

-装置の温度が高<なりすぎた可能性があります。通気が妨げられていないかお 
認し、装置の温度が下がってから再起動してください。それでも電源が OFF に 
なる場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

® 起動完了ビープ音び定期的に何度も鳴る 

一一度電源を OFF にして、再起動してみてください。それでも、起動完了ビープ 
音がを期的に鳴る場合は保守サービス会社に連絡して<ださい。 

® 管理 PC に画面び表示されない 


n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

ー ケーブルが接続されていることを磕認して<ださい。また、ケーブルが破損し 
ていないかどうか磕認してください。 
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□ DianaScope で正しく設定していますか？ 

一添付の rEXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM 」 にある DianaScope オンラインド 
车ュメントを参照して正しく設定してください。それでも表示できない場合 
は、保守サービス会社に連絡してください。 

( D フ□ッピーディスクにアクセス(読み込み、または書き込みび)できない 

n フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブじセットしていますか？ 

ーフ□、ソピーディスクドライブに r カチ、ソ」と音がするまで確実に差し么んでくだ 
さい。 

n 書き込み禁止にしていませんか？ 

ーフ□、ソピーディスクのライトプ□テクトスイ、ソチを r 書き込み巧」にセットして 
ください。 

( D 内蔵デバイスや外付けデバイスにアクセスできない（または正しく動作しなし、) 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

ーインタフエースケーブルや電源ケーブル（コード)が磕実に接続されていること 
を磕認してください。また接続順唐が正しいかどうか磕認してください。 

n 電源 ON の順番を闇違っていませんか？ 

一外付けデバイスを接続している場合は、外付けデバイス、本体の順に電源を ON 
にします。 

n ドライバをインス!-ールしていますか？ 

一接続したオプションのデバイスによっては専用のデバイスドライバが必要なも 
のがあります。デバイスに添がのマニュアルを参照してドライバをインス I -一 
ルしてください。 

(D CD - ROM にアクセスでさない 

n DVD - ROM ドライブのトレーに磕実にセットしていますか？ 

ー トレーに磕実にセットされていることを磕認してください。 

(D DVD - ROM ドライブの回お音び大きい 

一いったん、 CD - ROM を取り化し、再度 CD - ROM をセットし直してください。 
DVD - ROM ドライブのオートバランス機構を再度機能させることで、回転音を 
おさ无ます。 


インストール/初期導入設定用ディスクの作成について 

何らかのエラーによりインス I -ール/初期導入設定用ディスクを作成できない場合の磕認事 
項と対処方法について説明します。 

( D 次のページに進めない 

一を入力項目が正し<ないと次のページに進めません。必要な項目が正し<入力 
されていることを磕認してください。 


故障かな？と思つたときは 
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® 「八スワードの項目び入力されていません」と表示される 

n 変更前の管理者パスワードをパスワードの項目に入力していますか？ 

一新しい管理者パスワードを入力する場合は変更前の管理者パスワードをパス 
ワードの項目に入力する必要があります。化荷状態では、同捆の別紙 r 管理者パ 
スワード」に記載してある値に設定されています。 

(D r ヴブネットマスクの値び正しくありません」と表示される 

n 入力した数値に誤りがありませんか？ 

-サブネットマスクは2進数で現した時に、例えば、 

11111111 . 11111111 . 11111111.11110000 
のように1が続いてその後に0が続くような値でなければなりません。（この例 
の場合は、255.255 .255.240) 

(D ホスト名び設定できない 

n 入力規則を守っていますか？ 

一英数ル文字「-」、「」のいずれかで、最初の一文字目は英数小文字のみ。ホストを 
は最大63文字まで、ドメインをは255文字まででなければなりません。また、 
「」が必ず含まれる省略のないドメインをを指をして<ださい。 


EXPRESS 目 UILDER(S 口について 

@ rEXPRESSBUILDER(SE) CD - ROM 」 か5本装置を起動できない 


システム目 IOS の起動デバイスが正しく設定されていないおそれがあります。正 
しく設をできているか磕認してみてください。 

一 POST を実行中に 「 EXPRESS 目 UILDER ( SE ) CD - ROM 」 をセットし、再起動し 
ないとエラーメッセージが表示されたり、 0 S が起動したりします。 

EXPRESS 目 UILDER ( SE ) を実行中、何らかの障害が発生すると、以下のような 
メッセージが表示されます。メッセージ内容を記録して保守サービス会社に連絡し 
てください。 


メッセージ 

原因と処理方法 

本プ□グラムの動作対象マシンではあ 
りません。 

EXPRESSBUILDER ( SE ) の対象マシンではありませ 
ん。対象マシンで実行してください。 

NvRAM へのアクセスに失敗しました。 

不揮発性メモリ （ NVRAM ) にアクセスできません。 

八ードディスクへのアクセスに失敗し 

よし7 し0 

八ードディスクドライブが接続されていないか、八ード 
ディスクドライブが異常です。八ードディスクドライブ 
が正常に接続されてし^ることを磕認してください。 


この他にもシステム診断などを実行したときに障害を橫化するとエラーメッセージ 
が表示されます。表示されたメッセージ内容を記録して保守サービス会社までご連 
絡ください。 

® メインメニューび文字化けしている 

ーコンソールのモードが実際の接続状態と異なっているおそれがあります 。 LAN 
接続またはダイレクト接続 (COM B ) された管理 PC から実行してください。 
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マスターコント □ ールメニューについて 




オンラインドキュメントび読めない 


n Adobe Reader が正しくインストールされていますか？ 

-> オンラインドキュメントの文書の一部は、 PDF ファイル形式で提供されていま 
す。あらかじめ Adobe Reader をインストールしておいてください。 

(^) マスターコント□—ルメニューび表示されない 

n ご使用のシステムは 、 Windows NT 4.0 W 降、または Windows 95 W 降ですか？ 
一本プ□グラムは 、 Windows 95 J ： i 降または Windows NT 4.0 W 降のオペレー 
ティ ングシステム上にて動作させて ください。 

n <5わげゎ车一を押していませんか？ 

一く Shift 〉 羊一を押しながら CD - ROM をセットしますと、 Automn 機能がキャン 
セルされます。 

n システムの状態は問題ありませんか？ 

ーシステムのレジストリ設定や CD - ROM をセットするタイミングによってはメ 
ニューが起動しない場合があります。そのような場合は、 CD - ROM の 
¥ MC ¥1 ST . EXE をエクスプ □- ラ等から実行してください。 

CK ) 「This program requires Windows Japanese version 」 とし、うメッセージが表示される 

n ご使用の環境は正しいですか？ 

一本製品は、日本語版 Windows 専用です。オペレーティングシステムが英語バー 
ジョンの場合、プ□グラムは起動できませんので、日本語バージョンのオペ 
レーティングシステムにて動作させてください。 

(D メニュー項目がグレイアウトされている 

n ご使用の環境は正しいですか？ 

一実行するソフトウェアじよっては、管理者権限が必要だったり、本装置上で動 
作することが必要だったりします。適切な環境にて実行するようにしてくださ 
い。 


ESMPRO について 

( D 画面が文字化けしている 


シリアル接続の管理クライアントから設を作業をする場合は、管理者として □ 
グインした後、設定作業を開始する前に環境変数 「 LANG 」 を rC 」 じ変更してくだ 
さい。デフォルトのシェル環境の場合はじ(下のコマンドを実行することで変更 
できます。 

#export LANG 二 C 


故障かな？と思つたときは 
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③ ESMPRO で思うように監視できない-動作しない 

一本体に添付の CD - ROM じあるオンラインドキュメントを参照してください。本 
体にインストールされている ESMPRO / ServerAgent については、添付の「バッ 
クアップ CD - ROM :/ nec / Unux / esmp 「 o . sa / doc 」 を参照してください。 
ESMPRO / ServerManagerCOL ^ Ttt 、「 EXPRESS 目 UILDER ( SE ) CD - 
ROM 」 内にあります 。 「EXPRESSBULDER ( SE ) CD - ROM 」 を Windows マシン 
にセットすると自動的にメニューが表示されます。メニューからオンラインド 
羊ュメントを選択してください。 


システム情報の確認 


システムのパフォーマンスや負荷状ミ兄は、クライアントマシンの Web ブラウザからチェック 
することができます。詳しくは4章を参照してください。 

さらに詳しいチェックをする場合は、 ESMPRO / SererManager 、 ServerAgnet を使用しま 
す。詳しくは5章を参照してください。 
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A\A\ 

A® 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人び死じする、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii 
ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウム電池を取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


A ミち意 


装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。 
詳しくは、 m ぺージ ly 降の説明をご覧ください。 

• 中途半端に取り付けない 

• 落下注意 

• 装置を引き出したが態にしない 
• カバーをがしたまま取り付けない 
• 指を挟まない 


• ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 
• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 


M-O • フ□アのレイアウト変更など大掛かりな作業の場台はお買い上げの販売店または保守 
サ—ビス会社に連絡してください。 

• j \- ドディスクドライブに保存されている大切なデータはバックアップをとっておいて 

<ださい。 

• 本装置には八ードディスクドライブび内蔵されています。八ードディスクドライブに衝 
撃を与えないように注意して本体を移動させてください。 

• 再度、運用ずる際、内蔵機器や本体を正しく動作させるためにも室温を保てる場所に保 
管することをお勧めします。 

装置を保管ずる場台は、保管環境条件(温度： -10°C〜55°C、 湿度： 20%〜80%)を 
守って保管してください（ただし、結露しないこと）。 


1. フ□、ソピーディスクや CD-ROM をセツトしている場合は本体か 6 取り化す。 

2. クライアントマシンの Web ブラウザか 6 システムのシャツトダウン処理をして電源を OFF 
(POWER ランプ消の）(こする。 

3 . 本体の電源プラグをコンセントか6抜く。 


A A 

AA 

A を 


移動と保管 

本体を移動-保管するときは次の手順に従ってください。 


故障かな？と思つたときは 
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4. 本体に接続しているケーブルをすべて取り外す。 

日.本体をラックに搭載している場合は、2章を参照して本体をラックか6取り化す。 
なるベ < 複数名で行うことをお勧めします。 


6 . 本体に傷がついたり、衝撃や振動を受けたりしないようしっかりと捆包する。 



輸送後や保管後、装置を再び運用する場合は、運用の前にシステム時計の確認•調整をしてく 
ださい。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みび生じる場合は、お買い求めの 
販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 

装置および、内蔵型のオプション機器は、寒い場所か5暖かい場所に急に持ち込むと結露が発 
生し、そのまま使用すると誤作動や故障の原因となりまず。装置の移動後や保管後、再び運用 
する場合は、使用環境に十分なじませてか5お使いください。 
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ユーザーヴポート 

アフターサービスを お受けになる前に、保証および サービスの 内容について確認してください。 


巧証にごいて 


本装置には『保証書』が添付されています。『保証書』は販売店で所を事項を記入してお渡しし 
ますので、記載内容を磕認のうえ、大切に保管してください。保証期間中に故障が発生した 
場合は、『保証書』の記載内容にちとづき無償修理いたします。詳しくは『保証書』およびこの 
後の r 保守サービスについて」をご覧ください。 

保証期闇後の修理についてはお買い求めの販売店、最寄りの NEC または保守サービス会社に 
連絡してください。 

n-O • NEC 製 ly 夕 K サードパーティ）の製品、または NEC び認定していない装置やインタ 
フェースケーブルを使用したために起きた装置の故障については、その責任を負いかね 
ますのでご了承ください。 

• 本体の上面に、製品のお式、 SERIAL No. (号 
機番号)、定格、製造業者名、製造国び明記さ 
れた銘板び貼ってあります。販売店にお問い合 
わせずる際にこの内容をお伝えください。また 
銘板の号機番号と保証書の保証番号び一致して 
いませんと、装置び保証期間内に故障した場合 
でも、保証を受け5れないことびありますので 
ご確認ください。万一違う場台は、お買いホめ 
の販売店にご連絡ください。 



故障かな？と思つたときは 
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修理に出される前に 


r 故障かな？」と思ったら、 W 下の手順を行ってください。 

①電源コードおよび他の装置と接続しているケーブルが正しく接続されていることを磕認 
します。 


② 「障害時の対処(235ページ)」を参照してください。該当するを状があれば記載されてい 
る処理を行ってください。 

③ 本装置を操作するために必要となるソフトウエアが正しくインストールされていること 
を磕認します。 

t (上の処理を行ってちなお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い求めの販売店、最 
寄りの NEC または保守サービス会社にご連絡ください。その際に本体のランプの表示や管理 
PC のディスプレイ装置のアラーム表示ちご磕認ください。故障時のランプやディスプレイ 
によるアラーム表示は修理の際の有用な情報となることがあります。保守サービス会社の連 
絡先については、付録 Br 保守サービス会社網一覧」をご覧ください。 

なお、保証期間中の修理は必ず保証書を添えてお申し込みください。 

I M-O この製品は日本国内仕様のため、 NEC の海が拠点で修理することはできません。ご了承く 
ださい。 


修埋に出される時は 


修理に化される時は次のものを用意してください。 
n 保証書 

n クライアントマシンの Web ブラウザに表示されたメッセージのメモ 
n 障害情報(ネットワークの接続形態や障害が起きたときの状況） 
n 本体-周辺機器の記録 


補修用部品について 


本装置の補修用部品の最低保有期閨は、製造打ち切り後5年です。 
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巧巧サービスについて 


保守サービスは NEC の保守サービス会社、および NEC が認をした保守サービス会社によって 
のみ実施されますので、純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてもご安ムの上、 
ご都合に合わせてご利用いただけます。 

なお、お客様が保守サービスをお受けになる際のご相談は、弊社営業担当または代理店で 
承っておりますのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類用意してお 
ります。 

保守ヴービスメニュー 


契約保守サービス 

お客様の障害コールじより優先的(こ技術者を派遣し、修理じあたります。 
この保守方式は、装置に応じた一定料金で保守サービスを実施させていた 
だくもので、お客様との間に維持保守契約を結ばせていただきます。 
さまざまな保守サービスを用意しています。詳し<はこの後の説明をご覧 
ください。 

未契約修理 

お客様の障害コールにより、技術者を派遣し、修理にあたります。保守ま 
たは修理料金はその都度精算する方式で、作業の内容によって異なりま 
す。 


NEC では、お客様に合わせてじ(下の契約保守サービスを用意しております。 


Pi 


サービスを受けるためには事前の契約び必要です。 

サービス料金は契約する日数/時間帯により異なります。 


ノ V — ドウ王アメンテナンスサービス 


維持保守 

定期的な点横により障害を予防します。（定期予防保守） 

また、万一障害発生時には保守技術者がすみやかに修復します。（緊急障害復旧） 

出張修理 

障害発生時、保守技術者が化張して修理します。（緊急障害復旧） 


エクスプレス通報サービス 

ご契約の期間中、お客様の本体を監視し、障害(アレイディスク縮退、メモリ縮退、温度異 
常等)が発生した際に保守拠点からお客様に連絡します （ 12月より対応予定)。お客様への連 
絡時間帯は、月曜日〜金曜日午前9:00〜午後5:00です。 

「八ードウエアメンテナンスサービス」または r マルチベンダ H / W 統括サービス」を契約された 
お客様は無償でこの保守サービスをご利用することができます。 

(お申し込みには r 申込書」び別途必要です。 pjs 売店、当社営業担当にお申し付けください。） 


故障かな？と思つたときは 
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オプションヴービス 

下記のオプションサービスちございますのでご利用ください。 


基本ヴポートサービス 

Express 5800シリーズの InterSec シリーズを対象に、運用する中で生じる疑問やトラブル 
対応といったニーズにお応えするためじ、 W 下のサービスを提供します。 

• インス I -ールされているソフトウエアに関する電話 - FAX . 電子メールによる問合せ 
対応(運用支援、障害解ま支援） 

• FAQ などの情報提供(間い合わせをする回数じよってソフトウエアサポートサービス 
(5)、またはに 0) をお求めください。） 

W 下のサービスは提供する NEC 販売店により、を称、内容が異なる場合がございますので、 
お磕かめの上、ご用命ください。なお、じ(下のサービスは NEC フィールディング(株)が提供 
するちのです。 


マルチベンダ H/W 統括ヴービス 

マルチベンダ製品(本製品 + SI 仕入製品*)で構成されるクライアント-サーバ-システムに対 
し、下記の形態による修理を行います。 


維持保守形態 

定期予防保守と、障害発生機器の切り分け、緊急障害復旧を行います。 

出張保守形態 

障害発生機器の切り分け、緊急障害復旧を行います。 

引取り保守形態 

障害発生機器の切り分け、取かし、引取り、持帰り、調査、修理をし、完了後に取付け、動 
作確認、修理内容報告、引ミ度しを行います。 

頂り保守形態 

お客様が送付された故障品を修理し、完了後にご返送します。 


* SI 仕入製品とは ••• 

NEC が他社から仕入れ、責任をもってお客様に納入させていただく他社製品のことです。 


LAN マルチベンダ保守サービス 

他社製品を含むマルチベンダで構成される LAN 機器(ルータ - HUB • ブリッジなど)につい 
て、障害原因の切り分けとお客様が選んだ保守方式による障害修復を行います。クライアン 
卜およびサーバは、本メニュー対象外です。 

NEC 製の LAN 機器は化張修理を行います。 

他社製品の LAN 機器じついても、シングルウインドウでその障害修復(センドバック、予備 
機保守など、お客様が選んだ保守方式による）までをフォ□一します。 


LAN • ネットワーク監視サービス 

お客様が準備した LAN ■ネットワーク監視装置を使用し、 INS 回線経由で監視します。サー 
ビス内容はネットワークノードの障害監視から、性能監視、構成監視まであります。サービ 
ス日時は、24時間- 365日まで9パターンから選択できます。監視の結果は毎月報告書を発 
行します。修理は八ードウエアメンテナンスサービスで対応します。 
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情報サービスについて 


本製品に関するご質問-ご相談は「ファーストコンタクトセンター」でお受けしています。 
《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

ファーストつンタクトセンター TEL 03 -34 曰曰-曰800(代表） 

受付時間/9:00〜12:00、13:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 


お客様の装置本体を監視し、障害が発生した際に保守拠点からお客様に連絡する r エクスプ 
レス通報サービス」の申し込みに関するご質問-ご相談は r エクスプレス受付センター」でお 
受けしています。 

《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

エクスプレス受付センター TEL 0120 -22-3042 

受付時間/9:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 


インターネットでも情報を提供しています。 

http://nec8.com/ 

『NEC 8番街』：製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載！ 

http://club.express.nec.co.jp/ 

『Club Express』 ： 『Club Express 会員』への登録をご案内しています。 Express 5800シリー 
ズをご利用になる上で役立つ情報サービスの詳細をご紹介しています。 

http://www.fieldin 呂 .cojp/ 

NEC フィールディング(株)ホームぺージ：メンテナンス、ソリューシヨン、用品、施設工事 
などの情報をご紹介しています。 


故障かな？と思つたときは 
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型名 

Express 已 800 /CS 20 Oc 

N8 100-1 141 

プ□セ、ソサ 

タイプ 

Intel ® Pentium ® 4 processor 

動作周波数 

3.0 GHzXl 

キャッシュメモリ 

1 MB (二次） 

標準 

1 個 

最大 

1 個 

チップセット 

Intel E 7230 

メモリ 

標準 

512 MB 

最大 

4 GB 

誤りお出-訂正機能 

ぁり ( ECC ) 

八ードディスク 

標準 

80 GBX 1 

最大 

80 GB X 2 

ディスクアレイ 

標準装備 ( SATA ) ( RAID 1 のみサポート） 

フ□、ソピーディスクドライブ 

3.5 インチ X 1(1.44 MB ，720 KB 対応） 

DVD - ROM ドライブ 

DVD :3 〜 8 倍速、 CD : 10〜24倍速 ( ATA 円、トレー□—ド式） 

デバイスベイ 

5.25 インチ 

1ス□、ソト ( DVD - ROM 用） 

3.5 インチ 

2ス□、ソト （1 ス□、ソト占有） 

拡張ス□、ソト ( PCI ) 

2ス□ット 

内部用 

インタフェース 

IDE 

Ultra ATA 100 X 2 チャネル 

SATA 

SATAn/ 300 X 2 チャネル 

外部用 

インタフェース 

シリアル 

RS -232 C 規格準拠シリアルポート X 2( 前面 〔 RJ -4 引 X 1, 背面 〔 D - Sub 9 ピン] X 1) 

ネットワーク 

R 」-45 X 2 

舊体デザイン 

ラックマウント （1 U ) 

外形寸ま 

428 mm (幅） X 50 1 mm (奥行き） x 43 mm (高さ）* 

質量(最大） 

11 kg 

電源 

AC 100 V + 1 096, 50/60 HZ + 1 Hz 

消費電力 

313 VA 、 304 W 

環境条件 

動作時 

温度 10 〜 35° C 、 湿度: 20 〜80%(ただし、結露しないこと） 

保管時 

温度：-10〜55で、湿度20〜80%(ただし、結露しないこと） 


突起物/フ□ントべゼルを含んだ場合は 483 mm (幅） X 562 mm (奥行き） X 43 mm 搞さ) 
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付録己巧巧ヴービスを社網一覽 


NEC Express 5800シリーズ、および関連製品のアフターサービスは、お買い上げの NEC 販 
売店、最寄りの NEC 、 または NEC フィールディング株式会社までお問い合わせください。下 
記に NEC フィールディングのサービス拠点所在地一覧を示します。 

(受付時間： AM 9:00 〜 PM 5:00 ±曜日、日曜日、祝祭日を除く） 

次のホームページにち最新の情報が記載されています。 
http://www.fielding.co.jp/ 

このほか、 NEC 販売店のサービス網がございます。お買い上げの販売店にお問い合わせ<だ 
さい。 

トラブルなどについてのお問い合わせは下記までご連絡ください(電話番号のおかけ闇違い 
にごを意ください）。その他のお問い合わせじついては、下表を参照してください。 

電話番号0120 -911-1 11 


2005年6月現在 


都道府県名 

拠点名 

電話番号 

郵便番号 

所在地 

ヒミ毎道 

札幌支店 

011-221-3705 

060-0042 

札幌市中央区大通西 4-1 新大通ビル 9 F 

東札幌営業所 

011 -833-8640 

003-0001 

札幌市白石区東札幌1条1了目6番33号 

訓路営業所 

0154 -43-2361 

085-0847 

訓路市大巧 1-1-1 道東経済センタービル 7 F 

旭川支店 

0166 -24-2098 

070-0033 

旭川市王を通 9 T 目左1号明治安田生命旭川ビル 1 F 

オホーツク営業所 

0157-25-7520 

090-0024 

化見市化四を東 3-1-1 富±义災化見ビル 3 F 

苦ル牧営業所 

0144 -36-3846 

053-0022 

苦ル牧市王子巧 3-2-23 朝日生命苦ル牧ビル 2 F 

室蘭営業所 

0143 -46-3 180 

050-0083 

室蘭市東巧 2-24-4 石井第5ビル 3 F 

函館支店 

0138 -54-5642 

040-0001 

函館市五穆郭巧 1-14 住ち生命五穆郭ビル 3 F 

道東支店 

0155 -25-4892 

080-0013 

帯広市西三条南 10-32 日本生命帯広,駅前ビル 5 F 

ル樽営業所 

0134-24-5685 

047-0036 

ル樽市長橋 3-4- 14 

青森 

1=^森よお 

017-735-8501 

030-0802 

青森市本巧 1-2-2 日住ち生命青森柳巧ビル3 F 

八戸営業所 

0178 -44-4354 

031-0081 

八戸市あ崎 1-10-2 八戸第一生命ビル 1 F 

弘前営業所 

0172-34-9083 

036-8002 

弘前市駅前 2-2-2 弘前第一生命ビル1 F 

岩手 

盛岡支店 

019-635-3011 

020-0866 

盛岡市本宮 3-13-2 日 

一関営業所 

0191 -25-6531 

021-0041 

一関市赤获字月巧2 18-2 

宮城 

仙台支店 

022-292-1900 

983-0852 

仙台市宮城野区檔岡 3-4- 18タカノボル22ビル 4 F 

秋田 

秋田支店 

018-863-7938 

010-0951 

秋田市山王 1-3-29 

山形 

山形支店 

023 -631-3502 

990-2445 

山形市南栄巧 3-6-34 

鶴岡営業所 

0235-25-8386 

997-0031 

鶴岡市大宝寺巧 1-3 日 

米が営業所 

0238-24-1418 

992-0027 

米が市駅前 3-5-22 かなつビル 1 F 

福島 

那山支店 

024-938-5209 

963-8022 

那山市西ノ内 22- 13 

福島支店 

024-536-3703 

960-8074 

福島市西中央5 了目6番1号 

いわき営業所 

0246-28-8371 

970-8034 

いわき市平上荒川字桜巧 34-1 

会津若松営業所 

0242-28-1627 

965-0818 

会津若お市東千石 2-1-45 

巧城 

鹿島営業所 

0299 -82-4860 

314-0014 

鹿嶋市光3住友金属構内 

つ < ば支店 

029-860-2002 

305-0821 

つくば市春日 3-22-8 

水戸支店 

029-257-1860 

310-0911 

水戸市見巧 3-575-3 

栃木 

宇都宮支店 

028-632-8140 

321-0954 

宇都宮市元今泉 2-7-6 

ル山営業所 

0285-21-1495 

323-0807 

ル山市城東 1-14-12 ウェルストン1ビル 1 F 

群馬 

群馬支店 

027-243-6316 

371-0026 

前橋市大手巧 2-6-2 日明治安田生命前橋ビル 5 F 

高崎営業所 

027-365-3500 

370-0073 

高崎市緑巧 1-22 -己 

太田営業所 

0276-45-0666 

373-0853 

太田市浜巧 58-24 
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都道府県名 

拠点名 

電話番号 

郵便番号 

所在地 

埼玉 

さいたま中央支店 

048-660-1881 

331-08 に 

さいたま市化区宮原巧 2-85-5 

熊谷営業所 

048-527-0597 

360-0036 

熊谷市桜木巧 1-1-1 秩父鉄道熊谷ビル 4 F 

浦巧営業所 

048-866-5471 

336-0022 

さいたま市南区白幡4-に -19 

川越支店 

04-2955-7695 

350-1331 

狭山市新狭山 2-11-10 

越谷営業所 

048-978-9500 

343-0042 

越谷市千間台東 1-7-25 エムケービル 1 F 

千葉 

千葉支店 

043-221-7660 

260-0843 

千葉市中央区末広 1- に-15 

成田営業所 

0476-22-5390 

286-0044 

成田市不動ヶ岡2 152-2 成田旭ビル 1 F 

君津営業所 

0439-55-7278 

299-1144 

君津市東お田 1-3-2 京葉君津ビル 3 F 

船橋支店 

047-434-1611 

2の-00に 

船橋市浜巧 2- 1 - 1ららぽ一と王井ビル1 F 

柏支店 

0471-35-2400 

277-0827 

柏市松葉巧 2-5-1 

目口西営業所 

0476-46-4250 

270-1352 

巧西市大塚 1-9 

千葉ニュータウンエネルギーセンター 1 F 

東京 

東京中央支店 

03-3456-5213 

108-0073 

港区兰田 1-4-28 兰田国際ビル 1 F 

大森ぶお 

03-3764-0007 

140-0013 

品川区南大井 6-25-3 ビリーヴ大森ビル 8 F 

新橋支店 

03-3431-9868 

105 -00 に 

港区ち大門 2-5-5 住ちち大門ビル 5 F 

赤お支店 

03-5413-1701 

107-0052 

港区赤お 4-9-6 タク赤おビル 2 F 

兰田支店 

03-3452-6168 

108-0073 

港区王田 1-4-28 兰田国際ビル 1 F 

渋谷支店 

03-5458-3341 

150-0032 

渋谷区誦谷巧2番3号 COMS (コムス） 2 F 

新宿支店 

03-3352-8071 

160-0022 

新宿区新宿 4-2-18 新宿光風ビル 3 F 

池袋支店 

03-3985-3194 

170-0013 

豊島区東池袋 1-32-7 王井生命池袋ビル 4 F 

日本橋支店 

03-3297-0783 

104-0033 

中央区八了堀 4-5-8 ノワール八了堀 2 F 

江東支店 

03-3649-3230 

135-0016 

江東区東陽 2-2-20 住ち不動産東陽駅前ビル 1 F 

秋集原支店 

03-5821-2474 

111-0052 

台東区柳橋 2-19-6 秀巧柳橋ビル 8 F 

足立営業所 

03-3888-7151 

に 0-0034 

足立区千住 1-11-2 カーニープレイス千住 7 F 

神田支店 

03-3233-241 1 

101-0064 

千代田区猿楽巧 2-7-8 住ち水道橋ビル 8 F 

府中支化 

042-362-6833 

183-0036 

府中市日新巧 1-4-5 第六 MK ビル 1 F 

立 J 11支店 

042-527-2527 

190-0022 

立 J 11市錦巧 2-4-6 住ち生命立川ビル 3 F 

ル金井支店 

042-385-7666 

184-0013 

ル金井市前原巧 5-9-7 

神奈川 

神奈川支店 

045-314-7625 

220-0004 

横お市西区化幸 2-8-4 横巧西 ( HKN ビル 11 F 

横須賀営業所 

0468-27-3188 

238-0004 

横須賀市ノ」川1巧1 4- 1二、ソセイ横須賀センタービル1 F 

川崎営業所 

044-244-1083 

210-0011 

JI I 崎市" I 崎区富±見 1-6-3 TOK に0事務棟ビル 3 F 

巧模原支店 

042-746-6111 

228-0803 

巧模原市巧模大野 7-1-6 巧模大野第一生命ビル 4 F 

厚木支店 

046-225-041 1 

243-0018 

厚木市中巧四了目 16-21 プ□ミティあつぎビル5階 

平塚支店 

0463-21-4777 

254-0035 

平塚市宮の前 1-2 あいおい損保平塚第ービル 2 F 

藤が営業所 

0466-22-0204 

251-0055 

藤が市南藤が 17-10 コア湘南田村ビル 1 F 

ル田原営業所 

0465-35-6647 

250-0042 

ル田原市获達362第ニオギクボビル 1 F 

玉川支店 

044-814-1551 

213-0002 

J 11崎市高津区二子 5- 1 - 1高津ノ ークプラザビル 4 F 

新漏 

新漏支店 

025-243-2315 

950-0986 

新漏市神道寺南 2-4- 15 

長岡営業所 

0258-35-5217 

940-0034 

長岡市福住 2-3-6 ル林石ミ由ビル 

富山 

田山厂占 

076-442-2605 

930-0004 

富山市桜橋通り 1-18 住ち生命富山ビル 1 F 

黒部営業所 

0765-54-0447 

938-0031 

黒部市王日市字新光寺1880 -1 

高岡営業所 

0766 -25-42 に 

933-09 に 

高岡市丸の内 1-40 高岡商エビル 8 F 

石川 

金が支店 

076-223-3188 

920-0864 

金が市高岡巧 1-39 住ち生命金が高岡巧ビル 1 F 

ルネ公営業所 

0761-24-3782 

923-0926 

ルネ公市龍助巧36ルお東京ミ毎上日動ビルディング 3 F 

^=尾営業所 

0767-54-0298 

926-00 に 

Hi 尾市昭和巧5 1-2 

福井 

福井支店 

0776-54-6637 

918-8206 

福井市化四ツ居巧518 

山梨 

甲府支店 

055-226-7564 

400-0858 

甲府市相生 2-3-16 住ちミ毎上甲府ビル 3 F 

富±吉田営業所 

0555-23-9515 

403-0005 

富±吉田市上吉田3726ヤマナシ文具センタービル 2 F 
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都道府県名 

拠点名 

電話番号 

郵便番号 

所在地 

長野 

松本支店 

0263-27-7070 

399-0033 

松本市笛賀6096 -1 

岡谷営業所 

0266-24-4870 

394-0028 

岡谷市本巧 4-5- 18 

長野支店 

026-224-0050 

380-0824 

長野市南石堂巧に93清水長野ビル 1 F 

上田営業所 

0268-27-6336 

386-0032 

上田市諷訪形 5-1 豊成ビル 5 F 

飯田営業所 

0265-53-7043 

395-0815 

飯田市松尾常盤台 73- 10 

岐阜 

東濃営業所 

0572-55-4578 

509-5132 

±岐市泉巧大富26 1-8 

岐阜支店 

058-275-8801 

500-8367 

岐阜市宇佐南 3-4-7 

高山営業所 

0577-33-6524 

506-0021 

高山市名田巧 5-95-2 第3みたかビル 5 F 

中ミ農営業所 

0574-27-6431 

505-0041 

美ミ農力日茂市太田巧飛鹿1 927-2 

静岡 

静岡支店 

054 -202-6 に0 

422-8061 

静岡市駿河区森下町 1-35 静岡 MY タワー 2 F 

富±営業所 

0545 -64-673 己 

416-0944 

富±市横割 1-17-24 FC ビル 2 F 

沼津支店 

055-973-6001 

411-0906 

駿東那清水巧八幡 88-1 

浜お支店 

053-466-0205 

435-0047 

浜ネ公市原島巧111 

掛川営業所 

0537-23-2181 

436-0056 

掛川市中央 1-4-2 タウンビル 3 F 

愛巧 

名古屋支店 

052-264-7525 

460-0007 

名古屋市中区新栄 2-28-22 NEC を古屋ビル 5 F 

名西営業所 

052-442-7451 

490-1111 

ミ毎部報甚目寺巧大字甚目寺字山王22 
(株）シーエスイー山王ビル 

さ)南支店 

052-694-1031 

457-0862 

さ)古屋市南区内田橋 1-8-5 アートライフ-タケセイ 1 F 

半田営業所 

0569-22-2762 

475-0903 

半田市化□巧1 - 1 30- 1森田ビル 4 F 

ル牧支店 

0568-75-5594 

485-0029 

ノ」\牧市中央1 -27 1大垣共立銀行ノ」\牧支店ビル 4 F 

豊田営業所 

056日- 34- 1168 

471-0034 

豊田市ルお本巧 1-5-3 朝日生命新豊田ビル 4 F 

三ミ可支店 

0564-23-5020 

444-0044 

岡崎市康生通南 3-5 住ち生命岡崎第ニビル 1 F 

豊橋営業所 

0532-55-3063 

440-0084 

豊橋市下地巧瀬上83 

兰重 

王重支店 

059-227-1622 

514-0042 

津市新巧 3-2-1 

四日市営業所 

0593 -51-0425 

510-0075 

四日市市安島 1-5- 10 KOSCO 四日市西浦ビル 2 F 

伊賀上野営業所 

0595 -23-89 14 

518-0873 

伊賀市上野丸さ内128共立ビル 2 F 

滋賀 

滋賀支店 

077-525-3156 

520-0043 

大津市中央 4-5-4 BK ビル 

彥根営業所 

0749-24-1784 

522-0073 

彥根市旭巧 8-2 日 

八日市営業所 

0748-25-0680 

527-0022 

八日市市上之巧 2-7 ウイング八日市 3 F 

京都 

京都支店 

07己-8に-580日 

604-8804 

京都市中京区壬生巧城巧 24-1 古 j I 暗カビル 4 F 

京都南支店 

075-642-8021 

612-8414 

京都市が見区竹田段ノ j 11原巧 28- 1 
竹田駅前第ービル3階 

福巧山支店 

0773-23-6287 

620-0942 

福巧山市駅南巧 3-6 竹下厭南ビル 1 F 

舞鶴営業所 

0773-63-7236 

625-0036 

舞鶴市字浜160スクウェアービル大門 3 F 

亀岡営業所 

0771-25-7320 

621-0805 

亀岡市安巧中皇 1-2 スカイビル 7 F 

大阪 

大阪中央支店 

06-6264-2834 

541-0053 

大阪市中央区本巧 2-1-6 巧筋本巧センタービル 5 F 

寝屋川支店 

072-833-5284 

573-0094 

枚方市南中振 1-16-27 宅建八ウジングビル 6 F 

淀川支店 

06-6305-5444 

532-0011 

大阪市淀 j 11区西中島 1-11-16 住ち商事淀川ビル 3 F 

巧棚支も 

0726-73-5481 

569-0071 

高概市城化巧 1-5-25 高概 FJY ビル 2 F 

千里支店 

06-683 日-0017 

560-0083 

豊中市新千里西巧 1-2-2 住ち商事千里ビル南館 2 F 

東大阪支店 

0729-24-6780 

581-0803 

八尾市光町 1-61 嶋野•住ち生命ビル 7 F 

南大阪支店 

072-223-8595 

590-0075 

排市南花田□巧 2-3-2 日住ち生命排東ビル南館 4 F 

泉南支店 

0724-63-2190 

己 98-00 に 

泉佐野市高お東 1-10-37 泉佐野センタービル 8 F 

兵庫 

豊岡営業所 

0796-24-0331 

668-0043 

豊岡市お巧 15-1 幸栄ビル 1 F 

神戸支店 

078-332-5431 

650-0031 

神戸市中央区東巧126神戸シルクセンタービル 3 F 

姫路支店 

0792-89-2684 

670-0948 

姫路市化条宮の巧113 

明石支店 

078-914-0550 

673-0892 

明石市本巧二 T 目4番24号明石東京ミ毎上ビルディング 

奈良 

宗良支店 

0742-36-1161 

630-8001 

奈良市ま華寺巧2 19-1 

僵原営業所 

0744-23-6240 

634-0813 

僵原市四条巧 277-1 シェ-ホーム-ヤマ 2 F 

巧歌山 

巧歌山支店 

073-428-3222 

640-8154 

和歌山市六番 T 5 和歌山第一生命ビル 

鳥取 

鳥取営業所 

0857-25-6322 

680-0845 

鳥取市富安 2- 159义本ビル 4 F 

米子営業所 

08朗 -22-8280 

683-0805 

米子市西福原 2- 1 - 1 YNT 第10ビル2階 

島根 

山陰支店 

0852-21-0988 

690-0049 

ネ公ミエ市袖師巧 2-38 NKT ビル 7 F 

浜田営業所 

0855-22-6092 

697-0033 

浜田市朝日巧 70-5 朝日第2ビル 1 F 
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都道府県名 

拠点名 

電話番号 

郵便番号 

所在地 

岡山 

岡山支店 

086-246-9606 

700-0976 

岡山市辰已1 9- 102 

倉敷営業所 

086-426-1371 

710-0057 

倉敷市昭和 2-4-6 住ち生命倉敷ビル 2F 

津山営業所 

0868-28-2649 

708-0872 

津山市平福 181-15 アスクラボ（株）本社ビル 3F 

広島 

広島支店 

082-248-4222 

730-0042 

広島市中区国泰寺巧 2-5-11 西橋屋ビル 4F 

吳営業所 

0823-21-5129 

737-0051 

吳市中央 1-6-9 センタービル吳駅前 6F 

東広島営業所 

082-422-641 1 

739-0003 

東広島市西条巧大字±与丸441 - 1 

王次営業所 

0824 -63-3 186 

728-0013 

王次市十日市東 6 - 13- 14 

福山支店 

084 -931-8907 

720-0973 

福山市延広巧 1-2 明治安田生命福山駅前ビル 8F 

備後府中営業所 

0847 -46-483 己 

726-0003 

府中市元巧 423-8 日広電機工業元巧ビル 1F 

尾道営業所 

0848-22-3736 

722-0037 

尾道市西御所巧 14- 15第六堀田ビル 4F 

山 □ 

山□支店 

083-973-1858 

754-0011 

吉敷報ル報巧御幸巧 4-9 山陽ビルル報 1F 

周南営業所 

0834 -31-4 114 

745-0063 

周南市今住巧 3- 18 

岩国営業所 

0827-22-9534 

740-0018 

岩国市麻里布巧 1-5-26 岩国通運ビル 2F 

下関営業所 

0832-57-2939 

751-0877 

下関市秋根東巧 8 - 1日トワムールエクスビル 3F 

徳島 

徳島支店 

088-622-1270 

770-0852 

徳島市徳島巧 2-19-1 あいおい損保徳島第ービル 4F 

罰II 

高松支店 

087-833-1771 

760-0008 

高松市中野巧 29-2 NEC 四国ビル 7F 

丸亀営業所 

0877-23-8563 

763-0034 

丸亀市大手巧 3-5-18 ジブラルタ生命丸亀ビル 7F 

愛媛 

ネ公山支店 

089-945-4145 

790-0878 

ネ公山市勝山巧 1-19-3 青木第ービル5 F 

八幡浜営業所 

0894 -24-6 158 

796-0010 

八幡浜市江戸岡一了目 4-6 江戸岡ビル 2F 

宇巧島営業所 

0895-25-1000 

798-0032 

宇巧島市恵美須巧 2-4- 14井上ビル 

今治営業所 

0898 -31-5741 

794-0063 

今治市片山 1-2-20 

新居浜支店 

0897-34-4774 

792-0003 

新居浜市新田巧 3-2 住ち商事新居浜ビル 5F 

川之ミI営業所 

0896 -58-6208 

799-0113 

四国中央市妻鳥巧1010番地8共和ビル102号室 

高巧 

高巧支店 

088-883-8884 

780-0872 

高巧市ち井流 70-5 マノワールち井流 

福岡 

福岡支店 

092-472-2853 

8に-0004 

福岡市博多区厦田 2-3-27 STS 第ニビル 3F 

福岡中央営業所 

092-472-2853 

812-0004 

福岡市博多区廈田 2-3-27 STS 第ニビル 3F 

博多営業所 

092-472-2853 

8に-0004 

福岡市博多区厦田 2-3-27 STS 第ニビル 3F 

福岡東営業所 

092-472-2853 

8に-0004 

福岡市博多区廈田 2-3-27 STS 第ニビル 3F 

化九州支店 

093-522-0581 

802-0014 

化九州市ル倉化区砂津 1-5-34 ル倉興産23号館 4F 

飯塚営業所 

0948 -24-09 19 

820-0005 

飯塚市新飯塚 13- 11化代ビル 2F 

义留米支店 

0942-44-5298 

839-0809 

义留米市東合川 2-4-29 

大牟田営業所 

0944 -51-2655 

836-0843 

大牟田市不知义巧 2-7-1 中島物産ビル 5F 

佐賀 

佐賀支店 

0952 -31-9301 

849-0937 

佐賀市鍋島 3-2- 19 

佐賀西営業所 

0954-22-6567 

843-0022 

武雄市武雄巧大字武雄5014 -1 東洋リーセントビル己 F 

長崎 

長崎支店 

095-838-4442 

850-0134 

長崎市田中巧 586-7 

佐世保営業所 

0956-22-2779 

857-0043 

佐世保市天満巧 3-23 

諫早営業所 

0957-23-0471 

854-0016 

諫早市高城巧 5- 15諫早商工会館 5F 

熊本 

熊本支店 

096-383-6777 

862-0925 

熊本市保田莲本巧 1-40 

大分 

大分支店 

097-503-2555 

870-0921 

大分市获原 4-9-65 

中津営業所 

0979-23-1182 

871-0058 

中津市豊田巧 2-423-1 日6 BILL 己 F 

宮崎 

宮崎支店 

0985-27-4477 

880-0806 

宮崎市広島 1-18-7 大同生命宮崎ビル 9F 

延岡営業所 

0982-35-7545 

882-0847 

延岡市旭巧 3-1-1 

旭化成ネットワークス（株）本社棟 1F 

都城営業所 

0986 -23-4821 

885-0021 

都城市平ミI巧13街区15富±义災海上保険ビル 3F 

鹿児島 

鹿児島支店 

099-285-2266 

890-0062 

鹿児島市与次郎 2-4-35 KSC 鴨池ビル 1F 

出水営業所 

0996-62-8922 

899-0202 

出水市昭和巧 13-1 第二丸义ビル 2F 

沖縄 

沖縄支店 

098-876-2788 

901-2132 

浦添市伊祖 2-7-1 1 
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用語解説 


CS シリーズに関する用語について解説します。 

anonymous FTP 

FTP (File Transfer Protocol ) の利用方まのひと 
つで、 FTP サーバをインターネット上で公開 
し、誰でも使用できるようにしたもの。利用者 
は特定のアカウントを持たない置をでちサーバ 
にアクセスすることができる。 

BIOS(Basic Input Output System) 

基本的な入化力を行うプ□グラムのこと。 

CGI (Common Gateway interface) 

Web サーバの HTML 文書から外部プ□グラムを 
呼び化すための仕掛け。 Web サーバ機能をさま 
ざまな用途に拡張できる。 

DHCP(Dynamic Host Configuration Protocol) 

ネットワークに接続されたを端末は IP アドレ 
ス、 DNS サーバなど、各種の設をを行う必要が 
ある。 

これらに関する情報を DHCP サーバに登録して 
おくと、 LAN ポートに接続された機器の設をを 
DHCP サーバが自動的に行う。 

DNS(Domain Name System) 

ネットワーク上のマシンのを前と IP アドレスを 
ネ目互に変換するシステム。 

覚えにくい IP アドレスを使わずに、マシンをで 
あるドメインさ)(例えば www . nec . co . jp ) を使つ 
て通信を可能にする。 

DNS ソフトウェアはネームサーバとリゾルバと 
呼ばれる二つの機能を持つ。 

ネームサーバは、ドメインネームと IP アドレス 
を管理するデータベースにアクセスし、マシン 
をと IP アドレスを変換する機能を持つ。 
リゾルバはクライアントの要求に応じて、ネー 
ムサーバに間い合わせを行う機能である。代表 
的な DNS ソフトウェアじ、目 IND がある。 

Ethernet(-*T イーヴネット」） 

FQDN(Fully Qualified Domain Name) 

TCP / IP ネットワーク上で、ドメインをやサブ 
ドメインを、ホストをを省略せずにすベて指を 
した記述形式のこと。 


FTP(File Transfer Protocol) 

TCP / IP ネットワークでファイルを転送するた 
めじ使われるプ□トコル、またはプ□グラムを 
指す。 FTP でファイルを転送するには、通常は 
ユーザーをとパスワードが必要であるが、 
anonymous (匿名)の意□ホ）というユーザさ)で、 
誰でも使用できる FTP サーバちあり、これは、 
anonymous FTP サーバと呼ばれる。 

HTML(Hype「Text Markup Language) 

Web サーバで公開する情報を記述するための言 
語。文字や画像を結び合わせた八イパーテ羊ス 
卜文書を作成できる。 

HTML を記述するには、文書の論理構造を、夕 
グと呼ぶ記号を使って示さなければならない 
が、現在は HTML を簡単に作成するツールが数 
多く存在している。 Web ブラウザは、 Web サー 
パ上にある HTML ファイルを実際に表示するソ 
フトウェアである。 Web サーバにアクセスする 
には 、 URL (Uniform Resource Locator ） 、例 
えば rhttp :// www . nec . co . jp /」 を指定する。 

HTTP(Hype「Text Transfer Protocol) 

Web サーバと Web ブラウザがファイルなどの情 
報をやり取りするためのプ〇トコル。 

iCAPCInternet Content Adaptation Protocol) 

インターネ 、ソ ト上を流れるデータの変更やス 
キャニングを可能にするオープンプ〇トコル。 
本製品では、 URL フィルタリングソフト 
rinterSafe 」 のに AP 版に対応しています。 

に Pdnternet Cache Protocol) 

车ャッシュサーバが他サーバへ羊ャ 、ソ シュデー 
夕の有無を磕認するためのプ〇トコル。 

隣接プ□キシがを在する場合に使われます。 

IP(lnternet Protocol) 

ネットワーク間でのデータの中継経路をま定す 
るためのプ□トコル。通信プ□トコルの体系に 
おいて、 TCP と IP は非常に重要なので、これら 
二つを合わせて TCP / IP とも呼ばれる。 
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IPdnternet Protocol) アドレス 

TCP / IP 通信においてネットワーク上のを端末 
の位置を特をするために使用される32ビットの 
アドレス。通常は8ビットずつ4つに区切って0 
〜255.0〜255.0〜255.0〜255という10進数 
の数字列で表される。ルータは IP アドレスを複 
数持つ。 

例）130.158.60 .5 

LAN (Local Area Network) 

同ーフ□アーや敷地内の比較的小さな規模の 
ネットワークのことをいう。 

LDAP(U 呂 htwei 呂 ht Directory Access Protocol) 

ディレクトリデータベースにアクセスするため 
のプ〇トコル。 

本製品では、 Ldap 認証サービスを使用可能で 
す。 

Linux 

LinusTorvalds 巧を中ムに、世界中の開発者が 
インターネットを利用して、ネ目互に協力しなが 
ら開発-保守している UNIX 互換 0 S 。 

Management Console 

キャッシングシステムで使用する Web ブラウザ 
による運用管理(システムのを種設をおよび状態 
磕認）ツールのさ)称。 Web-based Manage ¬ 
ment Console の略称として WbMC と表記する 
ことちある。 

MIME(Multipurpose Internet Mail Extention) 

インターネットを介してさまざまなデータを送 
るための拡張仕様。 

PING(Packet InterNet Groper) 

ある端末から他の端末への接続が正常に行える 
かどうかを試験するプ□グラム。 

POP (Post Office Protocol) 

TCP / IP のアプリケーションプ日トコルの一つ 
で、クライアントがサーバからメールを取得す 
るときに用いられるプ〇トコル。 

RadiusCRemote Authentication Dial In User 
Service) 

ダイヤルアップユーザの認証システム。 
アクセスサーバとの間で認証用のユーザ ID やパ 
スワ ー ドをやり取りする際には MD 5 を使った独 
自の方式を用いる。 

本製品では、 Radius 認証サービスを使用可能で 
す。 


SMTP(Simple Mail Transfer Protocol) 

TCP / IP のアプリケーションプ日トコルの一つ 
で、電子メールの配送のためのプ□トコル。 

SS し (Secure Socket Layer) 

Web サーバが信頼できるものかの認証を行った 
り、 Web ブラウザのフォームから送信する情報 
を暗号化するためじ用いられる技術。 SSL を用 
いるじは、 Web サーバに秘密鍵と証明書を設を 
する必要がある。証明書はベリサインなどの認 
証局じ署をしてもらうものと、自己署名のもの 
があるが、前者を用いるとサーバ認証と暗号化 
が、後者を用いると暗号化のみが有効じなる。 

TCP(Transmission Control Protocol) 

事実上インターネット標準となっている TCP / 
1ドプ0トコルの基礎をなすプ〇トコル。 IP の上 
位プ□トコルとして位置づけられ、 IP がコネク 
ションレス型の配送サービスだけを提供するの 
に対して、 TCP はコネクション型の配送サービ 
スを提供する。 

TCP/IP(T「ansmission Control Protocol/Internet 
Protocol) 

インターネットの標準通信プ〇トコル。 TCP を 
IP はそれぞれ固有のプ□トコルをだが、一般に 
UDP ( Use「Datagram Protocol ) などを含めたプ 
□ トコル群を TCP / IP と総称することが多い。 
TCP を使う代表的なネットワーク機能には、 
HTTP 、 FTP などがある。 UDP を使う代表的な 
ネットワーク機能じは、 DNS などがある。 

Telnet (Telecommunication Network) 

TCP / IP で接続されたコンピュータに遠隔地か 
ら□グインするためのサービス、またはプ□グ 
ラムを指す。インターネットに接続された特を 
のコンピュータじ接続し、そのコンピュータを 
遠隔操作する目的で使われるちの。 

イーサネット (Ethernet) 

米ゼ□、ソクス社、米 DEC 社、米インテル社の3 
社が共同開発した LAN のを称。 

インターネット 

ほぼ全世界にまたがるコンピュータネ、ソトワー 
クの集合体。元々は、 UNIX の LAN を相互接続す 
ることで形成されたきた。現在ではパソコン 
LAN とも接続しており、巨大な通信インフラと 
なった。 

インターネットへの接続には、専用線じよる IP 
接続、ダイヤルアップ接続などの方法がある。 
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イントラネット 

インターネットの技術を企業内の通信基盤に取 
り入れた形態。 

キャッシュ 

データを高速にアクセスするために、直前に利 
用したデータを一時的に格納しておく場所のこ 
と。八ードウエアで実現されている場合と、ソ 
フトウエアで実現されている場合の両方があ 
る。 

クライアント 

ネットワークにおいてサーバに対し、情報の提 
供などの何らかのサービスを要求し、その返答 
を受ける機器またはアプリケーシヨンの総称。 

サーバ 

ネットワークにおいてクライアントに対し、何 
らかのサービスを提供する機器のことをいう。 
提供するサービスごとに、ファイルサーバ、 
DNS サーバといったを称で呼ばれる。 

サブネット 

IP アドレスの範囲内で管理者は自分の管理する 
ネットワークをサブネ、ソトマスクを使用して、 
いくつかのルネ、ソトワークに分割することがで 
きる。こうしてできたルネットワークを、サブ 
ネットと呼ぶ。 

サブネットマスク 

IP アドレスにはネットワークの情報と端末の情 
報が含まれているが、 IP アドレスのうちどこま 
でがネットワークの情報で、どこからが端末の 
情報かを識別するために用意されているもの。 
IP アドレス同様に〇〜255.0〜255.0〜255.0〜 
255という10進数の数字列で表される。また、 
これの値で管理者はサブネットを設をすること 
ができる。例えば、サブネットマスク 
「255. 255. 255.0」は、8ビットの2進数では 
11111111 . 11111111 . 11111111.00000000 
となる。 IP アドレス192.168.60 .5 のうち1で覆 
われている部分がネットワークを、0の部分が 
ネットワーク内の端末を表す。この場合、 
192.168 .60.0 がネットワークを、5はその中の 
端末のことを表す。 


システム運用管理 

構築したシステムが円滑に稼働するよう継続的 
じ保守を行っていくこと。 

八ードやソフトの障害を橫化して復旧する障害 
対策、八ードの配置やディスクの空き容量を管 
理する構成管理、トラフィックやプ□セスの使 
用率を管理する性能管理、パスワードやアクセ 
ス権を制御するセキュリティ管理などがある。 

ストリーミング 

サーバに あるサウンド データ や動画 データを 
ネットワーク経由でダウン□ー ドしながら順次 
再生することを可能にする技術。主なものにリ 
アルネ、 ソ トワークスの RealVideo やマイク□ソ 
フトの Windows Media Technology 、 アップ 
ルの QuickTime などがある。 

デフォルトゲートウェイ 

IP パケットを他のネットワークへ転送するとき 
に使用する回送先。接続しているネットワーク 
上にないホスト（ルータを超えた他のホスト）と 
のデータの送受信をする際に複雑な経路制御を 
特をのホストに任せる方式において r 特をのホス 
卜」のことをデフォルトゲートウェイと呼ぶ。 

ドメイン 

大規模なネットワークを論理的なグループに分 
割して、個々のコンピュータやユーザーを識 
別-管理するための概念。 

インターネットの世巧では、 IP アドレスに対応 
してがけられるを前の範囲をドメインと呼ぶ。 
IP アドレスとドメインをは DNS サーバが対応づ 
ける。 LAN / WAN の世界では 、 Windows 2000 
サーバなどのネットワーク管理単位をドメイン 
と呼ぶ。 

ネームサーバ 

ネッ ト ワーク内で ユーザーを や コンピュータを 
に関する情報を提供するサーバ。代表的なもの 
として DNS サーバなどがある。 

ノ、。ケット 

LAN や通信回線を介して、デジタルデータを伝 
送する際に、データをある一定長の固まりに区 
切って、宛先などの情報を力日えたもの。 

パケットフィルタリング 

パケットじ含まれた送信元などの情報を基に、 
そのバケッ トを通過させてよいかどうかの選別 
を行うセ丰ュリティの手段。 


用語解説 
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フアイアウ オール 

インターネットと LAN との間に配置することで 
データ通信を管理し、外部からの不正アクセス 
から内部のネットワークを保護するシステムや 
役割をさす。 

ブラウザ 

インターネットのホームページを見るためのソ 
フト。 

ネ、ソトスケープ-コミュニケーションズ社の 
ネットスケープ-ナビゲーターや、マイク□ソ 
フト社のインターネット-エクスプ□ーラな 
ど。 

プ□キシ 

インターネット環境で、クライアントからの要 
求を受けると、クライアントに代わってサーバ 
にアクセスし、サーバから受け取ったデータを 
クライアントに転送するソフトウエア。 

クライアントが気ががかずに動作する場合を特 
じ、透過プ□车シと呼ぶ。 

セ羊ュリティの向上と、ネットワーク負荷の集 
中を避ける(キャッシング機能の)ためじ使用さ 
れる。 

プロトコル 

ネ 、ソ トワークを介してデータを巧換するための 
取り巧め。通信規約。 

通信ケーブルの種類などの物理的な親をから、 
アプリケーションプ□グラムへのデータの受け 
渡し方まの親をまで、さまざまなレベルのプ〇 
トコルがある。 

プ□バイダ 

商用インターネット接続サービス業者のこと。 
正式には、インターネットサービスプ□バイダ 
( ISP)o 

ポー ト番号 

TCP や UDP で通信相手を特をするためじ用いら 
れる識別子。 

ホスト名 

ネットワーク全体の管理、または制御を行うコ 
ンピュータにがけられたを前。 

ルータ 

複数のネットワークをネ目互に接続するための通 
信装置の一つ。 

インターネットは TCP / IP を使うネットワーク 
同±がルータで結ばれた巨大なネットワークで 
おる。 


□グ 

コンピュータの利用状況やデータ通信の記録を 
取ること。 

また、その記録。操作やデータの送受信が行わ 
れた日時と、行われた操作の内容や送受信され 
たデータの中身などが記録される。 
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記号 

3.己インチフ□、ソピーディスクドラ 
ィブ25 

A 

ACT/LINK ランプ25, 26, 31 
ACU 201 

Adaptec Storage Manager - 
Browser Edition 210 

Advanced 179 

Advanced Chipset Control 184 

Advanced Processor Options 
178 

Array Configuration Utility (ACU) 
201 

B 

BMC Online Update 143 
Boot 192 

c 

CARP 66 

CD トレーイジェクトボタン 2 己 
Club Express 251 
CMOS メモリコンフィグレーシヨン 
ジャンパ28 

CMOS メモリのクリア19己 
CONNECT トラフィック制限64 
CONNECT メソッド64 
Console Redirection 190 
CPU/ メモリ使用状ミ兄 
CPU ファン27 
CPU ファンコネクタ28 
CS シリーズ3 

D 

DianaScope 142 

DianaScope オンラインドキュメン 
卜 xxvi 


DIMM 160 

DIMM ソケット28 

DISK ACCESS ランプ2己，31 

Disk Utilities 209 

DNS 設定 63 

DNS 名チェック 63 

DNS'J トライ間隔些 

DNS'J トライ数69 

Dual Channel メモリモード161 

DVD-ROM ドライブ25, 39 

E 

ESMPRO/ServerAgent 49,145 
ESMPRO/ServerManager 145 
EventLog Configuration 191 
Exit 193 

EXPRESSBUILDER(SE)126 

EXPRESS 目 UILDER (SE) CD-ROM 
8 

F 

FDISK 130 
FQDN 64 

FTP の PASV モード 69 
FTP のパスワード 69 
FTP プ□キシ設定 62 
FW シリーズさ 

H 

HDD LED 28 

HTTP 応答コード橫化83 

HTTP ポート番号6日，67 


I/O Dev に e Conriguration 182 
I/O ポートアドレス198 
に P —時停止までの連続タイムアウ 
卜数些 

に P 再開最大待ち時間6日 


に P 要求最大待ち時間些 
に P ポート番号67 
に P ポート番号設定些 
IDE っネクタ28 

InterScan WebManager 設定86 
InterSec シリーズとは2 
InterSec シリーズについて1 
IP アドレス46 
IP フィルタリング6 

L 

LAN コネクタ26 
LB シリーズ3 
LDAP 81 

M 

Main 176 

Management Console (こつし^て 
56 

Memory Configuration 180 
MW シリーズ 5 

N 

NEC 8 番街 251 
NMI(DUMP) スイッチ 2 己 
ntpd 98 

P 

PCI Configuration 181 

PCI ボード 164 

PCI ライザーカード 27 

PCI ライザーカードス□、ソト些 

POWER スイ、ソチ25, 36 

POWER ランプ2日，29 

R 

RADIUS 81 
RAID0 199 



索 

引 
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RAD 1199 

RAD 情報のセーブ / リストア 129 
RAD のコンフィグレーション199 
RAID の保守と管理210 
Read 要求最大待ち時間些 
RESP-TIME 66 
ROM - DOS 起動ディスク130 
ROUND-ROBIN 66 

S 

Samba 118 
Security 18己 
Server 187 
SETUP 169 
Sma け円 Iter 88 
SNMP 99 
snmpd 99 

SPEED ランプ26, 31 
STATUS ランプ 2 日，驾 
System Management 189 

T 

telnetd 100 

u 

UID スイ、ソチを， 42 
UID スイ、ソチ/ UID ランプ 26 
UID ランプ25, 31, 42 
URL フィルタリングを 

V 

VC シリーズ 5 
Via ヘッダ 69 

w 

WCCP 設定 62 

Web サーバ設定 63 

Web サーバ接続最大待ち時間些 

wpad-httpd 101 

WPAD サーパ101 


ア 

アクセス可能待ち受け IP 些 
アクセス制御設定；^ 

アクセスランプミ王 
アクセス□グ取得110 
新しいパスワード4己 
アップデートモジュール103 
アラートの確認232 
安全上のご注意兰 
安全にかかわる表示 iii 

-r 

移動2^ 

イニシャライズ208 

インストール/初期導入設定用ディ 
スク8, 241 

ク 

運用管理機能を 

I 

エアダクト27 

エクスプレス受付センター251 
エクスプレス通報サービス146 
エラーぺージ言語選択鮮 
エラーメッセージ236 
エラーメッセージ設定(拒否）莖 
エラーメッセージ設定(警告）当 

才 

オフライン保守ユーティリティ 

129, 130,137 
親プ□キシ設定些 
オンラインアップデート 
234, 48,102 

オンラインドキュメント xxvi 

力 

を種 BIOS / FW のアップデート 
131,132 

確認再入力4己 


各部のさ)称24 

管理 PC のセットアップ已〇 

管理者パスワード45,110 

丰 

キース□、ソ ト2己 
記号 iv ， XV 
機能を 
基本設定^ 

基本的な操作 

キャッシュサーバ設定61, 63 
キャッシュデータ削除 114 
キャッシュ有効時間四 
強制イジェクトホール25, 40 
強制電源 OFF 

ク 

クライアント IP アドレス制限64 
クライアント IP の通知68 
クライアント制限聲 
クライアント設定叫 
クライアント接続維持時間雌 
クリーニング233 
クリア194 

ヶ 

警告ラベル xi 
経路情報 

□ 

コアナット16 

故障かな？と思ったときは2^ 
コミュニティ 99 
ゴム足21 

コンソールレスメニュー132 

ヴ 

サーバ種別設定^，四 
サーバの持続性63 
サービス9日 
再インストール己2 
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再起動 

再セットアップ50 
最大キャッシュサイズ些 
最大クライアント接続維持時間些 
サイトカスタマイズ91 
サ ブネ、ソ トマスク46 
サポートディスクの作成130 
サポートブラケット 

シ 

時刻同期がミ兄の確認莖 
時刻同期ホスト追加^ 

時刻設定 m 
時刻調整98 

システム 106 

システム目 IOS のセットアップ169 
システム情報^ 

システム情報の確認244 
システム情報のバックアップ49 
システム彰断129,139 
システム停止106 

システムの 拡張と コンフィ グ レー 
シヨン 147 

システムの管理己己 
システムの再インストール52 
システムの再起動106 
システムのセットアップ43 
システムの停止106 
システムファンコネクタ28 
システムマネージメント機能130 
修理248 

手動インストール 104 
使用上のごを意 iii 
障害時の対処23己 
詳細設定^ 

譲ミ度^ 

情報サービス251 
初期導入設定情報^ 

シリアル ATA コネクタ28 
シリアルポート A(COM A ) コネクタ 
26 

シリアルポート B(COM B ) コネクタ 
25 


ス 

スケジュールダウン□ー ド 
6, 60, 77 

ステータス ランプの確認232 
ストライピング199 
スピーカ 28 

セ 

静的バイパス83 
静電気対策 

セ カンダリ ネームサーバ 46 
セキュリティ設定的 
セキュリティモード己7 
設置 

設定情報ファイルの作成132 
セットアップ44 
セットアップの手順47 
接続先制限^ 

接続(こついて32 

ソ 

その他109 

夕 

卓上への設置 

ッ 

ツールメニュー 133 

ディスク使用状ミ兄 
デバッグ□グ出力69 
デフォルトゲートウェイ46 
電源コネクタ舉，些 
電源ユニット27 


同期ホスト98 
統計情報表示機能6 


動作条件の設定；^ 

動的バイパス83 
特長う 

ドライブベイ127 
ドライブベイ2 27 
トラップ送信先一覧 
トラブルシューティング237 
取り扱い上のごを意 xii 
取り付け/取りかしの準備150 
取り付け/取り外しの手順哩 

ナ 

さ)前解み彭断 107 

日常の保守232 
認証設定^ 

認証トラップ99 

ネ 

ネットワーク109 
ネットワーク管理エージ ェト 99 
ネットワーク設定画面46 
ネットワーク接続状ミ兄 
ネットワーク利用状ミ兄 

ノ、 

ハードウェアの取り扱いと操作9 
八ードディスクドライブ1己4 
廃棄 xix 

バイパス設定83 
はじめに xiv 
パスワード6日，67 
パスワード確認6日，67 
パスワード設定画面4己 
バックアップ116, 232 
バックアップ CD-ROM 8 
パッケージ102 
パッケージの一覧10己 
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ヒ 

ヒートシンク 
ビープ音236 
非キャッシュ設定；^ 

日付-時刻^ 

フ 

ファーストコンタクトセンター 

251 

フィルター選択当 
フォワードキャッシュ己 
フォワードプ□キシ61 
付属品 xvii 

プライマリネームサーバ竺 
プ□キシ己9 

プ□キシアクセス統計108 
プ□キシサーバ60 
プ□キシサーバ状態表示 114 
プ□キシサーバの状態60 
プ□キシサーバの設定61 
プ□キシ選択方式些 
プ□キシ転送設定；^ 

プ□セス実行状ミ兄^ 

プ□セ、ソサソケット28 
フ□、ソピーディスクドライブ 5 Z 
フ□、ソピーディスクドライブコネク 
夕28 

フ□ントパネルコネクタ28 
フ□ントパネルボード27 
フ□ントベセル2己 
フ□ントべゼル35 

ホ 

保管24己 
補修用部品2^ 

保守•管理ソフトウェア125 
保守-管理ツール244 
保守サービス249 
保守用パーティションの設定130 
保守用パスワード114 
保証2^ 

ホスト名6日，67 
ホストさ) （ FQDN ) 46 


ポリシー設定莖 
本書(こついて XV 
本書の構成 xvi 
本書の再購入^ 

本体の固定20 
本体の取り付け 

7 

マウントブラケット1己 
マウントホルダー1己 
マザーボード27, 28 

マスターコント□ールメニュー 

134, 243 


ミラーリング199 

メ 

名称24 
メモリ2ス160 

IL 

ユーザーサポート247 
ユーザー登録 xxvi 
ユーザカテゴリ設定莖 
ユーザを65, 67 

ライザーカード16己 
ラックへの設置12 
ランプ表示当 

U 

リストア116,124 
リスト設定；^ 

リセット194 

リセ、ソトスイ、ソチ2己 
リチウム電池 xix 
リチウムバツテリ 
リバースキャッシュ己 


リバースプ□キシ63 
リビルド218 

リモートマネージメントカード27 
リモートマネージメントカードコネ 
クタ28 

リモートマネージメントカードの初 
期設定131 
リモート□グイン100 
麟接プ□キシ設定皆 

レ 

冷却ファン27 

レスポンスボディサイズの上限值 
69 

連携サーバのコンテンツをキヤ、ソ 
シュ6己，67 

□ 

□グ管理111 

ワ 

割しみライン197 
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The BSD Copyright 


Copyright © 1991 ， 1992, 1993, 1994 

The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following 
conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer 
in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgement: 

This product includes software developed by the University of California, Berkeley and its contributors. 

4. Neither the name of the University nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived 
from this software without specific prior written permission. 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR 
IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL 
THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF 
SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) 
HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


GNU GENERAL PUBLIC LICENSE 
Version 2, June 1991 

Copyright (C)1989, 1991 Free Software Foundation, Inc. 

59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 
Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license document, but changing it is not allowed. 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and change it. By contrast, the GNU General 
Public License is intended to guarantee your freedom to share and change free software—to make sure the software is free for all 
its users. This General Public License applies to most of the Free Software Foundation's software and to any other program 
whose authors commit to using it. (Some other Free Software Foundation software is covered by the GNU Library General 
Public License instead.) You can apply it toy our programs, too. 

When we speak of free software, we are referring to freedom, not price. Our General Public Licenses are designed to make 
sure that you have the freedom to distribute copies of free software (and charge for this service if you wish), that you receive 
source code or can get it if you want it, that you can change the software or use pieces of it in new free programs; and that you 
know you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid anyone to deny you these rights or to ask you to surrender the 
rights. These restrictions translate to certain responsibilities for you if you distribute copies of the software, or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of such a program, whether gratis or for a fee, you must give the recipients all the rights 
that you have. You must make sure that they, too, receive or can get the source code. And you must show them these terms so 
they know their rights. 

We protect your rights with two steps:(l) copyright the software, and (2) offer you this license which gives you legal 
permission to copy, distribute and/or modify the software. 

Also, for each author's protection and ours, we want to make certain that everyone understands that there is no warranty for 
this free software. If the software is modified by someone else and passed on, we want its recipients to know that what they 
have is not the original, so that any problems introduced by others will not reflect on the original authors' reputations. 

Finally, any free program is threatened constantly by software patents. We wish to avoid the danger that redistributors of a 
free program will individually obtain patent licenses, in effect making the program proprietary. To prevent this, we have made 
it clear that any patent must be licensed for everyone's free use or not licensed at all. 


The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow. 


GNU GENERAL PUBLIC LICENSE 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION 


0. This License applies to any program or other work which contains a notice placed by the copyright holder saying it may be 
distributed under the terms of this General Public License. The "Program", below, refers to any such program or work, and a 
"work based on the Program" means either the Program or any derivative work under copyright law: that is to say, a work 
containing the Program or a portion of it, either verbatim or with modifications and/or translated into another language. 
(Hereinafter, translation is included without limitation in the term "modification".) Each licensee is addressed as "you". 

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by this License; they are outside its scope. The act 
of running the Program is not restricted, and the output from the Program is covered only if its contents constitute a work based 
on the Program(independent of having been made by running the Program). Whether that is true depends on what the Program 
does. 

1.You may copy and distribute verbatim copies of the Program's source code as you receive it, in any medium, provided that 
you conspicuously and appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice and disclaimer of warranty; keep 
intact all the notices that refer to this License and to the absence of any warranty; and give any other recipients of the Program a 
copy of this License along with the Program. 


You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your option offer warranty protection in 
exchange for a fee. 


2. You may modify your copy or copies of the Program or any portion of it, thus forming a work based on the Program, and 
copy and distribute such modifications or work under the terms of Section 1 above, provided that you also meet all of these 
conditions: 


a) You must cause the modified files to carry prominent notices stating that you changed the files and the date of any 
change. 

b) You must cause any work that you distribute or publish, that in whole or in part contains or is derived from the Program 
or any part thereof, to be licensed as a whole at no charge to all third parties under the terms of this License. 

c) If the modified program normally reads commands interactively when run, you must cause it, when started running for 
such interactive use in the most ordinary way, to print or display an announcement including an appropriate copyright notice 
and a notice that there is no warranty (or else, saying that you provide a warranty) and that users may redistribute the 
program under these conditions, and telling the user how to view a copy of tnis License. (Exception: if the Program itself is 
interactive but does not normally print such an announcement, your work based on the Program is not required to print an 
announcement.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable sections of that work are not derived from the 
Program, and can be reasonably considered independent and separate works in themselves, then this License, and its terms, do 
not apply to those sections when you distribute them as separate works. But when you distribute the same sections as part of a 
whole which is a work based on the Program, the distribution of the whole must be on the terms of this License, whose 
permissions for other licensees extend to the entire whole, and thus to each and every part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to work written entirely by you; rather, the intent is 
to exercise the right to control the distribution of derivative or collective works based on the Program. 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Program with the Program(or with a work based on the 
Program) on a volume of a storage or distribution medium does not bring the other work under the scope of this License. 

3. You may copy and distribute the Program (or a work based on it, under Section 2) in object code or executable form under 
the terms of Sections 1 and 2 above provided that you also do one of the following: 

a) Accompany it with the complete corresponding machine-readable source code, which must be distributed under the terms 
of Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for software interchange; or, 

b) Accompany it with a written offer, valid for at least three years, to give any third party, for a charge no more than your 
cost of physically performing source distribution, a complete machine-readable copy of the corresponding source code, to be 
distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for software interchange; or, 

c) Accompany it with the information you received as to the offer to distribute corresponding source code. (This alternative 
is allowed only for noncommercial distribution and only if you received the program in object code or executable form with 
such an offer, in accord with Subsection b above.) 


The source code for a work means the preferred form of the work for making modifications to it. For an executable work, 
complete source code means all the source code for all modules it contains, plus any associated interface definition files, plus 
the scripts used to control compilation and installation of the executable. However, as a special exception, the source code 
distributed need not include anything that is normally distributed (in either source or binary form) with the major components 
(compiler, kernel, and so on) of the operating system on which the executable runs, unless that component itself accompanies 
the executable. 

If distribution of executable or object code is made by offering access to copy from a designated place, then offering equivalent 
access to copy the source code from the same place counts as distribution of the source code, even though third parties are not 
compelled to copy the source along with the object code. 


4. You may not copy, modify, sublicense, or distribute the Program except as expressly provided under this License. Any 
attempt otherwise to copy, modify, sublicense or distribute the Program is void, and will automatically terminate your rights 
under this License. However, parties who have received copies, or rights, from you under this License will not have their 
licenses terminated so long as such parties remain in full compliance. 


5. You are not required to accept this License, since you have not signed it. However, nothing else grants you permission to 
modify or distribute the Program or its derivative works. These actions are prohibited by law if you do not accept this License. 
Therefore, by modifying or distributing the Program (or any work based on the Program), you indicate your acceptance of this 
License to do so, and all its terms and conditions for copying, distributing or modifying the Program or works based on it. 

6. Each time you redistribute the Program (or any work based on the Program), the recipient automatically receives a license 
from the original licensor to copy, distribute or modify the Program subject to these terms and conditions. You may not impose 
any further restrictions on the recipients' exercise of the rights granted herein. You are not responsible for enforcing compliance 
by third parties to this License. 


7. If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or for any other reason (not limited to patent 
issues), conditions are imposed on you (whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the conditions of this 
License, they do not excuse you from the conditions of this License. If you cannot distribute so as to satisfy simultaneously 
your obligations under this License and any other pertinent obligations, then as a consequence you may not distribute the 
Program at all. For example, if a patent license would not permit royalty-free redistribution of the Program by 
all those who receive copies directly or indirectly through you, then the only way you could satisfy both it and this License 
would be to refrain entirely from distribution of the Program. 


If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular circumstance, the balance of the section is 
intended to apply and the section as a whole is intended to apply in other circumstances. 


It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or other property right claims or to contest validity of 
any such claims; this section has the sole purpose of protecting the integrity of the free software distribution system, which is 
implemented by public license practices. Many people have made generous contributions to the wide range of software 
distributed through that system in reliance on consistent application of that system; it is up to the author/donor to decide if he or 
she is willing to distribute software through any other system and a licensee cannot impose that choice. 


This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a consequence of the rest of this License. 


8. If the distribution and/or use of the Program is restricted in certain countries either by patents or by copyrighted interfaces, 
the original copyright holder who places the Program under this License may add an explicit geographical distribution limitation 
excluding those countries, so that distribution is permitted only in or among countries not thus excluded. In such case, this 
License incorporates the limitation as if written in the body of this License. 

9. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the General Public License from time to time. 
Such new versions will be similar in spirit to the present version, but may differ in detail to address new problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the Program specifies a version number of this License which applies 
to it and "any later version", you have the option of following the terms and conditions either of that version or of any later 
version published by the Free Software Foundation. If the Program does not specify a version number of this License, you may 
choose any version ever published by the Free Software Foundation. 

10. If you wish to incorporate parts of the Program into other free programs whose distribution conditions are different, write 
to the author to ask for permission. For software which is copyrighted by the Free Software Foundation, write to the Free 
Software Foundation; we sometimes make exceptions for this. Our decision will be guided by the two goals of preserving the 
free status of all derivatives of our free software and of promoting the sharing and reuse of software generally. 


NO WARRANTY 


11. BECAUSE THE PROGRAM IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR THE PROGRAM, 
TO THE EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED IN WRITING THE 
COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE PROGRAM "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF 
ANY KIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES 
OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY 
AND PERFORMANCE OF THE PROGRAM IS WITH YOU. SHOULD THE PROGRAM PROVE DEFECTIVE, YOU 
ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 

12. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY 
COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE PROGRAM AS 
PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL, SPECIAL, INCIDENTAL 
OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE PROGRAM (INCLUDING 
BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY 
YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE OF THE PROGRAM TO OPERATE WITH ANY OTHER PROGRAMS), EVEN 
IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

END OF TERMS AND CONDITIONS 


How to Apply These Terms to Your New Programs 


If you develop a new program, and you want it to be of the greatest possible use to the public, the best way to achieve this is to 
make it free software which everyone can redistribute and change under these terms. 

To do so, attach the following notices to the program. It is safest to attach them to the start of each source file to most 
effectively convey the exclusion of warranty; and each file should have at least the "copyright" line and a pointer to where the 
full notice is found. 

<one line to give the program's name and a brief idea of what it does .〉 

Copyright (C)19yy <name of author 〉 

This program is free software; you can redistribute it and/or modify 
it under the terms of the GNU General Public License as published by 
the Free Software Foundation; either version 2 of the License, or 
(at your option) any later version. 

This program is distributed in the hope that it will be useful, 
but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty of 
MERCHANTABILITY or FITNESS FORA PARTICULAR PURPOSE. See the 
GNU General Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU General Public License 

along with this program; if not, write to the Free Software 

Foundation, Inc., 59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 


Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 


If the program is interactive, make it output a short notice like this when it starts in an interactive mode: 


Gnomovision version 69, Copyright (C)19yy name of author 

Gnomovision comes with ABSOLUTELY NO WARRANTY; for details type 'show w'. 

This is free software, and you are welcome to redistribute it 
under certain conditions; type 'show c' for details. 

The hypothetical commands 'show w' and 'show c' should show the appropriate parts of the General Public License. Of course, 
the commands you use may be called something other than 'show w' and 'show c'; they could even be mouse-clicks or menu 
items—whatever suits your program. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your school, if any, to sign a "copyright disclaimer" for 
the program, if necessary. Here is a sample; alter the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the program 
'Gnomovision' (which makes passes at compilers) written by James Hacker. 


<signature of Ty Coon>,1 April 1989 
Ty Coon, President of Vice 


This General Public License does not permit incorporating your program into proprietary programs. If your program is a 
subroutine library, you may consider it more useful to permit linking proprietary applications with the library. If this is what 
you want to do, use the GNU Library General Public License instead of this License. 


GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE 
Version 2.1, February 1999 


Copyright (C)1991, 1999 Free Software Foundation, Inc. 

59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 
Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license document, but changing it is not allowed. 

[This is the first released version of the Lesser GPL. It also counts as the successor of the GNU Library Public License, version 
2, hence the version number 2.1.] 


Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and change it. By contrast, the GNU General 
Public Licenses are intended to guarantee your freedom to share and change free software—to make sure the software is free for 
all its users. 

This license, the Lesser General Public License, applies to some specially designated software packages-typically libraries—of 
the Free Software Foundation and other authors who decide to use it. You can use it too, but we suggest you first think 
carefully about whether this license or the ordinary General Public License is the better strategy to use in any particular case, 
based on the explanations below. 

When we speak of free software, we are referring to freedom of use, not price. Our General Public Licenses are designed to 
make sure that you have the freedom to distribute copies of free software (and charge for this service if you wish); that you 
receive source code or can get it if you want it; that you can change the software and use pieces or it in new free programs; and 
that you are informed that you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid distributors to deny you these rights or to ask you to surrender 
these rights. These restrictions translate to certain responsibilities for you if you distribute copies of the library or if you modify 
it. 

For example, if you distribute copies of the library, whether gratis or for a fee, you must give the recipients all the rights that 
we gave you. You must make sure that they, too, receive or can get the source code. If you link other code with the library, you 
must provide complete object files to the recipients, so that they can relink them with the library after making changes to the 
library and recompiling it. And you must show them these terms so they know their rights. 

We protect your rights with a two-step method:(1)we copyright the library, and (2) we offer you this license, which gives you 
legal permission to copy, distribute and/or modify the library. 

To protect each distributor, we want to make it very clear that there is no warranty for the free library. Also, if the library is 
modified by someone else and passed on, the recipients should know that what they have is not the original version, so that the 
original author's reputation will not be affected by problems that might be introduced by others. 

Finally, software patents pose a constant threat to the existence of any free program. We wish to make sure that a company 
cannot effectively restrict the users of a free program by obtaining a restrictive license from a patent holder. Therefore, we 
insist that any patent license obtained for a version of the library must be consistent with the full freedom of use specified in this 
license. 

Most GNU software, including some libraries, is covered by the ordinary GNU General Public License. This license, the GNU 
Lesser General Public License, applies to certain designated libraries, and is quite different from the ordinary General Public 
License. We use this license for certain libraries in order to permit linking those libraries into non-free programs. 

When a program is linked with a library, whether statically or using a shared library, the combination of the two is legally 
speaking a combined work, a derivative of the original library. The ordinary General Public License therefore permits such 
linking only if the entire combination fits its criteria of freedom. The Lesser General Public License permits more lax criteria 
for linking other code with the library. 

We call this license the "Lesser" General Public License because it does Less to protect the user's freedom than the ordinary 
General Public License. It also provides other free software developers Less of an advantage over competing non-free 
programs. These disadvantages are the reason we use the ordinary General Public License for many libraries. However, the 
Lesser license provides advantages in certain special circumstances. 


For example, on rare occasions, there may be a special need to encourage the widest possible use of a certain library, so that it 
becomes a de-facto standard. To achieve this, non-free programs must be allowed to use the library. A more frequent case is 
that a free library does the same job as widely used non-free libraries. In this case, there is little to gain by limiting the free 
library to free software only, so we use the Lesser General Public License. 

In other cases, permission to use a particular library in non-free programs enables a greater number of people to use a large 
body of free software. For example, permission to use the GNU C Library in non-free programs enables many more people to 
use the whole GNU operating system, as well as its variant, the GNU/Linux operating system. 

Although the Lesser General Public License is Less protective of the users' freedom, it does ensure that the user of a program 
that is linked with the Library has the freedom and the wherewithal to run that program using a modified version of the Library. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow. Pay close attention to the difference 
between a "work based on the library" and a "work that uses the library". The former contains code derived from the library, 
whereas the latter must be combined with the library in order to run. 


GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE 
TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION 


0. This License Agreement applies to any software library or other program which contains a notice placed by the copyright 
holder or other authorized party saying it may be distributed under the terms of this Lesser General Public License (also called 
"this License"). Each licensee is addressed as "you". 

A "library" means a collection of software functions and/or data prepared so as to be conveniently linked with application 
programs (which use some of those functions and data) to form executables. 


The "Library", below, refers to any such software library or work which has been distributed under these terms. A "work 
based on the Library" means either the Library or any derivative work under copyright law: that is to say, a work containing the 
Library or a portion of it, either verbatim or with modifications and/or translated straightforwardly into another language. 
(Hereinafter, translation is included without limitation in the term "modification".) 


"Source code" for a work means the preferred form of the work for making modifications to it. For a library, complete source 
code means all the source code for all modules it contains, plus any associated interface definition files, plus the scripts used to 
control compilation and installation of the library. 

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by this License; they are outside its scope. The act 
of running a program using the Library is not restricted, and output from such a program is covered only if its contents 
constitute a work based on the Library (independent of the use of the Library in a tool for writing it). Whether that is true 
depends on what the Library does and what the program that uses the Library does. 


1.You may copy and distribute verbatim copies of the Library's complete source code as you receive it, in any medium, 
provided that you conspicuously and appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice and disclaimer of 
warranty; keep intact all the notices that refer to this License and to the absence of any warranty; and distribute a copy of this 
License along with the Library. 


You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your option offer warranty protection in 
exchange for a fee. 


2. You may modify your copy or copies of the Library or any portion of it, thus forming a work based on the Library, and copy 
and distribute such modifications or work under the terms of Section 1 above, provided that you also meet all of these 
conditions: 

a) The modified work must itself be a software library. 


b) You must cause the files modified to carry prominent notices stating that you changed the files and the date of any 
change. 


c) You must cause the whole of the work to be licensed at no charge to all third parties under the terms of this License. 

d) If a facility in the modified Library refers to a function or a table of data to be supplied by an application program that 
uses the facility, other than as an argument passed when the facility is invoked, then you must make a good faith effort to 
ensure that, in the event an application does not supply such function or table, the facility still operates, and performs 
whatever part of its purpose remains meaningful. 

(For example, a function in a library to compute square roots has a purpose that is entirely well-defined independent of the 
application. Therefore, Subsection 2d requires that any application-supplied function or table used by this function must be 
optional: if the application does not supply it, the square root function must still compute square roots.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable sections of that work are not derived from the 
Library, and can be reasonably considered independent and separate works in themselves, then this License, and its terms, do 
not apply to those sections when you distribute them as separate works. But when you distribute the same sections as part of a 
whole which is a work based on the Library, the distribution of the whole must be on the terms of this License, whose 
permissions for other licensees extend to the entire whole, and thus to each and every part regardless of who wrote it. 


Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to work written entirely by you; rather, the intent is 
to exercise the right to control the distribution of derivative or collective works based on the Library. 


In addition, mere aggregation of another work not based on the Library with the Library (or with a work based on the Library) 
on a volume of a storage or distribution medium does not bring the other work under the scope of this License. 


3. You may opt to apply the terms of the ordinary GNU General Public License instead of this License to a given copy of the 
Library. To do this, you must alter all the notices that refer to this License, so that they refer to the ordinary GNU General 
Public License, version 2, instead of to this License. (If a newer version than version 2 of the ordinary GNU General Public 
License has appeared, then you can specify that version instead if you wish.) Do not make any other change in these notices. 


Once this change is made in a given copy, it is irreversible for that copy, so the ordinary GNU General Public License applies 
to all subsequent copies and derivative works made from that copy. 

This option is useful when you wish to copy part of the code of the Library into a program that is not a library. 

4. You may copy and distribute the Library (or a portion or derivative of it, under Section 2) in object code or executable form 
under the terms of Sections 1 and 2 above provided that you accompany it with the complete corresponding machine-readable 
source code, which must be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for software 
interchange. 

If distribution of object code is made by offering access to copy from a designated place, then offering equivalent access to 
copy the source code from the same place satisfies the requirement to distribute the source code, even though third parties are 
not compelled to copy the source along with the object code. 

5. A program that contains no derivative of any portion of the Library, but is designed to work with the Library by being 
compiled or linked with it, is called a "work that uses the Library". Such a work, in isolation, is not a derivative work of the 
Library, and therefore falls outside the scope of this License. 

However, linking a "work that uses the Library" with the Library creates an executable that is a derivative of the Library 
(because it contains portions of the Library), rather than a "work that uses the library". The executable is therefore covered by 
this License. Section 6 states terms for distribution of such executables. 

When a "work that uses the Library" uses material from a header file that is part of the Library, the object code for the work 
may be a derivative work of the Library even though the source code is not. 

Whether this is true is especially significant if the work can be linked without the Library, or if the work is itself a library. The 
threshold for this to be true is not precisely defined by law. 

If such an object file uses only numerical parameters, data structure layouts and accessors, and small macros and small inline 
functions (ten lines or less in length), then the use of the object file is unrestricted, regardless of whether it is legally a derivative 
work. (Executables containing this object code plus portions of the Library will still fall under Section 6.) 

Otherwise, if the work is a derivative of the Library, you may distribute the object code for the work under the terms of Section 

6. Any executables containing that work also fall under Section 6, whether or not they are linked directly with the Library itself. 

6. As an exception to the Sections above, you may also combine or link a "work that uses the Library" with the Library to 
produce a work containing portions of the Library, and distribute that work under terms of your choice, provided that the terms 
permit modification of the work for the customer's own use and reverse engineering for debugging such modifications. 

You must give prominent notice with each copy of the work that the Library is used in it and that the Library ana its use are 
covered by this License. You must supply a copy of this License. If the work during execution displays copyright notices, you 
must include the copyright notice for the Library among them, as well as a reference directing the user to the copy of this 
License. Also, you must do one of these things: 

a) Accompany the work with the complete corresponding machine-readable source code for the Library including whatever 
changes were used in the work (which must be distributed under Sections 1 and 2 above); and, if the work is an executable 
linked with the Library, with the complete machine-readable "work that uses the Library", as object code and/or source 
code, so that the user can modify the Library and then relink to produce a modified executable containing the modified 
Library. (It is understood that the user who changes the contents of definitions files in the Library will not necessarily be 
able to recompile the application to use the modified definitions.) 

b) Use a suitable shared library mechanism for linking with the Library. A suitable mechanism is one that (1)uses at run 
time a copy of the library already present on the user's computer system, rather than copying library functions into the 
executable, and (2) will operate properly with a modified version of the library, if the user installs one, as long as the 
modified version is interface-compatible with the version that the work was made with. 


c) Accompany the work with a written offer, valid for at least three years, to give the same user the materials specified in 
Subsection 6a, above, for a charge no more than the cost of performing this distribution. 


d) If distribution of the work is made by offering access to copy from a designated place, offer equivalent access to copy the 
above specified materials from the same place. 

e) Verify that the user has already received a copy of these materials or that you have already sent this user a copy. 


For an executable, the required form of the "work that uses the Library" must include any data and utility programs needed for 
reproducing the executable from it. However, as a special exception, the materials to be distributed need not include anything 
that is normally distributed (in either source or binary form) with the major components (compiler, kernel, and so on) of the 
operating system on which the executable runs, unless that component itself accompanies the executable. 


It may happen that this requirement contradicts the license restrictions of other proprietary libraries that do not normally 
accompany the operating system. Such a contradiction means you cannot use both them and the Library together in an 
executable that you distribute. 

7. You may place library facilities that are a work based on the Library side-by-side in a single library together with other 
library facilities not covered by this License, and distribute such a combined library, provided that the separate distribution of 
the work based on the Library and of the other library facilities is otherwise permitted, and provided that you do these two 
things: 

a) Accompany the combined library with a copy of the same work based on the Library, uncombined with any other library 
facilities. This must be distributed under the terms of the Sections above. 


b) Give prominent notice with the combined library of the fact that part of it is a work based on the Library, and explaining 
where to find the accompanying uncombined form of the same work. 

8. You may not copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library except as expressly provided under this License. 
Any attempt otherwise to copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library is void, and will automatically terminate 
your rights under this License. However, parties who have received copies, or rights, from you under this License will not have 
their licenses terminated so long as such parties remain in full compliance. 


9. You are not required to accept this License, since you have not signed it. However, nothing else grants you permission to 
modify or distribute the Library or its derivative works. These actions are prohibited by law if you do not accept this License. 
Therefore, by modifying or distributing the Library (or any work based on the Library), you indicate your acceptance of this 
License to do so, and all its terms and conditions for copying, distributing or modifying the Library or works based on it. 

10. Each time you redistribute the Library (or any work based on the Library), the recipient automatically receives a license 
from the original licensor to copy, distribute, link with or modify the Library subject to these terms and conditions. You may 
not impose any further restrictions on the recipients' exercise of the rights granted herein. You are not responsible for enforcing 
compliance by third parties with this License. 


11.If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or for any other reason (not limited to patent 
issues), conditions are imposed on you (whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the conditions of this 
License, they do not excuse you from the conditions of this License. If you cannot distribute so as to satisfy simultaneously 
your obligations under this License and any other pertinent obligations, then as a consequence you may not distribute the 
Library at all. For example, if a patent license would not permit royalty-free redistribution of the Library by all those who 
receive copies directly or indirectly through you, then the only way you could satisfy both it and this License would be to refrain 
entirely from distribution of the Library. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular circumstance, the balance of the section is 
intended to apply, and the section as a whole is intended to apply in other circumstances. 


It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or other property right claims or to contest validity of 
any such claims; this section has the sole purpose of protecting the integrity of the free software distribution system which is 
implemented by public license practices. Many people have made generous contributions to the wide range of software 
distributed through that system in reliance on consistent application of that system; it is up to the author/donor to decide if he or 
she is willing to distribute software through any other system and a licensee cannot impose that choice. 


This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a consequence of the rest of this License. 


12. If the distribution and/or use of the Library is restricted in certain countries either by patents or by copyrighted interfaces, 
the original copyright holder who places the Library under this License may add an explicit geographical distribution limitation 
excluding those countries, so that distribution is permitted only in or among countries not thus excluded. In such case, this 
License incorporates the limitation as if written in the body of this License. 

13. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the Lesser General Public License from time to 
time. Such new versions will be similar in spirit to the present version, but may differ in detail to address new problems or 
concerns. 


Each version is given a distinguishing version number. If the Library specifies a version number of this License which applies 
to it and "any later version", you have the option of following the terms and conditions either of that version or of any later 
version published by the Free Software Foundation. If the Library does not specify a license version number, you may choose 
any version ever published by the Free Software Foundation. 


14. If you wish to incorporate parts of the Library into other free programs whose distribution conditions are incompatible with 
these, write to the author to ask for permission. For software which is copyrighted by the Free Software Foundation, write to 
the Free Software Foundation; we sometimes make exceptions for this. Our decision will be guided by the two goals of 
preserving the free status of all derivatives of our free software and of promoting the sharing and reuse of software generally. 


NO WARRANTY 

15. BECAUSE THE LIBRARY IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR THE LIBRARY, TO 
THE EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED IN WRITING THE 
COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE LIBRARY "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF 
ANYKIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES 
OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FORA PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY 
AND PERFORMANCE OF THE LIBRARY IS WITH YOU. SHOULD THE LIBRARY PROVE DEFECTIVE, YOU 
ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 

16. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY 
COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE LIBRARY AS 
PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL, SPECIAL, INCIDENTAL 
OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE LIBRARY (INCLUDING 
BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY 
YOU OR THIRD PARTIES ORA FAILURE OF THE LIBRARY TO OPERATE WITH ANY OTHER SOFTWARE), EVEN 
IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 


END OF TERMS AND CONDITIONS 


How to Apply These Terms to Your New Libraries 


If you develop a new library, and you want it to be of the greatest possible use to the public, we recommend making it free 
software that everyone can redistribute and change. You can do so by permitting redistribution under these terms (or, 
alternatively, under the terms of the ordinary General Public License). 

To apply these terms, attach the following notices to the library. It is safest to attach them to the start of each source file to 
most effectively convey the exclusion of warranty; and each file should have at least the "copyright" line and a pointer to where 
the full notice is found. 

<one line to give the library's name and a brief idea of what it does.> 

Copyright (C) <year> <name of author 〉 

This library is free software; you can redistribute it and/or 
modify it under the terms of the GNU Lesser General Public 
License as published by the Free Software Foundation; either 
version 2.1of the License, or (at your option) any later version. 

This library is distributed in the hope that it will be useful, 
but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty of 
MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. See the GNU 
Lesser General Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU Lesser General Public 
License along with this library; if not, write to the Free Software 
Foundation, Inc., 59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 

Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your 
school, if any, to sign a "copyright disclaimer" for the library, if 
necessary. Here is a sample; alter the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the 

library 、 Frob’（a library for tweaking knobs) written by James Random Hacker. 

<signature of Ty Coon>,1 April 1990 
Ty Coon, President of Vice 


That's all there is to it! 
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< 本装置の利用目的について > 

本製品は、高速処理が可能であるため、高性能コンピュータの平和的利用に関する日本政府の指導 
対象になっております。 

ご使用に際しましては、下記の点につきごを意いただけますよう、よろしくお願いいたします。 

1. 本製品は不法侵入、盗難等の危険がない場所に設置して<ださい。 

2. パスワード等により適切なアクセス管理をお願いいたします。 

3. 大量破壊兵器およびミサイルの開発、ならびに製造等に関わる不正なアクセスが行われるお 
それがある場合には、事前に弊社相談窓□までご連絡<ださい。 

4. 不正使用が発覚した場合には、速やかに弊社相談窓□までご連絡<ださい。 

製社相談窓 □ ファーストコンタクトセンター 

電話番号 03-3455-5800 


ま意 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づ<クラス A 情報技術装置 
です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用 
者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。 


高調波適合品 

この装置は、高調波電流規格」に C 61000 -3-2 適合品です。 

: J 1 SC 61000 -3-2 適合品とは、日本工業規格 r 電磁両立性一第 3-2 部：限度値一高調波電流発生限度値 （1 巧当たりの入力電流が 20 A 
U 下の機器)」に基づき、商用電力系統の高調波環境目標レベルに適合して設計-製造した製品です。 


回線への接続について 

本体を公衆回線や専用線に接続する場合は、本体に直接接続せず、技術基準に適合し認定されたボードまたはモデム等の通信端末機器 
を介して使用してください。 


電源の瞬時電圧ほ下対策について 


この装置は、落雷等による電源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧低下対策としては、交流無停電 
電源装置 ( UPS ) 等を使用されることをお勧めします。 


レーザま全基準について 

この装置に標準で搭載されている光磁気ディスクドライブは、レーザに関する安全基準 (JS C - 6802 、 IEC 60825 -1) クラス1に適合 
していまず。 


海外でのご使用について 


この装置は、日本国内での使用を前提としているため、ミ毎か各国での安全規格等の適用を受けておりません。したがって、この装置を 
輸出した場合に当該国での輸入通関および使用に対し ffl 金、事故による補償等の問題が発生することがあっても、製社は直接-間接を 
問わず一切の責任を免除させていただきます。 















